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安全に関するご注意 
 

ケガや事故防止のため、以下のことを必ずお守りください。 
 

据付、運転、保守、点検の前に、必ずこのマニュアルをお読みいただき、正しくご使用下さい。 
機器の知識、安全の情報、その他注意事項のすべてを習熟してからご使用下さい。 

 
このマニュアルでは、安全注意事項のレベルを「警告」と「注意」に区分しています。 

 

 
取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険の状態を生じる 
ことが想定される場合 

●本製品の故障や外部要因による異常が発生しても、システム全体が安全側に働くように本製品の外部で 
安全対策を行ってください。 
●燃焼性ガスの雰囲気では使用しないでください。 
爆発の原因となります。 
●本製品を火中に投棄しないでください。 
電池や電子部品などが破裂する原因となります。 

 
取扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負うかまたは物的損害のみが発生す 
る危険の状態が生じることが想定される場合 

●異常発熱や発煙を防止するため、本製品の保証特性・性能の数値に対し余裕をもたせて使用してください。 
●分解、改造はしないでください。 
異常発熱や発煙の原因となります。 
●通電中は端子に触れないでください。 
感電のおそれがあります。 
●非常停止、インターロック回路は外部で構成してください。 
●電線やコネクタは確実に接続してください。 
接続不十分な場合は、異常発熱や発煙の原因となります。 
●製品内部に液体、可燃物、金属などの異物を入れないでください。 

異常発熱や発煙の原因となります。 
●電源を入れた状態では施工（接続、取り外しなど）しないでください。 

感電のおそれがあります。 

 

著作権および商標に関する記述 
●このマニュアルの著作権は、松下電工株式会社が所有しています。 
●本書からの無断複製は、かたくお断りします。 
●WindowsおよびWindowsNTは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
●その他の会社および製品名は、各社の商標または登録商標です。 
●商品改良のため、仕様、外観およびマニュアルの内容を予告なく変更することがありますので、ご了承ください。 
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                           はじめに 
                                 このたびは、プログラマブルコントローラ「ＦＰ－ｅ」をお買い上げ 
                                 いただき誠にありがとうございます。 
                                 このマニュアルでは、ハード構成と設置、配線の方法、I/O の割 
                                 り付け、メンテナンスについて解説しています。 
                                 十分に内容をご理解いただいたうえ正しくご利用くださいます 
                                 ようお願い申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                               ●お願い 
                                      このマニュアルの内容に関しては万全を期しておりますが、 

                                      ご不審な点や誤りなどお気付きの点がございましたらお手数ですが 

                                      弊社までご連絡ください。 
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ご使用になる前にご注意いただきたいこと 
 設置環境について 

次のような場所での使用は避けてください。 
・直射日光の当たる場所や周囲温度が０℃～５５℃の範囲を超える場所。 
・周囲湿度３０％ＲＨ～８５％ＲＨ（ａｔ２５℃）の範囲を超える場所や急激な温度変化で結露するような場所。 
・腐食性ガスや可燃性のガスの雰囲気中。 
・本体に直接振動や衝撃が伝わるような場所。 
・塵埃、鉄粉、塩分の多い場所。 
・水、油、薬品などのかかるおそれのある場所。 
・ベンジン、シンナー、アルコールなどの有機溶剤やアンモニア、カセイソーダなどの強アルカリ物質が付
着するおそれがある雰囲気中。 

・高圧線、高圧機器、動力線、動力機器あるいはアマチュア無線など送信部のある機器、又は大きな開閉
サージの発生する機器の周辺。 
 静電気について 

・ユニットに触れる場合は、アースされた金属などに触れて静電気を放電させてください。 
・特に乾燥した場所では、過大な静電気が発生するおそれがあります。 

 清掃について 
・シンナー類は、ケースを溶かしたり、変色させたりしますので、絶対に使用しないでください。 

 電源について 
・電源には保護回路内蔵の絶縁型電源を使用してください。コントロールユニットの電源部は非絶縁回路
となっております。 

・保護回路のない電源を使用する場合は、ヒューズなどの保護素子を介して電源を供給してください。 
・異常電圧が直接印加されると内部回路が破壊されるおそれがあります。 

 電源シーケンスについて 
・コントロールユニットの電源は、入出力用電源よりも先にＯＦＦになるように電源シーケンスを配慮してくだ
さい。 

・コントロールユニットの電源よりも先に入出力用電源がＯＦＦになると、コントローラ本体が入力信号のレベ
ルの変化を検出し、誤動作する場合があります。 
 電源を入れる前に 

初めて電源を入れる時には、以下の点に注意してください。 
・施工時の配線屑、特に導電物が付着していないか確認してください。 
・電源配線、入出力配線、電源電圧が間違っていないか確認してください。 
・取り付けネジ、端子ネジを確実に締めて付けておいてください。 
・ＲＵＮ／ＰＲＯＧ．モード切替スイッチをＰＲＯＧ．モードにしてください。 

 プログラム入力の前に 
プログラムを入力する前に必ず＜プログラムのクリア＞操作を行ってください。 
●Windows 版ソフトＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．２の操作手順 
① ＣＴＲＬ と  Ｆ２  キーを同時に押して、両面を[オンラインモニタ]に切り替えてください。 
②メニューの[編集（Ｅ）]→[プログラム消去（Ｌ）]を選択してください。 
③確認のメッセージが出たら、[はい（Ｙ）]を選択してください。 

 プログラムの保存についてのお願い 
万一の事故、プログラム紛失に対応するため、下記対策をお客様側で十分ご配慮ください。 
●ドキュメントの作成をお願いします。 
・プログラムの紛失やファイルの破壊、不用意な書き換えなどに対応するため、作成した内容をプリントアウ
トして、ドキュメントを保存、管理してください。 

●パスワードの設定は慎重におこなってください。 
・パスワード設定は、不用意な書き換えを防止することを目的としていますが、パスワードを忘れると、プロ
グラムの書き換えが出来なくなります。また、パスワードを強制的に解除した場合は、プログラムは消失し
てしまいます。パスワードを設定する時には、仕様書と共に番号を控えておくなど、慎重な対応をお願い
致します。 
 電池について 

電池はお使いにならない場合は装着しないでください。完全に放電した状態のままですと、液漏れの可能
性があります。 
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プログラミングツールの使用制限 
（２００４年４月現在） 

プログラミングツールの種類 機種の制限 使用する命令/機能の制限 
ＦＰＷＩＮ ＧＲ 
Ｖｅｒ．２ ○ Ｖｅｒ．２．２より対応。※１ 

Ｗｉｎｄｏｗｓ版ソフト 
ＦＰＷＩＮ ＧＲ 
Ｖｅｒ．１ × 使用できません。 

ＩＥＣ６１１３１－３準拠 
Ｗｉｎｄｏｗｓ版ソフト 

ＦＰＷＩＮ Ｐｒｏ 
Ｖｅｒ．４ ○ Ｖｅｒ．４．１より対応。※２ 

ＮＰＳＴ－ ＧＲ 
Ｖｅｒ．４ 

ＤＯＳ版ソフト 
ＮＰＳＴ－ＧＲ 
Ｖｅｒ．３ 

× 使用できません。 

ＡＦＰ１１１３Ｖ２ 
ＡＦＰ１１１４Ｖ２ × 

※３に示す命令および機能は 
使用できません。 
ＦＰＷＩＮ ＧＲ／ＦＰＷＩＮ Ｐｒｏを 
ご使用ください。 

ＡＦＰ１１１３ 
ＡＦＰ１１１４ × 使用できません。 ハンディプログラマ 

ＡＦＰ１１１１Ａ 
ＡＦＰ１１１２Ａ 
ＡＦＰ１１１１ 
ＡＦＰ１１１２ 

× 使用できません。 

 
 

 ご注意：プログラミングツールについて 
 
※１．ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．２をご使用の場合は、当社ＨＰ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｅｗ．ｃｏ．ｊｐ／ａｃ

／）より無償でバージョンアップできます。 
ＣＯＭポートをＭＯＤＢＵＳ Ｓ ＲＴＵに設定するには、Ｖｅｒ．２．３以降をご使用ください。 
（ＦＰ－ｅ本体はＶｅｒ．１．２よりＭＯＤＢＵＳ Ｓ ＲＴＵに対応しています。） 

※２．ＦＰＷＩＮ Ｐｒｏ Ｖｅｒ．４をご使用の場合は、当社ＨＰ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｅｗ．ｃｏ．ｊｐ／ａｃ
／）より無償でバージョンアップできます。 
ＣＯＭポートをＭＯＤＢＵＳ Ｓ ＲＴＵには設定できません。 
ＦＰＷＩＮ Ｐｒｏ Ｖｅｒ．５より対応予定です。 

※３．ハンディプログラマ（ＡＦＰ１１１３Ｖ２，ＡＦＰ１１１４Ｖ２）で使用できない機能。 
・画面表示登録命令＜Ｆ１８０（ＳＣＲ）＞ 
・画面表示切替命令＜Ｆ１８１（ＤＳＰ）＞ 
・立ち上がり微分命令＜ＤＦＩ＞ 
・オンディレータイマ命令＜ＴＭＬ＞ 
・ブロッククリア命令＜ＳＣＬＲ＞ 
・実数演算データ命令＜Ｆ３０９＞～＜Ｆ３３８＞ 
・ＰＩＤ演算命令＜Ｆ３５５＞
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1章  
 ユニットの特長と商品構成 

 
 



1-2 

1.1 特長と機能 

1.1.1 特長 
 

 
 

１．ＩＰ６６盤面取り付け 
取り付けパネル前面はＩＰ６６の防水性能です。 
□４８サイズ、奥行き７０ｍｍとコンパクトサイズ 
２．表示機能付 
符号付５桁の簡易アルファベットや数値を表示できます。※ 
Ｎ，Ｓ，Ｒ，Ｉの４モードで各２画面の表示ができます。 
データ表示部は、赤/緑/橙色の表示も可能です。 
３．操作スイッチ機能付 
設定しているデータの変更ができます。 
また、スイッチ入力としても使用できます。 
４．コントロール機能も充実 
プログラマブルコントローラＦＰ０シリーズの機能を引き継ぎ、パルス出力・高速カウンタ機能も充実していま
す。 
汎用通信用ＣＯＭポートも標準装備しています。 
カレンダタイマ付、熱電対入力付機種も品揃えしています。 
 
※数値データの表示は１６ビットのみ。１０進、１６進、ビットの 3 種類表示可能。 
 

1.1.2 機能 
項目 内容 

電源 ２４ Ｖ ＤＣ 
入力 ８点※１ （２４ Ｖ ＤＣ） 
出力 ６点 （５点： Ｔｒ．ＮＰＮ ０．５Ａ   １点： Ｒｙ ２Ａ） 
プログラム容量 ２．７ｋステップ 
演算速度 ０．９μ/ステップ (基本命令)  
I/O リフレッシュ+ベース時間 ２ｍｓ※２ 
パルスキャッチ/割込入力 合計６点 （高速カウンタ含む） 
高速カウンタ 単相４点（合計１０ｋＨｚ）または２相２点（合計２ｋＨｚ）※３ 
パルス出力 ２点 （合計１０ｋＨｚ）※４  

ＣＯＭポート ＲＳ２３２Ｃ／ＲＳ４８５（機種別）  
*ツールポートとは別に用意 

※１．熱電対入力タイプは６点 
※２．熱電対入力タイプは、標準２～３ｍｓ、 大１５ｍｓ（２５０ms 毎に長くなります。） 
※３．熱電対入力タイプは５ｋHz(単相)、１ｋHz（２相） 
※４．熱電対入力タイプは５ｋＨｚ 
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1.2 ユニットの品名・品番 

1.2.1 ＦＰ－ｅコントロールユニット 

品名 Ｉ/Ｏ点数 熱電対
入力 

カレンダ
タイマ ＣＯＭポート ご注文品番 

ＦＰ－ｅコントロールユニット
（標準タイプ） 

入力８点/出力６点 
（Ｔｒ．ＮＰＮ ５点、Ｒｙ １点）

無 無 ＲＳ２３２Ｃ ＡＦＰＥ２２４３００

ＦＰ－ｅコントロールユニット
（カレンダタイマ付タイプ） 

入力８点/出力６点 
（Ｔｒ．ＮＰＮ ５点、Ｒｙ １点）

無 有 ＲＳ２３２Ｃ ＡＦＰＥ２２４３０５

ＦＰ－ｅコントロールユニット
（熱電対入力付タイプ） 

入力６点/出力６点 
（Ｔｒ．ＮＰＮ ５点、Ｒｙ １点）

２点 有 ＲＳ２３２Ｃ ＡＦＰＥ２１４３２５

ＦＰ－ｅコントロールユニット
（標準タイプ） 

入力８点/出力６点 
（Ｔｒ．ＮＰＮ ５点、Ｒｙ １点）

無 無 ＲＳ４８５ ＡＦＰＥ２２４３０２

ＦＰ－ｅコントロールユニット
（熱電対入力付タイプ） 

入力６点/出力６点 
（Ｔｒ．ＮＰＮ ５点、Ｒｙ １点）

２点 無 ＲＳ４８５ ＡＦＰＥ２１４３２２

 

1.2.2 関連機器、部品 
品名 内容 ご注文品番 

端子台ドライバ 端子台の結線時に使用 ＡＦＰ０８０６ 
ゴムパッキン 防水仕様時に必要（本体に同梱） ＡＴＣ１８００２ 

取り付け枠 本体取り付け時に必要 
（本体に同梱） ＡＴＡ４８１１ 

FPΣ用電池 
カレンダタイマ、演算用メモリのバックアップ 
（カレンダタイマ付、熱電対入力付タイプには同梱） ＡFPG８０４ 

保護カバー 耐油性にも優れた軟質タイプカバー ＡQM４８０３ 

端子台 
ソケットセット 

ＦＰ－ｅに使用する４種類の端子台ソケットのセット品
（補修部品） ＡＦＰＥ８０４ 

カラー：黒色、ブランド名・ＦＰ－ｅ表示有 ＡＦＰＥ８０３ 

カラー：アッシュグレー、ブランド名・ＦＰ－ｅ表示無 ＡＦＰＥ８０５ 
パネルカバー 
(２０個入り) 

カラー：黒色、ブランド名・ＦＰ－ｅ表示無 ＡＦＰＥ８０６ 
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1.3 プログラミングツール 
1.3.1 ツールソフトを使用する場合 

 プログラミングに必要なツール 
 

 
 
１．ツールソフト 
・ＦＰシリーズ共通で使用できます。 
・ＦＰ－ｅでは、Ｗｉｎｄｏｗｓ版ソフト「ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．２」や「ＦＰＷＩＮ Ｐｒｏ Ｖｅｒ．４」を使用します。 
従来のＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．１、ＤＯＳ版のＮＰＳＴ－ＧＲ、ＦＰプログラマは使用できませんのでご注意くだ
さい。 

 
 
２．パソコン接続用ケーブル 
・ＤＯＳ/Ｖ機用ケーブルをご用意しています。 
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 ソフト使用環境および適合ケーブル 
 
 標準ラダーツールソフト ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．２ 

ソフトの種類 必要 OS ハード 
ディスク容量 ご注文品番 

日本語 
ツールキット ＡＦＰＳ１０１２２ 

ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．２ 
日本語メニュー バージョン 

アップ版 ＡＦＰＳ１０１２０Ｒ 

フルタイプ ＡＦＰＳ１０５２０ 
バージョン 
アップ版 ＡＦＰＳ１０５２０Ｒ ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．２ 

英語メニュー 
スモールタイプ ＡＦＰＳ１１５２０ 
フルタイプ ＡＦＰＳ１０８２０ ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．２ 

中国語メニュー バージョン 
アップ版 ＡＦＰＳ１０８２０Ｒ 

ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．２ 
韓国語メニュー フルタイプ 

Windows®９５ 
    （ＯＳＲ２以上） 
Windows®９８ 
Windows®ＭＥ 
WindowsＮＴ® 
  （Ｖｅｒ．４．０以上） 
Windows®２０００ 
Windows®ＸＰ 

４０ＭＢ以上 

ＡＦＰＳ１０９２０ 

注１） 日本語ツールキットには、ＤＯＳ/Ｖ機接続用ケーブル＜品番ＡＦＣ８５０３＞が同梱されています。 
注２） ＦＰ－ｅをご使用になるには、Ｖｅｒ．２．２以降が必要になります。ＣＯＭポートをＭＯＤＢＵＳ Ｓ ＲＴ

Ｕに設定するには、Ｖｅｒ．２．３以降が必要になります。 
Ｖｅｒ．２をご使用の場合は、当社のＨＰ（http://www.mew.co.jp/ac/）より無償でバージョンアップで
きます。 

注３） ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．１をご使用の方は、バージョンアップ版をご購入いただくことにより、Ｖｅｒ．２を
ご使用になれます。 
（バージョンアップ版はＶｅｒ１．１がインストールされていないとインストールできません） 

注４） スモールタイプは、ＦＰ－ｅ、ＦＰ∑、ＦＰ０、ＦＰ－Ｘ、ＦＰ１、ＦＰ－Ｍの各シリーズでのみ使用できま
す。 

 
 
 ＩＥＣ６１１３１－３準拠プログラミングツールソフト ＦＰＷＩＮ Ｐｒｏ Ｖｅｒ．５ 

ソフトの種類 必要 OS ハードディスク
容量 ご注文品番 

フルタイプ ＡＦＰＳ５０１５０ ＦＰＷＩＮ Ｐｒｏ  
Ｖｅｒ．５ 
日本語メニュー スモールタイプ ＡＦＰＳ５１１５０ 

フルタイプ ＡＦＰＳ５０５５０ 
ＦＰＷＩＮ Ｐｒｏ  
Ｖｅｒ．５ 
英語メニュー スモールタイプ 

Windows®９５ 
    （ＯＳＲ２以上） 
Windows®９８ 
Windows®ＭＥ 
WindowsＮＴ® 
  （Ｖｅｒ．４．０以上） 
Windows®２０００ 
Windows®ＸＰ 

１００ＭＢ以上 

ＡＦＰＳ５１５５０ 

注１） ＦＰ－ｅをご使用になる場合は、Ｖｅｒ．４．１以降が必要になります。 
Ｖｅｒ．４をご使用の場合は、当社のＨＰ（http://www.mew.co.jp/ac/）より無償でバージョンアップで
きます。 
ＣＯＭポートＭＯＤＢＵＳ Ｓ ＲＴＵ設定への対応は、ＦＰＷＩＮ Ｐｒｏ Ｖｅｒ．５以降の予定です。 

注２） スモールタイプは、ＦＰ－ｅ、ＦＰ∑、ＦＰ０、ＦＰ－Ｘ、ＦＰ１、ＦＰ－Ｍの各シリーズでのみ使用できま
す。 

 
 
 パソコンの種類と適合ケーブル 

パソコンの種類 パソコン側コネクタ ＰＬＣ側コネクタ ご注文品番 
ミニＤＩＮ丸５ピン ＡＦＣ８５０３ 

ＤＯＳ／Ｖ機 Ｄ－ｓｕｂ ９ピン 
ミニＤＩＮ丸５ピン ストレートタイプ ＡＦＣ８５０３Ｓ 
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 推奨ＵＳＢ変換ケーブル  
ダイヤトレンド株式会社 ＵＳＢ変換ケーブル 

項目 内容 
製品名 ＤＦＰ０－Ｕ２ 

対応機種 ＦＰ－ｅ，ＦＰΣ,ＦＰ０，ＦＰ－Ｍ，ＦＰ２，ＦＰ２ＳＨ 
変換方式 ＵＳＢ⇔ＲＳ２３２Ｃ 

長さ ２ｍ 
電源供給 バスパワー （ＵＳＢホストコントローラまたはハブから供給） 

ＵＳＢコネクタ Ｔｙｐｅ Ａ Ｐｌｕｇ 
消費電流（ｍａｘ） ５０ｍＡ 

Ｉ／Ｆ仕様 ＵＳＢ Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ Ｒｅｖ１．１準拠 
使用周囲温度 ５～４０℃ 
保存周囲温度 －２０～６０℃ 
使用周囲湿度 １０～８０％ＲＨ （結露なきこと） 
保存周囲湿度 １０～８０％ＲＨ （結露なきこと） 

ＵＳＢ変換ケーブルの詳細につきましては、ダイヤトレンド株式会社 
（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｄｉａｔｒｅｎｄ．ｃｏｍ/）までお問合せください。
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2章  
 ユニットの機能と入出力仕様 

 
 



2-2 

2.1 各部の名称と機能 
 

 
 
① 表示モード切替スイッチ 
表示モード（Ｎ，Ｓ，Ｒ，Ｉ）の切替えをします。 
長押し（約２秒）すると前面スイッチがキーロックされ、再度長押しするとキーロックが解除されます。 
 
② 画面切替スイッチ 
画面１と画面２を切替え表示します。 
数値データ変更時は長押し（約１秒）するとデータ確定します。 
 
③ 前面操作スイッチ 
データの変更およびスイッチ入力として使用します。 
データ変更時は、数値の各桁に対応したスイッチを押すと、その桁のデータが＋１されます。 
（データ変更時は、データ表示が点滅します） 
 
④ 表示画面Ｎｏ． 
現在表示している画面Ｎｏ．を表示します。１，２のいずれかが表示されます。 
 
⑤ 表示モード 
Ｎ，Ｓ，Ｒ，Ｉのいずれかを表示します。 
 
⑥ ＬＯＣＫ表示 
スイッチロック状態の時に表示します。 
（前面スイッチからロック、もしくはプログラムでの全ロック時に表示） 
 
⑦ ＲＵＮ／ＰＲＯＧ．表示 
ＲＵＮ／ＰＲＯＧ．モードの表示をします。 
 
⑧ ＥＲＲ．／ＡＬＡＲＭ表示 
ＥＲＲ．／ＡＬＡＲＭ発生時に表示します。 
ＥＲＲ． ：自己診断でエラーを検出すると表示します。 
ＡＬＡＲＭ：ハードウェア異常、またはプログラムによる演算停滞が発生し、ウオッチドグタイマ が動作した時

に表示します。 
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⑨ データ表示（上段） 
Ｎ，Ｓモード 
・Ｆ１８０（ＳＣＲ）命令で登録された任意のデータ内容を表示します。 
・赤／緑／橙色の表示が可能です。 
Ｒモード 
・メモリエリアのアドレス表示をします。緑色の表示です。 
Ｉモード 
・外部入力のモニタ表示をします。緑色の表示です。 
 
⑩ データ表示（下段） 
Ｎ，Ｓモード 
・Ｆ１８０（ＳＣＲ）命令で登録された任意のデータ内容を表示します。 
・数値データ変更時は点滅表示します。 
・赤／緑／橙色の表示が可能です。 
Ｒモード 
・メモリエリアのデータ表示をします。緑色の表示です。 
Ｉモード 
・外部出力のモニタ表示をします。緑色の表示です。 
 
⑪ 設定表示 
桁間のドットと●，℉，℃，ｈ，ｍ，ｓ，ＳＶ，ＰＶの表示は、プログラムで個別に表示が可能です。 
 
⑫ モード切替スイッチ（ＲＵＮ/ＰＲＯＧ．） 
ＦＰ－ｅのＲＵＮ／ＰＲＯＧ．モード切替をおこなうスイッチです。プログラミングツールからも切替が可能です。
プログラミングツールからのリモート操作でモードの切替をおこなうと、スイッチ位置と実際のモードが異なる
場合があります。前面のＲＵＮ／ＰＲＯＧ．表示で確認してください。 
電源投入時は、モード切替スイッチのモードで動作します。 
 
⑬ ツールポート（ＲＳ２３２Ｃ） 
プログラミングツールを接続するコネクタです。 
コントローラ本体のツールポートには、市販ミニＤＩＮコネクタ５ピンを使用しています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

※工場出荷時の設定は以下の通りです。変更はシステムレジスタにておこなってください。 
通信速度-------------９６００ｂｐｓ 
データ長--------------８ｂｉｔ 
パリティチェック------奇数 
ストップビット----------１ｂｉｔ 

 
⑭ 電源・ＣＯＭポートコネクタ 
 
⑮ 入力コネクタ 
 
⑯ 出力コネクタ 
 
⑰ 電池カバー 
 
備考： 表示部の表示色について 
④～⑦，⑪部は緑色表示 ⑧部は赤色表示 ⑨，⑩部はＮ，Ｓモードでは赤，緑，橙色の表示が可能。そ
の他のモードでは緑色。 

ピンＮｏ． 名称 略称 信号の方向 
１ 信号用接地 ＳＧ － 
２ 送信データ ＳＤ ユニット → 外部機器 
３ 受信データ ＲＤ ユニット ← 外部機器 
４ （未使用） － － 
５ ＋５Ｖ ＋５Ｖ ユニット → 外部機器  
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2.2 表示モードの種類と機能 

2.2.1 表示モードの種類と機能 
 

モード Ｎモード 
（ノーマルモード） 

Ｓモード 
（スイッチモード） 

Ｒモード 
（レジスタモード） 

Ｉモード 
（入出力モニタ 

モード） 

画面 

 
Ｆ１８０（ＳＣＲ）命令で

画面登録 

 
Ｆ１８０（ＳＣＲ）命令で

画面登録 

 
 

内部メモリの 
データモニタ 

 
・ 外部入出力のモニタ 
・熱電対入力モニタ 

画面数 ２ ２ ２ ２ 

上段表示 任意データ表示 
（文字・数値） 

任意データ表示 
（文字・数値） 

メモリエリアの 
アドレス 

・入力状態のモニ
タ 
・熱電対入力 
 CH.０モニタ 

下段表示 任意データ表示 
（文字・数値） 

任意データ表示 
（文字・数値） 

メモリエリアの 
データモニタ 
（１０進表示） 

・出力状態のモニ
タ 
・熱電対入力 
 CH.１モニタ 

操作スイッチ 数値データ変更 スイッチ入力 数値データ変更 スイッチ入力 

用途例 

Ｆ１８０（ＳＣＲ）命
令により上段表示
部にカウンタの経
過 値 ， 下 段 表 示
部に設定値を表
示させ、前面操作
スイッチで設定値
の 変 更 を お こ な
う。 

Ｆ１８０（ＳＣＲ）命
令により上段表示
部にメッセージ表
示，下段表示部に
デ ー タ を 表 示 さ
せ、前面操作スイ
ッチ入力により、
表示内容を切替
える。 

プログラムの動作
確認の際に、前面
スイッチで任意の
メモリエリアを指定
して、データ内容
を 確 認 す る 。 ま
た、前面操作スイ
ッチからのデータ
変更も可能。 

プログラムの動作
確認の際に、外部
入出力状態のモニ
タをおこなう。前面
操作スイッチを入
力スイッチとして使
用する事も可能。
（但し、前面操作ス
イッチの入力モニ
タはできません） 

注１） 表示モード切替スイッチを押すたびにＮ→Ｓ→Ｒ→Ｉ→Ｎと表示モードが切替わります。 
もしくはＦ１８０（ＤＳＰ）命令を使いプログラムで画面を切替えます。 

注２） 表示モード切替スイッチを長押し（約２秒）すると前面スイッチがキーロックされ、再度長押しするとキ
ーロック解除されます。 

注３） 画面切替スイッチを押すと画面１と画面２を切替え表示します。 
数値データ変更時に画面切替スイッチを長押し（約１秒）するとデータが確定します。 
操作スイッチは、全モードでスイッチ入力としても使用できます。 

       参 照：＜１０．２ Ｉ／Ｏの割付＞ 
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2.2.2 表示モードの画面 

 Ｎ（ノーマル）モード   Ｆ１８０（ＳＣＲ）命令で画面登録します。 
 

 
   

※数値データの表示は１６ビットのみ。１０進、１６進、ビットの 
３種類表示可能 

 
 

 Ｓ（スイッチ）モード   Ｆ１８０（ＳＣＲ）命令で画面登録します。 
 

 
   
 
 

 Ｒ（レジスタ）モード   Ｆ１８０（ＳＣＲ）命令では画面定義できません。 
 

 
 
 

 Ｉ（入出力モニタ）モード  Ｆ１８０（ＳＣＲ）命令では画面定義できません。 
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2.3 入出力仕様 

2.3.1 入力仕様 

 ＤＣ入力仕様 （X０ ～ X７） 
項目 仕様 

入力点数 ８点 （熱電対入力タイプは６点） 
絶縁方式 フォトカプラ 
定格入力電圧 ２４Ｖ ＤＣ 
使用電圧範囲 ２１．６ ～ ２６．４Ｖ ＤＣ 
定格入力電流 約４．３ｍＡ 

コモン方式 ８点／コモン、熱電対入力タイプは６点／コモン 
（コモン端子の極性は＋/－いずれでも可能） 

小ＯＮ電圧/ 小ＯＮ電流 １９．２Ｖ/４ｍＡ 
大ＯＦＦ電圧/ 大ＯＦＦ電流 ２．４Ｖ/１ｍＡ 

入力インピーダンス 約５．１ｋΩ （Ｘ０，Ｘ１） 
約５．６ｋΩ （Ｘ２ ～ Ｘ７） 

ＯＦＦ→ＯＮ 
 

 ５０μｓ以下 （Ｘ０，Ｘ１）注） 
１００μｓ以下 （Ｘ２ ～ Ｘ５）注） 
 ２ｍｓ以下 （Ｘ６，Ｘ７）  

応答時間 
ＯＮ→ＯＦＦ 

 ５０μｓ以下 （Ｘ０，Ｘ１）注） 
１００μｓ以下 （Ｘ２ ～ Ｘ５）注） 
  ２ｍｓ以下 （Ｘ６，Ｘ７） 

動作表示 ＬＣＤ表示 （入出力表示モード） 
注） Ｘ０～Ｘ５は高速カウンタ入力用で応答時間が速く、通常の入力としてご使用の場合チャタリングやノ

イズを入力信号として受け付ける可能性がありますので、ラダープログラムにてタイマを入れることをお
奨めします。 
また、定格入力電圧２４Ｖ ＤＣ、使用周囲温度２５℃での仕様です。 

 
 
 
内部回路 
 

 
 

 Ｒ１ Ｒ２ 
Ｘ０，Ｘ１ ５．１ｋΩ ３ｋΩ 
Ｘ２～Ｘ５ ５．６ｋΩ ２ｋΩ 
Ｘ６，Ｘ７ ５．６ｋΩ １ｋΩ 
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 熱電対入力仕様  
項目 仕様 

入力点数 ２点 （ＣＨ．０：ＷＸ１，ＣＨ．１：ＷＸ２） 
適用温度センサ 熱電対 Ｋタイプ 

入力温度範囲 －３０．０ ～ ３００．０℃ ＊１） （－２２～５７２ºＦ） 

総合精度 ±０．５％ＦＳ±１．５℃（ＦＳ＝－３０ ～ ３００℃） 

分解能 ０．１℃ 
変換時間 ２５０ｍｓ／２ＣＨ ＊２） 

絶縁方式 内部回路 ⇔ 熱電対入力回路は非絶縁 ＊３） 

チャンネル間はフォトモス絶縁 
断線検出機能 有り 

*１） 温度測定は３３０℃（６２６ºF）まで可能です。３３０℃（６２６ºF）を越えた場合、もしくは熱電対が断線し
た場合にはＫ２００００がレジスタに書かれます。 

*２） 熱電対入力の温度変換は２５０ｍｓで行いますが、内部データレジスタにはスキャン終了後に反映さ
れます。 

*３） 内部回路と熱電対入力回路は絶縁されていませんので、熱電対及びシース管は、非接地タイプをご
使用ください。 

 

 ご注意： 
・ノイズの影響を避けるため、シールドタイプの熱電対及び補償導線をご使用いただき、接地 してご使用
ください。シールドタイプをご使用されない場合は、１０ｍ以下でご使用ください。 

・熱電対のリード線を延長させる場合は、熱電対の種類に合わせ、必ず補償導線をご使用ください。 
・電源投入後、入力処理が完了するまで約２秒かかりますので、温度入力完了フラグＸ４Ｅ（ＣＨ．０）、Ｘ４Ｆ
（ＣＨ．１）が ON してから入力データを有効にするようにしてください。 
その後、温度入力完了フラグは、温度変換処理が完了する毎（約２５０ｍｓ毎）に１スキャンだけＯＮしま
す。 

・システムレジスタ４０９で平均回数（１～５０回）が設定できます。初期設定は０ (この時２０回平均)になって
います。 
熱電対入力値のふらつきを押さえるために、通常ご使用いただく場合は２０回以上の設定に  してくださ
い。 

・正しい温度測定を行うため、通電後３０分間ウォーミングアップすることを推奨します。 
・熱電対入力への結線およびコネクタの脱着により一時的に精度が低下しますので、施工後１５分以上の
ウォーミングアップを推奨します。 

・ユニットに急激な温度変化が発生すると、一時的に温度データが変化することがあります。 
・ユニットに盤内冷却ファンなどの風があたると精度が悪くなります。直接風があたらないようにしてくださ
い。 

 
 
●入力温度と内部処理データ例 

入力温度 内部データ （ＷＸ１，ＷＸ２） 
 －３０．０℃ （－２２．０ºF） K-３００  （K－２２０） 
   ２５．０℃ （７７．０ºF） K ２５０  （K ７７０） 
 ２００．０℃ （３９２．０ºF） Ｋ２０００  （K３９２０） 

温度表示を華氏表示（ºF）したい場合は、Y３７接点をＯＮにしてください。 
  F＝Ｃ×９／５＋３２  F:華氏温度 C:摂氏温度  ０℃＝３２ºF １００℃＝２１２ºF 
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2.3.2 出力仕様 

 トランジスタ出力仕様 （Ｙ０ ～ Ｙ４） 
項目 仕様 （ＮＰＮ） 

絶縁方式 フォトカプラ 
出力形式 オープンコレクタ 
定格負荷電圧 ５ ～ ２４Ｖ ＤＣ 
負荷電圧許容範囲 ４．７５ ～ ２６．４Ｖ ＤＣ 

大負荷電流 ０．５Ａ 
大突入電流 １Ａ 

コモン方式 ５点/コモン 
ＯＦＦ時漏洩電流 １００μＡ以下 
ＯＮ時 大電圧降下 １．５Ｖ以下 

ＯＦＦ→ＯＮ ５０μｓ以下 （Ｙ０，Ｙ１）、１ｍｓ以下 （Ｙ２，Ｙ３，Ｙ４） 
応答時間 

ＯＮ→ＯＦＦ ５０μｓ以下 （Ｙ０，Ｙ１）、１ｍｓ以下 （Ｙ２，Ｙ３，Ｙ４） 
電圧 ２１．６ ～ ２６．４Ｖ ＤＣ 

外部供給電源 
（内部回路用） 電流 ６ｍＡ/１点 （Ｙ０，Ｙ１） 

３ｍＡ/１点 （Ｙ２，Ｙ３，Ｙ４） 
サージキラー ツェナーダイオード 
動作表示 ＬＣＤ表示 （入出力表示モード） 

 
内部回路 
 

 

 
 

 リレー出力仕様 （Ｙ５） 
項目 仕様 

出力形式 １ａ出力 
定格制御容量 ２Ａ ２５０Ｖ ＡＣ、 ２Ａ ３０Ｖ ＤＣ 注１） 
コモン方式 １点/コモン 

ＯＦＦ→ＯＮ 約１０ｍｓ 
応答時間 

ＯＮ→ＯＦＦ 約８ｍｓ 
機械的 ２０００万回以上 

寿命 
電気的 １０万回以上 （抵抗負荷にて） 注２） 

サージキラー なし 
動作表示 ＬＣＤ表示 （入出力表示モード） 

注１）抵抗負荷 
注２）定格制御容量にて開閉頻度２０回／分 
 
内部回路 
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2.4 表示/前面操作スイッチ仕様 
 表示部仕様 

項目 仕様 
データ表示 符号付き５桁 ７セグメント 小数点付き（緑/赤/橙色 切り替え可） 注） 

マーク表示 ● ºF ℃ ｈ ｍ ｓ （緑色） 
ＰＶ ＳＶ （緑/赤/橙色 切り替え可） 

表示モード 

４モード（緑色） 
Ｎ：ノーマルモード―――簡易文字・データ表示・データ設定＆データ入力 

スイッチ 
Ｓ：スイッチモード―――簡易文字・データ表示＆ＰＬＣ外部入力スイッチ 
Ｒ：レジスタモード―――内部データ、タイマ・カウンタ値の読み出し／ 

書き込みモード 
Ｉ：入出力モニタモード―――入出力状態表示＆ＰＬＣ外部入力スイッチ 

画面番号表示     （緑色） 
ステータス表示 ＬＯＣＫ ＲＵＮ ＰＲＯＧ．（緑色）    ＥＲＲ ＡＬＡＲＭ（赤色） 

スイッチ入力 

８点 ・ＭＯＤＥ切り替え用  １点 
 ・画面切り替え用  １点 
 ・データ設定又は外部入力用 ６点 
 ※外部入力用の入力アドレスは下図を参照ください。 

表示方式 バックライト付きネガＬＣＤ（数字部のみ緑／赤／橙色 切り替え可） 

文字の高さ 

７セグメント         ６．７ｍｍ ＬＯＣＫ 
ＰＶ ＳＶ         １．６ｍｍ ＥＲＲ      １．４ｍｍ 
Ｎ Ｓ Ｒ Ｉ        １．７ｍｍ ＡＬＡＲＭ 
● ºF ℃ ｈ ｍ ｓ   １．６ｍｍ  

注）数値データの表示は１６ビットのみ。１０進、１６進、ビットの３種類表示可能。 
 

 前面操作スイッチ （外部入力アドレス） 
前面操作スイッチを外部入力として使う場合は、下方のアドレスが割り付けてあります。 

 

 

 
 
【操作例】 
Ｓモードでスイッチ「０」を押すとＸ３０とＸ３８が同時にＯＮします。 
   
 

 参 照：＜１０．２ Ｉ／Ｏの割付＞ 
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2.5 カレンダタイマ 

2.5.1 カレンダタイマのエリア  
カレンダタイマ機能では、特殊データレジスタ DT9053～DT9057 に格納されている時、分、秒、日、年な
どのデータを転送命令を使って読み出してシーケンスプログラムで利用できます。 

特殊データ 
レジスタ番号 上位バイト 下位バイト 読み出し 書き込み 

ＤＴ９０５３ 時データ 
Ｈ００～Ｈ２３ 

分データ 
Ｈ００～Ｈ５９ ○ × 

ＤＴ９０５４ 分データ 
Ｈ００～Ｈ５９ 

秒データ 
Ｈ００～Ｈ５９ ○ ○ 

ＤＴ９０５５ 日データ 
Ｈ０１～Ｈ３１ 

時データ 
Ｈ００～Ｈ２３ ○ ○ 

ＤＴ９０５６ 年データ 
H00～H９９ 

月データ 
Ｈ０１～Ｈ１２ ○ ○ 

ＤＴ９０５７ - 曜日データ 
Ｈ００～Ｈ０６ ○ ○ 

注１） カレンダタイマ付タイプの機能です。 
注２） 電池接続時の初期状態では値が不定値となっていますので、プログラミングツールなどでカレンダ

タイマの設定をしてください。ＦＰ－ｅ本体にリチウム電池を同梱していますが、本体には接続してい
ません。電池を接続してからご使用ください。 

注３） 電池交換の際は、古い電池を抜いてから、１分以内に新しい電池を接続してください。 
注４） カレンダタイマは、電池を装着しないと動作しません。 
 
 

2.5.2 カレンダタイマの設定 
カレンダタイマの設定方法には下記の２つの方法があります。 
 
 ＦＰＷＩＮ ＧＲでの設定 
①CTRL と F2 キーを同時に押して、画面を【オンラインモニタ】に切り替えてください。 
②メニューの [ツール(T)] → [PLC 日付/時刻設定(D)]を選択してください。 
 
ＰＬＣ日付／時刻設定ダイアログボックス 

 

上記の操作で左の「ＰＬＣ日付／時刻設定ダイアログボック
ス」 が表示されますので、日時時刻を入力して [登録]
ボタンをクリックしてください。 
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 プログラムによる設定、変更 
①カレンダタイマの設定エリアとして割り付けられている特殊データレジスタ DT9054～DT9057 に書き込む

値を転送します。 
２ＤＴ９０５８にＨ８０００を書き込みます。 
 

 【 例 】日時時刻の書き込み 
  Ｘ０がＯＮすると、２００２年１０月５日１２時３０分０秒に合わせます。 
 

                                    
 
 

2.5.3 カレンダタイマの時計精度  
時計精度  月差２００秒 （０℃） 

       月差７０秒  （25℃） 

     月差２４０秒 （55℃） 
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2.6 データ保持機能の使用制限について 
システムレジスタを設定することで、データ保持領域を拡張できますが、バックアップ電池の装着が必要と
なりますのでご注意ください。 
 

機種 設定内容 注１） 保持 
ＡＦＰＥ２２４３００ 注２） 
ＡＦＰＥ２２４３０２ 
ＡＦＰＥ２１４３２２  

システムレジスタ設定 不可 

電池装着   ＋ システムレジスタ設定 可 ＡＦＰＥ２２４３０５ 
ＡＦＰＥ２１４３２５ 電池未装着 ＋ システムレジスタ設定 不可 

注１）システムレジスタ設定は、電池が装着されていないと有効にはなりません。（デフォルト値に戻ります） 
注２）電池装着不可タイプです。 
 
 
保持／非保持のシステムレジスタ設定画面 
Ｎｏ．６，７，８，１４の領域を拡張できます。 

 
注）注意コメントは、ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ２．２４以降より記載しております。 

 

 ご注意：保持／非保持のシステムレジスタの初期値は、ＲＯＭバックアップ可能な値になっています。
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3章  
 設置と配線 
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3.1 設置 

3.1.1 設置環境と取り付けスペース 

 次のような場所での設置は避けてください。 
・周囲温度が０℃～５５℃の範囲を超える場所。 
・周囲湿度が３０％～８５％ＲＨ（ａｔ２５℃ 結露なきこと）の範囲を超える場所。 
・急激な温度変化で結露するおそれのある場所。 
・腐食性ガス、可燃性ガスの雰囲気中。 
・塵埃、鉄分、塩分の多い場所。 
・ベンジン、シンナー、アルコールなどの有機溶剤や、アンモニアおよびカセイソーダ等の強アルカリ物質
が付着するおそれのある場所やその雰囲気中。 

・振動や衝撃の激しい場所。 
・直射日光のあたる場所。 
・水、油、薬品などのかかる可能性のある場所。 
 

 ノイズに対する配慮について 
・高圧線、高圧機器、動力線、動力機器のほか、大きな開閉サージを発生する機器からは、できるだけ分
離して設置してください。 

・アマチュア無線などの送信部のある機器からは、できるだけ離してください。 
・万一の電源ラインノイズ対策として「絶縁トランス」や「ノイズフィルター」を介して給電されることおすすめし
ます。 

  
 放熱に対する配慮について 

・取り付け方向は放熱のためにＬＣＤ表示部が上側になる向きにしてください。また、本体をタテに連続取り
付けはしないでください。 

 
 

 
 
 

・下図のような向きの取り付けは避けてください。 
 
 

 
  

・ヒータ、トランス、大容量の抵抗など発熱量の大きな機器の上に取り付けないでください。 
取り付けパネルの角度が０度（水平）～６０度の場合、使用周囲温度や電源電圧に制限がありますのでご
注意ください。 
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 パネルカット寸法について (単位：ｍｍ) 
・標準取り付けの場合 

 

 

パネルカット寸法は左図に示す通りです。 
（パネル厚：１～５ｍｍ） 

 
 
・複数個をご使用になる場合 
 

 

左図の寸法で穴加工してください。 

 
 

・連続取り付けの場合 
 

 

横方向へは、連続取り付けができますが、パネル面の防水
性が失われますのでご注意ください。 
 
ｎ個連続取り付けの場合のＡの寸法は 
Ａ＝（４８×ｎ－２．５）+0.6 

 
 
 
 

 ご注意：本体を横に連続取り付けをする場合 
 

取り付け枠の成形ばね部が上下になるようにセットしてください。 

 

発熱による影響を避ける為、本体をタテに連続取り付けしないでく
ださい。 

 

0 
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 取り付けスペースについて 
・放熱やユニットの交換のために、ユニットの周辺のダクト、他の機器とは５０ｍｍ以上離して設置してくださ
い。 

 

 
 
・ツールの接続や配線、および他の機器からの放射ノイズや発熱の影響を避けるため、それらの機器とは
１００ｍｍ以上の距離を取ってください。 
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3.1.2 取り付け、取り外し方法 

 取り付け方法について 
本体を取り付けパネル前面から角穴へ入れ、裏面から取り付け枠を挿入し、パネル面とのすき間がすくな
くなるよう押し込んでください。さらにねじで固定してください。 
 

 
  
 

 取り付け時のご注意 
防水タイプとしてご使用の場合、ユニット前面部は防水構造となっていますが、本体とゴムパッキン、取付
ネル面を充分密着させるために、取付枠のねじを締めつけてご使用ください。 
（ネジ２ヵ所を均等に締め付けてガタツキのないことを確認してください。締め付け過ぎますと枠がはずれる
ことがあります。） 
ゴムパッキンを外しての取り付けは、防水性が失われますのでご注意ください。 
 
 

 取り外し方法について 
取り付け枠のねじをゆるめた後、フックを外側へ押し広げて取り付け枠を引いてください。 
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3.2 端子配列と端子台の結線 

3.2.1 端子配列 

端子配列図 結線図 

 

 

 

3.2.2 端子台の結線 

 使用端子台/適合電線 
端子台はフェニックス・コンタクト㈱製相当品のネジ締めタイプを使用しています。電線は下記の適合電線 
を使用してください。 

 
 

適合電線 
サイズ 公称断面積 

ＡＷＧ＃２４ ～ １６ ０．２ｍｍ２ ～ １．２５ｍｍ２ 
注）ＣＯＭポートおよびアナログ入力部（熱電対）はＡＷＧ＃２８～１６（０．０８ｍｍ２ ～１．２５ｍｍ２） 

 
適合絶縁スリーブ付き棒端子 
棒端子を使用される場合、フェニックス・コンタクト社下記形式のものをご選定ください。 

メーカ 断面積 公称断面積 フェニックス社型番 

０．２５ｍｍ２ ＡＷＧ＃２４ ＡＩ ０．２５－６ＹＥ 

０．５０ｍｍ２ ＡＷＧ＃２０ ＡＩ ０．５－６ＷＨ 

０．７５ｍｍ２ ＡＷＧ＃１８ ＡＩ ０．７５－６ＧＹ 

１．００ｍｍ２ ＡＷＧ＃１８ ＡＩ １－６ＲＤ 

フェニックス・ 
コンタクト㈱ 

０．５ｍｍ２×２ ＡＷＧ＃２０×２本用 ＡＩ－ＴＷＩＮ２× 
０．５－８ＷＨ 
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棒端子専用圧接工具 
フェニックス社モデル番号 

メーカ 
型番 製品番号 

フェニックス・コンタクト㈱ ＣＲＩＭＰＦＯＸ ＵＤ ６ １２ ０４ ４３ ６ 
 

 端子台の締め付けは専用工具で 
端子の締め付けには、専用ドライバ（フェニックス社製造番号：１２０５０３７）、刃幅０．４×２．５（型番ＳＺＳ ０．
４×２．５）をご使用ください。 
締め付けトルクは０．２２Ｎｍ ～ ０．２５Ｎｍ （２．３ｋｇｆｃｍ ～ ２．５ｋｇｆｃｍ）としてください。 

フェニックス社モデル番号 
メーカ 

型番 製品番号 当社ご注文品番 

フェニックス・ 
コンタクト㈱ ＳＺＳ０．４×２．５ １２０５０３７ ＡＦＰ０８０６ 

 
 結線方法 

１．電線の被覆をはがしてください。 

 
２．電線を端子台に突き当たるまで挿入し、ネジを時計方向に締め、固定してください。 

 

 
 結線時のご注意 

以下の点を守り、断線しないようご注意ください。 
・被覆をはがす時、芯線を傷つけないようにしてください。 
・芯線はよらずに結線してください。 
・芯線は半田上げせずに結線してください。振動により切断する場合があります。 
・結線後はケーブルにストレスをかけないでください。 
・端子の構造上、反時計回りで電線が締まる場合は接続不良です。一度電線を抜き、端子 穴を確認して
再度配線してください。 
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3.3 電源の配線 

3.3.1 電源の配線 

 電源供給線はツイストを 
ノイズの影響を小さくするため、電源線は、ツイスト処理（より線処理）してください。 
 

 電源は保護回路内蔵の絶縁型を 
・電源ラインからの異常電圧に対する保護のため、電源には保護回路を内蔵した絶縁型の電源を使用し
てください。 
・ＦＰ－ｅ上のレギュレータには、非絶縁型が使用されています。 
・保護回路を内蔵していない電源装置を使用する場合は、必ずヒューズなどの保護素子を介してＦＰ－ｅに
電源供給してください。 
 

 電源電圧は電圧許容範囲内で 
定格電圧 ２４Ｖ ＤＣ 
動作電圧範囲 ２１．６Ｖ ＤＣ ～ ２６．４Ｖ ＤＣ 

 
 電源系統は分離して 

・コントロールユニット、入出力機器、動力機器への配線は、それぞれ系統を分離してください。 
 

 
 

 電源シーケンスにご配慮ください 
・ＦＰ－ｅの電源は、入出力用電源よりも先にＯＦＦするように電源シーケンスを配慮してください。 
・ＦＰ－ｅの電源よりも先に入出力用電源がＯＦＦすると、ＦＰ－ｅ本体が入力レベルの変化を検出し、予定
外のシーケンス動作をする場合があります。 
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3.3.2 接地について 

 ノイズの影響が大きい時は接地を 
通常の環境下においては、十分なノイズ耐量がありますが、特にノイズが大きな環境下においては接地処
理してください。 
 

 接地は専用接地で 
・電線は２ｍｍ２以上のものを使用し、接地抵抗１００Ω以下のＤ種（第３種）接地としてください。 
・接地点はできるだけＦＰ－ｅの近くとし、接地線の距離を短くしてください。 
・接地を他の機器と共用すると逆効果となる場合がありますので、必ず専用接地としてください。 
 

 
 
 

 ご注意：ご使用になる環境により、接地をすると逆に問題となる場合があります。 
 

【 例 】 ＦＰ－ｅの電源ラインはバリスタを介して機能アースに接続されていますので、電源ラインと 
大地間に異常電位がある場合はバリスタが短絡する可能性があります。 

 

  
 

 プラス接地の場合は本体のアース端子を接地しない 
電源の＋端子を接地してご使用になる場合は、ＦＰ－ｅの機能アース端子を接地せずにご使用ください。 
パソコンの機種によってはＲＳ２３２ＣポートのＳＧ端子とコネクタの外郭が接続されているものがあります。ま
た、ＦＰ－ｅのツールポート外郭と機能アース端子は接続されています。 
そのため、プラス接地でご使用の場合は、パソコンを接続することによりＦＰ－ｅの－端子と機能アース端子
が接続され、短絡状態になり破壊につながります。 
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3.4 入出力の配線 

3.4.1 入力側の配線について 

 光電センサ・近接センサとの接続 

 
 
 

 ＬＥＤ付きリードスイッチ使用時の注意点 
 

ＬＥＤ付きリードスイッチなど入力接点に直列ＬＥＤが
入っている場合でも、ＦＰ－ｅの入力端子にはＯＮ電
圧以上の電圧がかかるようにしてください。 
特に直列に複数のスイッチを接続する場合はご注意
ください。 
 

 
 

 ２線式センサ使用時の注意点 
 

２線式の光電センサや近接センサを使用した場合
で、漏れ電流の影響でＦＰ－ｅへの入力がＯＦＦにな
らない場合は、左図のようにブリーダ抵抗を接続して
ください。 
左図の計算式は、入力インピーダンスが５．６ｋΩの
場合です。入力インピーダンスは、入力端子番号に
より異なります。 

 Ｉ ：センサの漏れ電流 （ｍＡ） 
 Ｒ ：ブリーダ抵抗値 （ｋΩ） 
入力のＯＦＦ電圧は２．４Ｖのため、ＣＯＭ端子・入力端子間の電圧が２．４Ｖ以下になるようＲの値を決めます。 

 
  
抵抗のワット数Ｗは、 

 
で求められ、通常この値の３～５倍で選定してください。 
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 ＬＥＤ付リミットスイッチ使用時の注意点 
 

ＬＥＤ付リミットスイッチを使用した場合、漏れ電流
の影響でＦＰ－ｅへの入力がＯＦＦにならない場
合、左図のようにブリーダ抵抗を接続してくださ
い。 

 
 ｒ ：リミットスイッチの内部抵抗 （ｋΩ） 
 Ｒ ：ブリーダ抵抗値  （ｋΩ） 
入力のＯＦＦ電圧は２．４Ｖのため、電源電圧２４Ｖの時 

 
 
流れるようにＲの値を決めます。Ｉを求めて、上記の２線式センサ使用時の時と同様に求められます。 

 
 
 

3.4.2 出力側の配線について 

 誘導負荷の保護回路について 
・誘導負荷の場合は、負荷と並列に保護回路を設けてください。 
・特にリレー出力でＤＣ誘導負荷を開閉する場合は、保護回路の有無が寿命に大きく影響しますので、必
ず負荷の両端にダイオードを設けてください。 

 
ＡＣ負荷の場合 （リレー出力） 
 

 
 
 

ＤＣ負荷の場合 
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 容量性負荷使用時の注意点 
ラッシュ電流の大きな負荷を接続する場合は、その影響を小さくするため、下図のような保護回路を設けて
ください。 
 

 

 
 過負荷保護は外部ヒューズで 

出力回路には、ヒューズは内蔵しておりません。出力の短絡時などに、出力回路が焼損するのを防ぐため、
１点ごとに外部ヒューズを取り付けることをおすすめします。ただし、短絡時などの場合には、ユニットの素
子を保護できない場合があります。 
 

 

3.4.3 入出力配線共通の注意事項 

 入力/出力/動力線はそれぞれ離して 
・入力線、出力線の配線は電流容量を考慮して、電線の径の選定をしてください。 
・入力配線と出力配線、またそれらと動力線は、できるだけ離して配線してください。同一ダクトに通したり、
バインドしないでください。 

・入出力配線と動力線、高圧線は１００ｍｍ以上離してください。 
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3.5 ＣＯＭポートの配線 
 端子配列 

 
電源・ＣＯＭポート 

 
 
 

ＣＯＭポート仕様 
ＣＯＭポート種類 ＲＳ２３２Ｃ ※２ ＲＳ４８５ 

絶縁タイプ 内部回路と非絶縁 内部回路と絶縁 
伝送距離 １５ｍ １２００ｍ 

伝送速度 ３００，６００，１２００，２４００， 
４８００，９６００，１９２００ ｂｉｔ／ｓ ９６００，１９２００ ｂｉｔ／ｓ ※３，４ 

終端抵抗値 ― １２０Ω 
通信方式 半二重方式 
同期方式 調歩同期方式 

ストップビット  １ ｂｉｔ／２ ｂｉｔ 
パリティ     無し／有り（奇数／偶数） 
データ長    ７ ｂｉｔ／８ ｂｉｔ 
始端コード   ＳＴＸ有り／ＳＴＸ無し 

伝送フォーマット 

終端コード   ＣＲ／ＣＲ＋ＬＦ／無し／ＥＴＸ 
データ送出順序 キャラクタ単位にビット０より送出 
接続台数 － ９９台 ※５，６ 

通信モード 
・汎用通信 
・コンピュータリンク 
・ＭＯＤＢＵＳ Ｓ ＲＴＵ ※７ 

※１ ＣＯＭポートで他の機器と通信する場合、外乱ノイズに対する信頼性は十分に確保していますが、設
置環境によっては多大なノイズを受けることも予想されるため、再送処理を行うことを推奨します。 

※２ ＲＳ２３２Ｃの配線は、耐ノイズ性向上のために、必ずシールド線を使用してください。 
※３ ＲＳ４８５の伝送速度は、ＦＰ－ｅシステムレジスタと本体内部スイッチの両方を設定してください。 

ＲＳ２３２Ｃの伝送速度は、ＦＰ－ｅシステムレジスタを設定してください。 
※４ ＲＳ４８５通信において、ＦＰ－ｅ側から命令（コマンド）送信

後は、受信側機器にて下記時間経過後、応答（レスポン
ス）をＦＰ－ｅへ送信開始してください。 

   ９６００ｂｉｔ／ｓ時：２ｍｓ以上   
   １９２００ｂｉｔ／ｓ時：１ｍｓ以上 
   ＦＰ－ｅが命令（コマンド）を受信後、応答（レスポンス）を返

すまでには、1 スキャン（ 低２ｍｓ）以上の応答時間がありま
す。 

※５ 弊社製Ｃ－ＮＥＴアダプタ混在時、または推奨以外のＲＳ４８５機器を接続する場合は、 大接続台
数が３２台に制限されます。 

※６ パソコン側のＲＳ４８５変換機としては、㈱ラインアイ社製ＳＩ－３５を推奨します。（ＳＩ－３５使用時は、
９９台まで接続可能） 

※７ ＭＯＤＢＵＳ Ｓ ＲＴＵ（バイナリ通信）へは、ＦＰ－ｅ Ｖｅｒ．１．２以降が対応しています。 
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工場出荷時の設定 
システムレジスタ 内容 

Ｎｏ．４１２ コンピュータリンク 

Ｎｏ．４１３ 

データ長：   ８ビット 
パリティー：   奇数 
ストップビット： １ビット 
始端コード：  ＳＴＸなし 
終端コード：  ＣＲ 

Ｎｏ．４１４ 伝送速度：   ９６００ ｂｉｔ/ｓ 
Ｎｏ．４１５ ユニット No.：  １ 

Ｎｏ．４１６ モデム接続しない 
 

 参 照： ＜１２．１．１ システムレジスタ一覧＞ 
 
 

適合電線（より線） 
サイズ 導体断面積 

ＡＷＧ＃２８ ～ １６ ０．０８ｍｍ２ ～ １．２５ｍｍ２ 
上記電線でシールドされた物をご使用ください。シールド部は接地する事を推奨します。 

 参 照： ＜３．２端子配列と端子台の結線＞ 
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ＲＳ４８５通信 推奨ケーブル 
ＦＰ－ｅ ＲＳ４８５通信のシステムでは、伝送ケーブルとして、下表のケーブルをご使用ください。 

導体 絶縁体 
ケーブル 

サイズ 抵抗値 
（ａｔ２０℃）

材質 厚み 
ケーブル

直径 
相当品 

ケーブル例 

シールド付 
ツイストペア 

０．５ｍｍ２ 
（ＡＷＧ２０）
以上 

大３３．４
Ω／ｋｍ 

ポ リ エ
チレン

大 
０．５ 
ｍｍ 

約７．８ 
ｍｍ 

日立電線 
ＫＰＥＶ－Ｓ０．５ｍｍ２×１Ｐ
Ｂｅｌｄｅｎ社 ９２０７ 

ＶＣＴＦ 
０．５ｍｍ２ 
（ＡＷＧ１８）
以上 

大２５．１
Ω／ｋｍ 

ポリ 
塩化 
ビニル

大 
０．６ 
ｍｍ 

約６．６ 
ｍｍ 

ＶＣＴＦ０．７５ｍｍ２×２Ｃ 
（ＪＩＳ） 

 
 

 

※１ ツイストペアケーブルはシールドタイプをご使用くださ
い。 

※２ 伝送ケーブルは１種類のみを使用してください。２種
類以上の伝送ケーブルを混在させないで下さい。 

※３ ノイズ環境の悪いところでは、シールド付ツイストペア
ケーブルをご使用ください。 

※４ ＣＯＭ．ポート（ＲＳ４８５）の＋、－端子へ２本接続す
る場合は、上記ケーブルの導体断面積が０．５～０．７
５ｍｍ２で、２本とも同一断面積のものをご使用くださ
い。 

 
 

ＲＳ４８５配線と終端局の設定 
１． 終端局のＦＰ－ｅは、伝送路（－）端子とＥ端子を配線で短絡してください。 
２． ＲＳ４８５の伝送路は、各局間を渡り配線してください。タコ足配線（分岐）はできません。 
３． ＲＳ４８５伝送路にシールドケーブルを使用する場合は、シールドを片側接地としてください。 

接地は専用接地とし、Ｄ種（第３種）接地をしてください。また、接地は他の接地線と共用しないでくだ
さい。 
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3.6 安全対策について 

3.6.1 安全対策について 

 システム設計上の注意 
ＦＰ－ｅを使用したシステムでは、次のような要因により誤作動を起こすことがあります。 
 ・ＦＰ－ｅの電源と入出力機器・動力機器の立ち上がり、立ち下がりのずれ。 
 ・瞬時停電による応答時間のずれ。 
 ・ＦＰ－ｅ本体、外部電源、他の機器の異常。 
このような誤作動がシステム全体の異常や事故につながらないよう、次のような安全対策を施してください。 
 
インターロック回路はＦＰ－ｅの外部に 
モータの正転・逆転など相反する動作を制御する場合は、ＦＰ－ｅの外部にインターロック回路を設けてく
ださい。 
 
非常停止回路もＦＰ－ｅの外部に 
出力機器の電源を切る回路はＦＰ－ｅの外部に設けてください。 
 
FP－e の起動はほかの機器より遅らせて（電源シーケンス） 
ＦＰ－ｅの起動は、入出力機器、動力機器が立ち上がってから行ってください。 
 
方法 
・ＦＰ－ｅの電源を立ち上げてから、ＰＲＯＧ．モードからＲＵＮモードに切り替える。 
・タイマ回路を設けてＦＰ－ｅの起動を遅らせる。 
  

 ご注意： ＦＰ－ｅを停止する場合も、ＦＰ－ｅの運転が停止してから入出力機器がＯＦＦになるように

してください。 
 
接地は確実に 
インバータなどスイッチングにより高電圧を発生する機器に隣接してＦＰ－ｅを接地する場合は、共通接地
を避け、Ｄ種（第３種）以上の専用接地を施してください。 

 

3.6.2 瞬時停電について 

 瞬時停電の動作 
瞬間停電時間が１０ｍｓ未満の場合は、ＦＰ－ｅは動作を継続します。１０ｍｓ以上の場合は、電源電圧など
の条件により、その動作が変わります。（電源リセットと同じ動作をすることがあります．） 

3.6.3 電源および出力部の保護について 

 電源について 
電源には、保護回路内蔵の絶縁型電源を使用してください。コントロールユニットの操作用電源部は非絶
縁回路となっておりますので、異常電圧が直接印加されると内部回路が破壊されるおそれがあります。 
保護回路のない電源を使用する場合は、ヒューズなどの保護素子を介し電源を供給してください。 
 

 出力の保護について 
モーターのロック電流、電磁機器のコイルショート等で定格制御容量以上の電流が流れる場合は、外部に
ヒューズなどの保護素子を取り付けてください。 
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3.7 メモリバックアップ用電池 

3.7.1 バックアップ電池の取り付け（カレンダタイマ付タイプのみ） 

カレンダタイマ付タイプにはリチウム電池を同梱していますが、本体には接続していません。下記手順で接
続してください。 
 
１．本体上部にある電池カバーを開ける。 
２．リチウム電池コネクタをＦＰ－ｅ本体コネクタと接続する。 
３．リチウム電池をＦＰ－ｅ本体内の電池ホルダーへ収納する。
４．電池カバーを閉じる。 

 ご注意： 電池を装着しないと、カレンダタイマは動作しません。 
電池交換の際は、古い電池を抜いてから 1 分以内に新しい電池を接続してください。 

 

3.7.2 システムレジスタの設定（カレンダタイマ付タイプのみ） 

 電池異常放置の設定 
システムレジスタの初期設定では [電池異常報知しない] になっています。電池の使用時はコントロール
ユニットのシステムレジスタＮｏ．４の設定を [電池異常報知する] にしてください。 
 
PLC システムレジスタ設定ダイアログボックス 

 FPWIN ＧＲ での設定手順 
①メニュー操作で [オプション （O）] 

→ [ＰＬＣシステムレジスタ設定] を
選択し、 [異常時運転] タブをクリッ
クしてください。 

②システムレジスタＮｏ．４ [電池異常
報知する] のチェックボックスを ON
してください。 

 

 

 保持エリアの設定 
データレジスタなどのバックアップ機能を使用するためには、システムレジスタＮｏ．６～Ｎｏ．１２の設定が
必要です。 
保持エリアの設定は、FPWIN ＧＲ のメニュー操作で [オプション （O）] → [ＰＬＣシステムレジスタ設
定] を選択し、[保持/非保持] タブをクリックしてください。 

 

 ご注意：システムレジスタで保持エリアの変更をする場合、また、カレンダタイマ機能を使用する場

合は、必ずリチウム電池を装着してください。 
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4章  
 Ｎ（ノーマル）モードデータ 

表示と設定 



4-2 

4.1 Ｎ（ノーマル）モード表示と操作の例 

 
 
・Ｆ１８０（ＳＣＲ）命令で上段にＥＶ０、下段にＳＶ０の表示をさせます。 
 
・下段に数値データ（１６進､１０進）を表示している時に操作スイッチ「０」～「５」を押すと各桁のデータが変
更できます。 
下段にアスキーデータやビット表示をしている場合は変更できません。 

 
・操作スイッチ「０」～「５」を押してデータ変更モードになると下段の表示データが点滅します。 
 
・変更データを書き込む場合は、画面切替スイッチ「１／２／ＳＥＴ」を長押し（約１秒）してください。 
点滅が止まり、データが書き込まれます。 

 
・変更の途中で変更をキャンセルしたい場合は、操作スイッチ「５」を長押し（約１秒）します。 
キャンセルさせると表示データの点滅が止まります。 

 
・操作スイッチ「５」を短押しすると、符号が変えられます。（１０進表示時） 
 
・表示モード切替スイッチ「ＭＯＤＥ」を長押し（約２秒）すると、「ＬＯＣＫ」表示され、操作スイッチを押しても
データを変更することはできません。 
また、「ＬＯＣＫ」状態は、電源ＯＦＦ／ＯＮしても解除されません。 

 
・スイッチロック状態を解除するには、再度、表示モード切替スイッチ「ＭＯＤＥ」を長押し（約２秒）してくだ
さい。 

 
 

 ご注意： 
１．上段には任意の文字、データ（ＷＸ，ＷＹ，ＷＲ，ＳＶ，ＥＶ，ＤＴ，ＩＸ，ＩＹ）を表示できます。 
２．下段には任意の文字、データ（ＷＹ，ＷＲ，ＳＶ，ＥＶ，ＤＴ，ＩＸ，ＩＹ）を表示できます。 
３．数値データを表示させる場合は１６ビットデータのみとなります。（１６進、１０進、ビット表示可

能） 
・１０進表示の場合、Ｋ－３２７６８～Ｋ３２７６７ 
・１６進表示の場合、Ｈ００００～ＨＦＦＦＦ 

４．前面スイッチは、入力接点「Ｘ３８」～「Ｘ３Ｆ」としても使用が可能です。 
（スイッチロック時も有効） 

５．電源ＯＦＦ／ＯＮ、あるいはＲＵＮ／ＰＲＯＧ．モード切替えをおこなうと、前面スイッチから変更
したデータはキャンセルされますのでご注意ください。 

６．操作スイッチ「０」～「５」で変更できるのは、下段表示データだけです。 
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4.2 画面を制御する命令 

4.2.1 Ｆ１８０（ＳＣＲ）命令：画面表示登録命令 ステップ数：９ 
ＦＰ－ｅのＮモード，Ｓモードの画面表示登録命令です。 
ＦＰＷＩＮ ＧＲのウィザード機能を使えば、簡単にプログラムする事ができます。 

 

 
 

Ｓ１：登録画面の指定 
Ｓ２：画面表示制御データ（３ワード）の先頭指定 
Ｓ３：上段表示データの指定 （数値データ表示の場合は、１６ビットデータのみ） 
Ｓ４：下段表示データの指定 （数値データ表示の場合は、１６ビットデータのみ） 

 
【指定例】 
Ｆ１８０（ＳＣＲ），Ｋ０， ＤＴ０， ＥＶ０， ＳＶ０ 

 
N モード画面１の登録 
制御データ＝ＤＴ０， ＤＴ１， ＤＴ２ 
上段表示データ＝ＥＶ０ 
下段表示データ＝ＳＶ０ 

 
 指定できるメモリエリア （指定単位：ワード）（○：指定可能 －：指定不可） 

  
ＷＸ ＷＹ ＷＲ ＳＶ ＥＶ ＤＴ ＩＸ ＩＹ Ｋ Ｈ 

インデッ

クス修飾

Ｓ１ ＦＰ－ｅの画面モードと No.
（０～3 の範囲で指定） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Ｓ２ 
ＦＰ－ｅへの表示方法を指

定するエリアの先頭アドレ

ス 
○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － ○ 

Ｓ３ 
ＦＰ－ｅの上段に表示する

データを格納している 
エリア 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ 

Ｓ４ 
ＦＰ－ｅの下段に表示する

データを格納している 
エリア 

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ 

 ご注意：下段表示データ［Ｓ４］に特殊レジスタＤＴ９***は指定できません。 
本命令は、割り込みプログラム中では使用できません。 

 
 [Ｓ１]登録画面の指定方法 

ＦＰ－ｅの画面の種類を指定します。 
[Ｓ１]に指定する値 画面の種類 
Ｋ０ Ｎモード 画面１ 
Ｋ１ Ｎモード 画面２ 
Ｋ２ Ｓモード 画面１ 
Ｋ３ Ｓモード 画面２ 

 
 フラグ動作 

インデックス修飾時にエリアを越えたときＯＮ Ｒ９００７ 
Ｒ９００８ 
（ＥＲ） ［Ｓ１］または［Ｓ２］の値が指定範囲外のときＯＮ 
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■［Ｓ２］画面表示制御データの構成 
 

第１ワード 下位バイト  ● ℉ ℃ ｈ ｍ ｓ ＳＶ ＰＶ

    
    
   ０＝非表示／１＝表示 

 
 

第１ワード 上位バイト          
    上段非表示設定 ０＝表示／１＝非表示

     下段非表示設定 ０＝表示／１＝非表示

   未定義（０を指定してください） 
 
 

第２ワード 下位バイト  上段表示モード 小数点表示 
 上段表示制御   ２桁目  
     ３桁目  
     ４桁目 ０＝非表示／１＝表示

     ５桁目  
     ３桁目上  

   
０００：符号付き１０進５桁表示 
００１：１６進４桁表示またはＢＣＤ４桁表示

０１０：ビット表示 
０１１：アスキーデータ５文字表示 
１００：７セグメントデータ表示 
１０１：未定義 
１１０：未定義 

１０１以降未定義、 
未定義データ指定時はエラー 

１１１：未定義 
   

   参 照：アスキーデータ５文字表示、７セグメントデータ表示は次ページにて記載。 
 

第２ワード 上位バイト     桁消去決定 
 上段表示制御   １桁目  
     ２桁目  
     ３桁目 ０＝表示／１＝非表示 
     ４桁目  
     ５桁目  
     色指定 

００＝未定義 
    （指定時は緑） 

     色指定 ０１＝緑 
   

 
ゼロサプレス 
 

１０＝赤 
１１＝橙 
０＝する 
１＝しない （全桁表示）

 
    備考：符号付き１０進５桁表示で小数点も表示している場合は、 上位の小数点の 

        上の桁からデータを表示します。 
 

第３ワード 下位バイト  
 下段表示制御 内容は第２ワード 下位バイトの表示制御データと同じ 

 
 

第３ワード 上位バイト  
 下段表示制御 内容は第２ワード 上位バイトの表示制御データと同じ 
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【制御レジスタの適応例】 
  
 第１ワード 

‘０ ０ ０ ０  ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０  ０ ０ １ １’＝Ｈ８３ 
 ↑ ↑ ↑↑ 

上段・下段表示する    ● ＳＶ PＶ 
 
 第２ワード 

‘０ １ ０ ０  ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  ０ ０ ０ ０’ ＝Ｈ４０００ 
   ↑ ↑  ↑ 
 赤色  全桁表示    小数点非表示 
ゼロサプレス 

 
 
 第３ワード 

‘０ １ １ ０  ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  ０ ０ ０ ０’ ＝Ｈ６０００ 
   ↑ ↑  ↑ 
 橙色  全桁表示    小数点非表示 
ゼロサプレス 

 
 
■アスキーデータの構成と表示の関係 
 
ＤＴ０からの５文字を表示する場合（ＤＴ０から５バイト分を表示） 
 

ＤＴ０ Ｈ３２ Ｈ３１ （Ｈ３２：２ ， Ｈ３１：１） 
    
ＤＴ１ Ｈ３４ Ｈ３３ （Ｈ３４：４ ， Ｈ３３：３） 
    
ＤＴ２ Ｈ３６ Ｈ３５ （Ｈ３６：６ ， Ｈ３５：５） 

 
上記アスキーデータを表示した場合、以下のように表示されます。 
 

 
 
 
■７セグメント表示データの構成と表示の関係 
 

ＤＴ０からの５桁分を表示する場合（１ワード中の下位バイトに１桁分のデータを格納） 

 
ＤＴ０  Ｈ３Ｆ （７セグメント表示用データ Ｈ３Ｆ：０） ５桁目（ 上位桁）に対応 
     
ＤＴ１  Ｈ６ （７セグメント表示用データ Ｈ６ ：１） ４桁目に対応 
     
ＤＴ２  Ｈ５Ｂ （７セグメント表示用データ Ｈ５Ｂ：２） ３桁目に対応 
     
ＤＴ３  Ｈ４Ｆ （７セグメント表示用データ Ｈ４Ｆ：３） ２桁目に対応 
     
ＤＴ４  Ｈ６６ （７セグメント表示用データ Ｈ６６：４） １桁目（ 下位桁）に対応 

 
上記７セグメントデータを表示した場合、以下のように表示されます。 
 

 
備考：この機能を使うことにより、任意のセグメントを表示することができます。 
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 表示内容とデータの関係 
 

７セグメント表示用データ １桁分 数

値 変換データ１桁分 
 ｇ ｆ ｅ ｄ ｃ ｂ ａ

７セグメント表示 

０ 0 0 0 0 0 0 １ １ １ １ １ １

 

 

 

１ 0 0 0 １ 0 0 0 0 0 １ １ 0

 

 
 

 

２ 0 0 １ 0 0 １ 0 １ １ 0 １ １

 

 

LSB

３ 0 0 １ １ 0 １ 0 0 １ １ １ １

 

 

ａ 

４ 0 １ 0 0 0 １ １ 0 0 １ １ 0

 

 

ｂ 

５ 0 １ 0 １ 0 １ １ 0 １ １ 0 １

 

 

ｃ 

６ 0 １ １ 0 0 １ １ １ １ １ 0 １

 

 

ｄ 

７ 0 １ １ １ 0 0 １ 0 0 １ １ １

 

 

ｅ 

８ １ 0 0 0 0 １ １ １ １ １ １ １

 

 

ｆ 

９ １ 0 0 １ 0 １ １ 0 １ １ １ １

 

 

ｇ 

Ａ １ 0 １ 0 0 １ １ １ 0 １ １ １

 

 

 

Ｂ １ 0 １ １ 0 １ １ １ １ １ 0 0

 

 
 

MSB

Ｃ １ １ 0 0 0 0 １ １ １ 0 0 １

 

 

 

Ｄ １ １ 0 １ 0 １ 0 １ １ １ １ 0

 

 

 

Ｅ １ １ １ 0 0 １ １ １ １ 0 0 １

 

 

 

Ｆ １ １ １ １ 0 １ １ １ 0 0 0 １
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4.2.2 Ｆ１８０（ＳＣＲ）命令：ＦＰＷＩＮ ＧＲのウィザード機能 
ＦＰＷＩＮ ＧＲのウィザード機能を使う事により、簡単にプログラムすることができます。 

 

 

  ↓ 

 

 
※ＦＰＷＩＮ ＧＲは、Ｖｅｒ．２．２以降がＦＰ－ｅに対応しています。 

ＦＰＷＩＮ ＧＲ Ｖｅｒ．２をお持ちの方は、弊社ＨＰで（http://www.mew.co.jp/ac） 
より無償でバージョンアップできます。 
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4.2.3 Ｆ１８１（ＤＳＰ）命令：画面表示切替命令 ステップ数：３ 
ＦＰ－ｅに表示させる画面の指定をおこないます。 

 

 
 
 

 指定できるメモリエリア （指定単位：ワード）（○：指定可能 －：指定不可） 
  

ＷＸ ＷＹ ＷＲ ＳＶ ＥＶ ＤＴ ＩＸ ＩＹ Ｋ Ｈ インデッ

クス修飾

Ｓ ＦＰ－ｅの画面モードと No. 
（０～７の範囲で指定） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 
 動作説明 

ＦＰ－ｅの画面を[Ｓ]で指定したモードの画面に切り替えます。 
 

 [Ｓ]登録画面の指定方法 
ＦＰ－ｅの画面の種類を指定します。 

[Ｓ]に指定する値 画面の種類 
Ｋ０ Ｎモード 画面１ 
Ｋ１ Ｎモード 画面２ 
Ｋ２ Ｓモード 画面１ 
Ｋ３ Ｓモード 画面２ 
Ｋ４ Ｒモード 画面１ 
Ｋ５ Ｒモード 画面２ 
Ｋ６ Ｉモード 画面１ 
Ｋ７ Ｉモード 画面２ 

 
 フラグ動作 

インデックス修飾時にエリアを越えたときＯＮ Ｒ９００７ 
Ｒ９００８ 
（ＥＲ） ［Ｓ］の値が０～７以外のときＯＮ 

 
 

 ご注意：１．[Ｓ]に０～７以外の数値を指定した場合は、演算エラーとなります。 
 ２．本命令は、割り込みプログラム中では使用できません。 
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4.3 Ｎモード サンプルプログラム 
 サンプルプログラム 

 
画面１ 

画面２ 

 

 
 画面表示説明 

・Ｎモード画面１の上段にＥＶ０が赤色表示、下段にＳＶ０が橙色表示されます。 
・Ｎモード画面２の上段にＥＶ１が赤色表示、下段にＳＶ１が緑色表示されます。 
 

 前面スイッチ説明 
・Ｎモード画面１で操作スイッチ「０」～「４」を押すと、ＳＶ０の変更モードになります。 
 
備考：変更モードになるとデータが表示が点滅します。 
   
 
・画面切替スイッチ「１／２／ＳＥＴ」を長押し（約１秒）すると、ＳＶ０のデータが変更されてデータ表示の点
滅が止まります。 

 ご注意：設定範囲外（１６ビット）のデータは書き込みできません。 

 
 
・画面切替スイッチ「１／２／ＳＥＴ」を短押しすると、画面２へ切替わります。 
画面２ではプログラムで操作スイッチ（「０」～「５」）がロックされている（Ｙ３２がＯＮ）ために、操作スイッチ
を押してもＳＶ１の変更はできません。 

 参 照：スイッチロックについて ＜１０．２ Ｉ／Ｏ割り付け＞ 
 
 
・表示モード切替スイッチ「ＭＯＤＥ」を長押し（約２秒）すると、画面切替スイッチと操作スイッチがロックされ
て、画面の切替えやデータの変更ができなくなります。この時「ＬＯＣＫ」表示されます。また「ＬＯＣＫ」状
態は、電源ＯＦＦ／ＯＮしても解除されません。 

 
・再度表示モード切替スイッチ「ＭＯＤＥ」を長押しすることにより、「ＬＯＣＫ」表示が消えてロック状態を解
除できます。 
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4.4 プログラムによる画面切替えとロック 
 サンプルプログラム 

 

 

 
 プログラム動作 

 
・Ｒ０～Ｒ６をＯＮさせる事により、表示させる画面を切替える事ができます。 
    
備考：サンプルプログラムで、Ｒ０を常時ＯＮすると、表示モード切替スイッチ「ＭＯＤＥ」や画面切替スイッ

チ「１／２／ＳＥＴ」を押しても、Ｎ１画面から切替える事はできませんので、前面スイッチの誤操作を
防ぐことができます。 

 
 
・Ｙ３０～Ｙ３４をＯＮする事により、前面スイッチのロックをかけることができますので、前面スイッチの誤操
作を防ぐことができます。 
    

 参 照：スイッチロックについて ＜１０．２ Ｉ／Ｏ割り付け＞
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5章  
 Ｓ（スイッチ）モードデータ 

表示と設定 
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5.1 Ｓ（スイッチ）モード表示と操作の例 
 

 
 
・Ｆ１８０（ＳＣＲ）命令により、上段にアスキー文字「ＦＰ－Ｅ－」、下段にＤＴ２０を表示させます。 
 
・前面スイッチは、入力接点「Ｘ３０」～「Ｘ３７」として使用できますので、プログラムによって表示内容の変
更などの、さまざまな用途にお使いいただけます。 

 
 
備考：１．前面スイッチは、入力接点「Ｘ３０」～「Ｘ３７」と「Ｘ３８」～「Ｘ３Ｆ」として割り付けられています。 
 「Ｘ３０」～「Ｘ３７」はプログラムでスイッチのロックをかけられますが、 
 「Ｘ３８」～「Ｘ３Ｆ」はスイッチロックがかかりません。 

  参 照：スイッチロックについて ＜１０．２ Ｉ／Ｏの割付＞ 
 
２．表示モード切替スイッチ「ＭＯＤＥ」を長押し（約２秒）すると「ＬＯＣＫ」表示されて 

入力接点「Ｘ３０」～「Ｘ３７」は使用できなくなりますが、入力接点「Ｘ３８」～「Ｘ３Ｆ」は使用可能です。 
 
３．入力接点「Ｘ３０」～「Ｘ３Ｆ」はＲＵＮ後の第１スキャンではＯＮしません。 



5-3 

5.2 Ｓモードサンプルプログラム例 
 

 
 
 

 サンプルプログラム 
 

 
 
 

 画面表示説明 
・Ｓモード画面１の上段には、アスキー文字「ＦＰ－Ｅ－」を橙色表示させています。 

 参 照：＜１０．１２アスキー文字と７セグメント表示＞ 
  
・画面２には、ＤＴ２０のデータを緑色表示させています。 
 
■前面スイッチ説明 
・前面操作スイッチ「０」を押すと、Ｘ３０がＯＮして下段表示部に「３０」が表示されます。 
・前面操作スイッチ「１」を押すと、Ｘ３１がＯＮして下段表示部に「３１」が表示されます。 
・表示モード切替スイッチ「ＭＯＤＥ」を長押し（約２秒）すると、スイッチがロックされ 前面操作スイッチ「０」～
「５」を押しても、表示内容の変更はできません。 
この時「ＬＯＣＫ」表示されます。 
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6章  
 Ｒ（レジスタ）モードデータ 

表示と設定 
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6.1 Ｒ（レジスタ）モード データ表示と設定 
 

 
 

１．前面スイッチ操作により、メモリエリアのデバイス表示を指定すると、指定したデバイスのデータが表
示されます。 

・「ＰＶ」が点滅表示している時は、メモリエリアのデバイス指定ができます。 
・スイッチ「０」～「３」はデバイスのＮｏ．を指定し、スイッチ「４」はデバイスの種類を切替える 

（ＤＴ→ＷＲ→ＳＶ→ＥＶ）ことができます。 
 
備考：指定範囲外のＮｏ．を指定すると、上段表示が緑→赤に切替わり下段表示が消えます。 
 
 
２．前面スイッチ操作により、指定されたデバイスのデータを変更する事が可能です。 
・スイッチ「５」を長押し（約１秒）すると「ＳＶ」表示が点滅し、データの変更が可能となります。 
・スイッチ「０」～「５」を押すと、下段のデータ表示が変更されて点滅します。 
・スイッチ「１／２／ＳＥＴ」を長押し（約１秒）すると、データの点滅が止まり、データの変更が完了します。 
・データ変更の途中でスイッチ「５」を長押し（約１秒）すると、データの点滅表示が止まり、変更中のデータ
をキャンセルすることができます。 

・データ変更完了後にデバイス指定モードに切替える際は、スイッチ「５」を長押ししてください。 
デバイス指定モードになると、「ＰＶ」が点滅します。 

・データ変更の途中ではデバイス指定モードに切替えできません。データ変更を完了させるか、データ変
更をキャンセルした後にデバイス指定モードに切替えてください。 

 
備考：設定範囲外のデータに変更しようとすると、スイッチ「１／２／ＳＥＴ」を押している間だけ表示色が赤

色表示され、点滅が止まりません。 
電源ＯＦＦ／ＯＮあるいはＲＵＮ／ＰＲＯＧ．モード切替えをおこなうと、前面スイッチから変更中のデ
ータはキャンセルされます。 
Ｙ３８をＯＮしてもキャンセルすることができます。（Ｖｅｒ．１．１以降） 

 
 
３．画面切替スイッチ「１／２／ＳＥＴ」を押すと、画面１と画面２の切替えができます。 
 
４．表示モード切替スイッチ「ＭＯＤＥ」を長押し（約２秒）すると、「ＬＯＣＫ」表示されてスイッチを押しても表

示を変えることができなくなります。 
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6.2 Ｒ（レジスタ）モード操作例 

6.2.1 デバイス指定  
「ＰＶ」が点滅しているときにデバイスの変更ができます 
 
１．デバイスの種類を指定 
 

 
 
・スイッチ「４」を押して、デバイスの種類「ＥＶ」を指定します。 
 
備考：この時、下段にはＥＶ０のデータが表示されます。 
 
 
２．デバイスＮｏ．を指定 
 

 
 
・スイッチ「０」～「３」を押して、デバイスＮｏ．「ＥＶ１２３」を指定します。 
  
備考：選択範囲外のＮｏ．を指定すると、上段表示が緑→赤に切替わり、下段のデータ表示が消えます。 
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6.2.2 データの変更 
１．データ変更モードに切替 
 

 
 
・スイッチ「５」を長押し（約１秒）すると、「ＰＶ」表示が消えて「ＳＶ」表示が点滅し、データの変更が可能とな
ります。 

 
備考：再度、スイッチ「５」を長押しすると「ＳＶ」表示が消えて「ＰＶ」が点滅し、デバイスの指定が可能となり

ます。 
 
 
２．データの変更 
       

 
 
・スイッチ「０」～「５」を押すと、データ表示が変更されて点滅します。 
・スイッチ「１／２／ＳＥＴ」を長押し（約１秒）すると点滅が止まりデータの変更が完了します。 
   
 
備考：１．データ表示が点滅している時にスイッチ「５」を長押し（約１秒）すると 

変更中のデータをキャンセルすることができます。  
Ｙ３８をＯＮしてもキャンセルすることができます。（Ｖｅｒ．１．１以降） 

 
２．設定範囲外のデータに変更しようとすると、スイッチ「１／２／ＳＥＴ」を押している間だけ表示色が赤色

表示され、点滅が止まりません。 
 
３．電源ＯＦＦ／ＯＮあるいはＲＵＮ／ＰＲＯＧ．モード切替えをおこなうと、前面スイッチから変更中のデー

タはキャンセルされます。 
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6.2.3 ＣＯＭポート ユニットＮｏ．の変更 
システムレジスタで設定するユニットＮｏ．を、前面操作スイッチで変更する事ができます。 
（Ｖｅｒ．１．２以降） 
 
１．ユニットＮｏ．を表示させる。 
 

 
 
・スイッチ「４」を押して、ユニットＮｏ．を表示させます。 
 
 
２．ユニットＮｏ．変更モードに切替え 
       

 
 
・スイッチ「５」を長押し（約１秒）すると、「ＰＶ」表示が消えて「ＳＶ」表示が点滅し、データの変更が可能とな
ります。 
   
 
備考：再度、スイッチ「５」を長押しすると「ＳＶ」表示が消えて「ＰＶ」が点滅し、デバイスの指定が可能となり

ます。 
 
 
３．ユニットＮｏ．の変更 
       

 
 
・スイッチ「０」、「１」を押すと、ユニットＮｏ．表示が変更されて点滅します。 
・スイッチ「１／２／ＳＥＴ」を長押し（約１秒）すると点滅が止まりユニットＮｏ．の変更が完了します。 
   
 
備考： 1．ユニットＮｏ．の変更は、ＰＲＯＧ．モード時に行ってください。 

  ＲＵＮモードの時は、ユニットＮｏ．の変更ができません。 
 

２．ユニットＮｏ．表示が点滅している時にスイッチ「５」を長押し（約１秒）すると 
変更中のユニットＮｏ．をキャンセルすることができます。  

 
３．設定範囲（１～９９）外のデータに変更しようとすると、スイッチ「１／２／ＳＥＴ」を押した時に、 

ユニットＮｏ．の変更がキャンセルされます。 
 

４．電源ＯＦＦ／ＯＮあるいはＲＵＮ／ＰＲＯＧ．モード切替えをおこなうと、 
前面スイッチから変更中のデータはキャンセルされます。 
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7章  
 Ｉ（入出力モニタ）モード 
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7.1 入出力状態のモニタ 
 

 
 
 
１．画面１で、ＷＸ０とＷＹ０の入出力状態のモニタができます。 
  
【表示例】 

 

 
 
備考：１．Ｙ６以降はＦＰ－ｅの外部出力としては存在しませんが、プログラム上の接点として使用できます。 

２．強制入出力の場合は、強制入力接点のモニタはできません。 
 
２．画面２で、熱電対入力の温度表示モニタができます。 
 
【表示例】 

 

 
備考：Y３７接点を ON すると、華氏表示（ºF）することができます。 
 
 
３．前面スイッチは入力接点「Ｘ３０」～「Ｘ３７」として使用できます。 
 
備考：１．前面スイッチは入力接点「Ｘ３０」～「Ｘ３７」と「Ｘ３８」～「Ｘ３Ｆ」として割り付けられています。 

「Ｘ３０」～「Ｘ３７」はプログラムでロックをかけられますが、 
「Ｘ３８」～「Ｘ３Ｆ」はスイッチロックはかかりません。 

 参 照：＜１０．２ Ｉ／Ｏの割付＞ 
 

２．表示モード切替スイッチ「ＭＯＤＥ」を長押し（約２秒）すると「ＬＯＣＫ」表示されて入力接点 
「Ｘ３０」～「Ｘ３７」は使用できなくなりますが、入力接点「Ｘ３８」～「Ｘ３Ｆ」は使用可能です。 
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8章  
 高速カウンタ/パルス出力 

/PWM 出力 
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8.1 各機能の概要
(1)内蔵高速カウンタを使った3つの機能
■内蔵高速カウンタを使った機能
FP - eに内蔵されている高速カウンタを使う機能に
は、次の3つがあります。
●高速カウンタ機能
センサ、エンコーダなど外部からの入力をカウント
し、その値が目標値に達したとき、任意の出力を
ON/OFFする機能です。

インバータモータ

エン
コーダ

エンコーダ出力を
高速カウンタへ入力

START
STOP信号 カッター刃

制御信号

リード線、
テープ

送りローラ カッター

Ｆ
Ｐ-

ｅ

●パルス出力機能
市販モータドライバとの組み合わせで、位置決め制
御ができる機能です。専用命令により、台形制御/原
点復帰/JOG運転などが行えます。

ステッピングモータ
サーボモータ

ステッピングモータ
サーボモータ

モータ
ドライバ
１

モータ
ドライバ
２

Y0

パルス出力

正転／逆転出力

パルス出力

正転／逆転出力

Y2

Y1

Y3

FP-e

●PWM出力機能

専用命令を使って、任意のデューティ比のパルス出
力を取り出すことができます。

●パルス幅の数値を大きくすると···

ヒータ強

●小さくすると···

ヒータ弱

(2)内蔵高速カウンタの性能
■チャンネル数
●内蔵高速カウンタは合計4チャンネルあります。
●使用する機能により、割り付けられるチャンネル
番号が変わります。

■計数範囲
● K–8,388,608～ K8,388,607

(HFF8000～H7FFFFF)
(符号付き24ビットバイナリ)
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8.2 仕様一覧と制限事項
(1)仕様一覧表
■高速カウンタ機能仕様一覧表

使用する入出力接点番号
内蔵高速

使用するメモリエリア 性能仕様

入力接点番
内蔵高速
カウンタ

最高計数速度
関連命令ON/OFF

出力
カウント
モード

入力接点番
号 ( )内は
リセット
入力(注1)

カウンタ
チャンネ
ルNo.

制御中
フラグ

経過値
エリア

目標値
エリア

最小入力
パルス幅

1チャン
ネルのみ
使用時

複数チャ
ンネル
使用時

関連命令

X0
(X2) CH0 R903A

DT9044

DT9045
〜

DT9046

DT9047
〜

50μs

最大
10 kHz
(注3）

Y0～Y5
のうち任
意の出力

加算入力
X1

(X2) CH1 R903B
DT9048

DT9049
〜

DT9050

DT9051
〜

50μs
(注2） 最大

10 kHz
(注3）

4CH
合計で
最大

F0
(高速カウンタ制御)意の出力

を命令で
指定

減算入力 X3
(X5) CH2 R903C

DT9104

DT9105
〜

DT9106

DT9107
〜

100μs

最大
5 kHz

最大
10 kHz
（注3）

(高速カウンタ制御)
F1
(経過値読み出し/
書き込み)

X4
(X5) CH3 R903D

DT9108

DT9109
〜

DT9110

DT9111
〜

100μs
最大

5 kHz

書き込み)
F166
(目標値一致ON)
F167

Y0～Y5
のうち任
意の出力

2相入力

加減算

X0
X1

(X2)
CH0 R903A

DT9044

DT9045
〜

DT9046

DT9047
〜

250μs
(注4）

最大
2 kHz
(注5）

2CH
合計で
最大

F167
(目標値一致OFF)

意の出力
を命令で
指定

加減算
入力

方向判別

X3
X4

(X5)
CH2 R903C

DT9104

DT9105
〜

DT9106

DT9107
〜 500μs 最大

1 kHz

最大
2 kHz
(注5）

注）1.リセット入力X2はCH0/CH1のいずれか、リセット入力X5はCH2/CH3のいずれかに設定可能。
2.熱電対入力タイプは、100μs

3.熱電対入力タイプは、最大5 kHz。
4.熱電対入力タイプは、500μs

5.熱電対入力タイプは、最大1 kHz

■パルス出力機能仕様一覧表
使用する入出力接点番号 内蔵高速

カウンタ
使用するメモリエリア 性能仕様

パルス
出力

方向
出力

原点
入力

原点近傍
入力

カウンタ
チャンネル

No.
制御中
フラグ

経過値
エリア

目標値
エリア

性能仕様
最大出力
周波数

関連命令

Y0 Y2 X0 DT9052
<bit2> CH0 R903A

DT9044

DT9045
〜

DT9046

DT9047
〜 1点出力時

最大
10 kHz(注)

F0
(高速カウンタ制御)

F1
(経過値読み出し/
書き込み)

Y1 Y3 X1 DT9052
<bit6> CH1 R903B

DT9048

DT9049
〜

DT9050

DT9051
〜

10 kHz(注)
2点出力時
最大5 kHz

書き込み)
F168
(位置決め制御)

F169
(パルス出力命令)

注）F168(位置決め制御)命令の場合は1点出力時最大9.5 kHz、熱電対入力タイプは、1点出力時最大5 kHz、2点
出力時最大2.5 kHz。

■PWM出力機能仕様一覧表

使用する出力番号

内蔵高速
カウンタ

使用するメモリエリア
性能仕様 関連命令使用する出力番号 カウンタ

チャンネル
No. 制御中フラグ

性能仕様
出力周波数

関連命令

Y0 CH0 R903A 周波数
0.15 Hz～ 1 kHz

Y1 CH1 R903B

0.15 Hz～ 1 kHz
デューティ

0.1 %～ 99.9 %

F170
(PWM出力)
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(2)使用する機能と制限
■チャンネル
●同じチャンネルを複数の機能で使用することはで
きません。

<使用できない例>

CH0を高速カウンタ機能とパルス出力機能で共用
に使う。

■I/O番号(入出力接点)
●各機能で割り付けられる番号を一般の入出力とし
て割り付けることはできません。

<使用できない例>

・高速カウンタ機能で2相入力でCH0を使用すると
き、X0, X1を一般の入力に割り付けることはでき
ません。

・パルス出力機能で、Y0を使うとき、原点入力X0を
一般の入力に割り付ける。

・パルス出力(方向出力有り動作)でY0を使うとき、
Y2(方向出力)を一般の入出力に割り付ける。

●高速カウンタ機能で、リセット入力を使用しない
モードで使用するときは、一覧表の( )内の入力は
一般の入力に割り付けができます。

<使用できる例>

・高速カウンタ機能で2相入力/リセット入力なしで使
用するとき、X2を一般の入力に割り付ける。

■関連命令実行の制限(F166～F170)
●高速カウンタ関連命令F166～F170を実行すると、
各チャンネルに対応する制御中フラグ(特殊内部リ
レー: R903A～R903D)がONになります。

●対応するフラグがONのとき、同じチャンネルに対
して、他の命令を実行することはできません。

<使用できない例>

・F166(目標値一致ON命令)が実行中で、フラグ
R903AがONのとき、CH0に対して、F167(目標値
一致OFF命令)を実行する。

■最高計数速度/パルス出力周波数の
制限

●高速カウンタ機能使用時の計数速度は、カウント
モードにより、表のようになります。

<例1>

・加算入力モードで、CH0/CH1の2チャンネルを使
うとき、CH0を8 kHzで使えば、CH1は2 kHz以内
で使用可能になります。

<例2>

・2相入力モードで、CH0/CH2の2チャンネルを使う
とき、CH0を1 kHzで使えば、CH2は1 kHz以内で
使用可能になります。

●パルス出力機能使用時の最大出力周波数は、出力
点数により、表のようになります。

<例1>

・Y0またはY1のうち1点のいずれかを使用する場合
は、最大10 kHz。

<例2>

・Y0とY1の2点を使用する場合は、最大5 kHz。

●高速カウンタ機能とパルス出力機能を使用する場
合は、条件により異なります。

<例>

・パルス出力1点を最大周波数5 kHzで使用する場合
は、同時に使用できる高速カウンタ機能の最高計
数速度は、加算モードで最大5 kHz、2相モードで
最大1 kHz。
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8.3 高速カウンタ機能
(1)高速カウンタ機能の概要
■高速カウンタ機能
●入力信号をカウントし、目標値に達したとき、任
意の出力をONまたはOFFにする機能です。

●最大10 kHzまでの高速パルスをカウントすること
ができます。（熱電対入力タイプは最大5 kHz）

●一致時O Nさせるときは目標値一致O N命令
(F166)、一致時OFFさせるときは目標値一致OFF
命令(F167)を使用します。

● ON/OFFさせた出力は、SET/RET命令などでプ
リセットさせて使用します。

システムレジスタ設定について

高速カウンタ機能を使用するためには、システ
ムレジスタNo.400～No.401の設定が必要です。

(2)入力モードの種類
●加算入力モード

X0

計
数

ON
OFF

1 2 3 4 n-3 n-2 n-1 n0

●減算入力モード

X0

計
数

ON
OFF

n-1 n-2 n-3 n-4 3 2 1 0n

●2相入力モード

X0

X1

計
数

ON
OFF

ON
OFF

n–1

(加算入力: CW)

0 1 2 n

X0

X1

計
数

ON
OFF

ON
OFF

n–3

(減算入力: CCW)

n–1n n–2 2 1

●加減算入力モード(個別入力モード)

X0

計
数

ON
OFF

1 2 3 2 3 4 30 3 24 1

ON
OFFX1

加算 減算 加算 減算

●方向判別モード

3210

X0

計
数

ON
OFF

2 04 3

ON
OFFX1

加算 減算

1
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(3)I/Oの割り付け
●入力は、P.8 - 4の一覧表のように、使用するチャ
ンネル番号により決まります。

●ON/OFF出力は、命令F166/F167により、Y0～Y5
のうち任意の出力を指定します。

＜加算入力/リセット入力ありでCH0を使用する場合＞

X0

X2

Yn*

カウント入力

リセット入力

ON/OFF出力

*一致ON/OFF出力するには、Y0～Y5のうち、任意の
出力を指定します。

＜2相入力/リセット入力ありでCH0を使用する場合＞

X0

X2

A相入力

リセット入力

Yn* ON/OFF出力

X1
B相入力

*一致ON/OFFを出力するには、Y0～Y5のうち、任意
の出力を指定します。
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(4)高速カウンタ機能で使用する命令
■高速カウンタ制御命令(F0)
●カウンタのソフトリセットやカウント禁止などの
操作に使用する命令です。

●この命令は、F0(MV)命令と特殊データレジスタ
DT9052を組み合わせて指定してください。

●この命令を実行すると、設定された内容は、次に
この命令が実行されるまで保持されます。

この命令で操作できる内容

・カウンタのソフトリセット

・カウント動作の許可/禁止

・ハードリセットの許可/禁止

・高速カウンタ命令F166～F170による制御の
クリア

・目標値一致割り込みのクリア

＜例＞ ソフトリセットをかける場合

X7
DF F0 MV, H 1 , DT9052 ····①

····②F0 MV, H 0 , DT9052

上記プログラムでは、①リセットをかけて、②その
すぐ後で0を書き込み、カウントできる状態にしてい
ます。リセットしたままでは、カウントが行われな
いからです。

■経過値書き込み・読み出し命令(F1)
●高速カウンタの経過値の書き込みや読み出しを行
う命令です。

●この命令は、F1(DMV)命令と特殊データレジスタ
DT9044を組み合わせて、指定してください。

●経過値は、特殊データレジスタDT9044とDT9045
を合わせたエリアに32ビットデータとして格納さ
れます。

●経過値の設定は、このF1(DMV)命令でのみ行うこ
とができます。

＜例１＞高速カウンタに初期値K3000を設定する
(経過値の書き込みの例)

X7
DF F1 DMV, K3000, DT9044

＜例２＞高速カウンタの経過値をDT100に読み出す

X7
DF F1 DMV, DT9044, DT100
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■目標値一致ON命令(F166)
XA

DF F166 HC1S, K0, K10000, Y0

チャンネル0の経過値(DT9044, DT9045)の内容が
K10000と一致するとY0がONします。

XB
DF F166 HC1S, K2, K20000, Y1

チャンネル2の経過値(DT9104, DT9105)の内容が
K20000と一致するとY1がONします。

■目標値一致OFF命令(F167)
XC

DF F167 HC1R, K1, K30000, Y0

チャンネル1の経過値(DT9048, DT9049)の内容が
K30000と一致するとY0がOFFします。

XD
DF F167 HC1R, K3, K40000, Y1

チャンネル3の経過値(DT9108, DT9109)の内容が
K40000と一致するとY1がOFFします。
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(5)サンプルプログラム
■結線例

Y0

＋

－

入力端子

X0

X5

COM

運転

出力端子

エンコーダ入力

運転スタート

FP-e

運転/停止

COM

インバータ

モータ
エンコーダ

Y0

速度

パルス数
50000
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■インバータを用いた1速での位置決め運転
X5をONするとY0がONしコンベアが動きます。経過値(DT9044・DT9045)がK5000に達するとY0が瞬時にOFF
し、コンベアが止まります。

F1 DMV, K 0, DT 9044
R101

DF
X5 R100

R100

F167 HC1R, K 0, K 5000, Y 0

R903A R102

DF
R100 R101

DF／
R903A R102

R102

R100 T0

位置決め運転動作中

位置決め運転スタート

完了パルス(0.5秒)

TMX 0, K 5

R101 Y0

インバータへ運転信号S
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■結線例

Y0
Y1
＋

－

入力端子

X0

X5

COM

運転
高速切換

出力端子

エンコーダ入力

運転スタート

FP-e

運転/停止
高速/低速

COM

インバータ

モータ

エンコーダ

Y0

速度

パルス数
50004500

Y1

0
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■インバータを用いた2速での位置決め運転
X5をONするとY0、Y1がONしコンベアが動きます。経過値(DT9044・DT9045)がK4500に達するとY1がOFF
し、減速が始まり、K5000に達するとY0が瞬時にOFFし、コンベアが止まります。

F1 DMV, K 0, DT 9044
R101

DF
X5 R100

R100

F167 HC1R, K 0, K 5000, Y 0

R903A R103

DF
R100 R101

DF／
R903A R103

R103

R100 T0

位置決め運転動作中

位置決め運転スタート

完了パルス(0.5秒)
TMX 0, K 5

R101 Y0

インバータへ運転信号S

Y1

インバータへ高速信号S

F61 DCMP, K 4500, DT 9044
R100

DF
R102 Y1

減速R

R100 R102R900C

減速ポイント到達
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8.4 パルス出力機能
(1)パルス出力機能の概要
■使用する命令と制御内容
●パルス列入力方式の市販モータドライバとの組み
合わせで位置決め制御ができる機能です。

●台形制御のための専用命令F168が用意されてお
り、初速、最高速、加減時間、目標値を指定する
ことにより自動的にパルス出力が得られます。

●原点復帰動作も専用命令F168により、自動的に行
うことができます。

●JOG運転用には専用命令F169が用意されており、
実行条件がONになっている間、パルス出力を得る
ことができます。

システムレジスタ設定について

パルス出力機能を使用する場合は、システムレ
ジスタNo.400の対応するチャンネルの設定は、
“高速カウンタを使用しない”に設定してくださ
い。

(2)制御モード
インクリメンタル＜相対値制御＞
●目標値で設定されたパルス数のパルスを出力しま
す。

●命令F168で制御コードにH02(インクリメンタル
正転：OFF、逆転：ON)を設定すると、目標値が
正の場合は方向出力をOFFして高速カウンタの経
過値を加算し、目標値が負の場合は方向出力を
ONして、高速カウンタの経過値を減算します。制
御コードにH03を設定すると、方向出力が上記と
反対になります。

アブソリュート＜絶対値制御＞
●現在値と目標値で設定された差のパルスを出力し
ます。(現在値と目標値の差が出力パルス数です)

●命令F168で制御コードにH12(アブソリュート 正
転：OFF、逆転：ON)を設定すると、現在値<目標
値の場合は方向出力をOFFして高速カウンタの経
過値を加算し、現在値>目標値の場合は方向出力を
ONして、高速カウンタの経過値を減算します。制
御コードにH13を設定すると、方向出力が上記と
反対になります。

原点復帰
●命令F168を実行することにより原点入力(X0または

X1)が入るまで、パルスを出力し続けます。
●原点近傍で減速に移行させる場合は、原点近傍入力
でDT9052の対象ビットをOFF→ON→OFFにしてく
ださい。

JOG運転

●専用命令F169の実行条件がONになっている間、指
定チャンネルからパルス出力されます。

●方向出力および出力周波数は、専用命令F169によ
り指定します。
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(3)I/Oの割り付けと結線
■1パルス入力方式のドライバの場合

(パルス入力+方向切替入力方式)
●出力1点をパルス出力、もう1点を方向出力として
使用します。

●パルス出力端子、方向出力端子、原点入力のI/O割
り付けは、使用するチャンネルにより決まりま
す。

●原点近傍入力は、任意の接点を割り付け、
DT9052の指定ビットをON/OFFさせることで代用
します。

●接続できるドライバは、最大2系統です。

＜CH0を使用する場合＞

X0

X2

Y0

原点入力

原点近傍入力

パルス出力

*

Y2
方向切替出力

FP - e ドライバ

*原点近傍入力には、X2など任意の入力を指定しま
す。

＜CH1を使用する場合＞

X1

X3

Y1

原点入力

原点近傍入力

パルス出力

*

Y3
方向切替出力

FP - e ドライバ

*原点近傍入力には、X3など任意の入力を指定しま
す。

■2パルス入力方式のドライバの場合
(CWパルス入力+CCWパルス
入力方式)

●2パルス入力で使うためには、外部リレーによる切
り替えが必要です。

●出力1点をパルス出力、リレーの切り替え用に使用
します。

●パルス出力端子、原点入力のI/Oの割り付けは、使
用するチャンネルにより決まります。

●命令F168の制御コードは、“方向出力なし”に設定
します。

＜CH0を使用する場合＞

X0

X2

Y0

原点入力

原点近傍入力

パルス
出力

*

Y4

FP - e ドライバ

**

CW
入力

CCW
入力

*原点近傍入力には、X2など任意の入力を指定しま
す。

**リレーの切り替え用にはY4など任意の出力を指定
します。また、この時Y4はリレーの動作時間分、
早めに切替える必要があります。

Y0

Y1

CW入力

CCW入力

FP - e ドライバ

2パルス入力方式のドライバを使用する時の注意

●FP - eのパルス出力Y0, Y1の2点を使って直接
ドライバのCW入力、CCW入力に接続する場
合、それぞれの出力に対して別チャンネル
(ch0、ch1)のカウンタ経過値が増減しますの
で、必要に応じてプログラムにて経過値を転
送してください。
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(4)パルス出力機能で使用する命令
■位置決め制御命令(F168)
●指定したデータテーブルに従って、自動的に台形
制御を行います。

X3
DF F0 MV, H102, DT100

F0 MV, K500, DT101

F0 MV, K5000, DT102

F0 MV, K200, DT103

F1 DMV, K10000, DT104

F0 MV, K0, DT106

F168 SPD1, DT100, H0

初速度500 Hz、最高速度5000 Hz、加減速時間
200 ms、移動量10000パルスでY0からパルスを発生
します。

200 ms 200 ms

5000 Hz

500 Hz
0 Hz

10000パルス

この時高速カウンター経過値(DT9044, DT9045)の内
容は加算カウントされます。
注）台形制御の場合、初速度は5000 Hz以下として

ください。

■パルス出力命令(F169)
●実行条件ONの時に任意の出力が得られるJOG運転
用の命令です。

X2
F0 MV, H112, DT200

F0 MV, K300, DT201

F169 PLS, DT200, H0

X2がONしている間、Y0からDUTY比10 %、300 Hz
のパルスが出力されます。
その時方向出力(Y2)はOFFし、高速カウンタCH0の
経過値(DT9044, DT9045)は加算カウントされます。

X6
F0 MV, H123, DT200

F0 MV, K700, DT201

F169 PLS, DT200, H1

X6がONしている間、Y1からDUTY比10 %、700 Hz
のパルスが出力されます。
その時方向出力(Y3)はOFFし、高速カウンタCH1の
経過値(DT9048, DT9049)は減算カウントされます。

■パルス出力機能の注意
モータの一方向連続回転制御を行っている場合は、
次の様なプログラムを行ってください。

経過値クリア

インクリメント制御

初速

最高速

加減速時間

目標値（移動量）

位置決め始動

X0

F1 DMV, K0 DT9044

F0 MV, H2, DT0

F0 MV, K7000, DT2

F0 MV, K300, DT3

F1 DMV, K100000, DT4

F0 MV, K0, DT6

F168 SPD1, DT0, K0

DF

R0

R0

F0 MV, K1000, DT1

一方向だけに回転させると、内部の経過値の上限を
超えた場合、バルス出力を停止します。
その対策として、上記のプログラムの様に、F168
(SPD1)やF169(PLS)命令実行前に経過値のリセット
(ゼロクリア)を行ってください。



FP-eユーザーズ

8-17

■高速カウンタ制御命令(F0)
●内蔵高速カウンタのリセット、パルス出力の停止
および原点近傍入力のセット/リセットを使用しま
す。

●この命令は、F0(MV)命令と特殊データレジスタ
DT9052を組み合わせて指定してください。

●この命令を実行すると、設定された内容は、次に
この命令が実行されるまで保持されます。

この命令で操作できる内容

・高速カウンタ命令F166～F170による制御の
クリア(パルス出力の停止)

・原点復帰動作の原点近傍処理

＜例１＞原点復帰動作中に原点近傍入力を有効にし
減速動作に入る場合 (ch0の場合）

X3
DF F0 MV, H 4 , DT9052 ····①

····②F0 MV, H 0 , DT9052

上記プログラムでは、①原点近傍入力を有効にし、
②そのすぐ後で0を書き込み、プリセットしていま
す。
注) ch1の場合は[F0 MV, H4, DT9052]の部分を
[F0 MV, H40, DT9052]として下さい。

＜例２＞パルス出力を強制的に停止する場合
(ch0の場合）

X7
DF F0 MV, H 8 , DT9052

F0 MV, H 0 , DT9052

注) ch1の場合は[F0 MV, H8, DT9052]の部分を
[F0 MV, H80, DT9052]として下さい。

■経過値書き込み・読み出し命令(F1)
●内蔵高速カウンタでカウントされるパルス数の読
み出しに使用します。

●この命令は、F1(DMV)命令と特殊データレジスタ
DT9044を組み合わせて、指定してください。

●経過値は、特殊データレジスタDT9044とDT9045
を合わせたエリアに32ビットデータとして格納さ
れます。

●経過値の設定は、このF1(DMV)命令でのみ行うこ
とができます。

＜例１＞高速カウンタに初期値K3000を設定する
(経過値の書き込みの例)

X7
DF F1 DMV, K3000, DT9044

＜例２＞高速カウンタの経過値をDT100に読み出す

X7
DF F1 DMV, DT9044, DT100

<参考>
経過値は、ED命令実行のたびに、高速カウンタの経
過値エリアから特殊データレジスタDT9044, DT9045
に自動的に転送されています。
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(5)位置決め制御サンプルプログラム
■結線例

X0

X1

X2

X3

X4

X5

X6

X7

COM

ステッピングモータ
(－側) (＋側)

移動テーブル

入力端子

Y0

Y2

＋

－

パルス出力

方向出力

出力端子

原点センサ

位置決めスタート

位置決めスタート

原点復帰スタート

原点近傍センサ

正転JOGスタート

逆転JOGスタート

オーバーラン

FP-e

コモン

パルス入力

コモン

方向入力

24 V DC
電源

ステッピングモータ
ドライバ

注1

b接点 a接点 a接点 b接点

注1） ステッピングモータの入力が5 Vフォトカプラタイプの場合は2 kΩ 1/4 Wの抵抗を接続してください。
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■相対値 位置決め運転（プラス方向）
X1をONするとY0からパルスが出力されます。この時方向出力Y2はONしません。

DT100 制御コード

DT101 初速度 ：500 Hz

DT102 最高速度 ：5000 Hz

DT103 加減速時間 ：200 ms

DT104
DT105

移動量 ：10000 pls

DT106 パルス停止

モータ

(－側) (＋側)

200 ms 200 ms

5000 Hz

500 Hz
0 Hz

10000パルス
10000パルス

F0 MV, H 102, DT 100
R11

DF
X1 R10

R10

F0 MV, K 500, DT 101

F0 MV, K5000, DT 102

F0 MV, K 200, DT 103

F1 DMV, K10000, DT 104

F0 MV, K 0, DT 106

R903A R12

DF
R10 R11

F168 SPD1, DT 100, H 0

DF／
R903A R12

R12

R10 T0

位置決め運転動作中

位置決め運転スタート

位置決め完了パルス(1秒)

TMX 0, K 10
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■相対値 位置決め運転（マイナス方向）
X2をONするとY0からパルスが出力されます。この時方向出力Y2はONします。

DT100 制御コード

DT101 初速度 ：1000 Hz

DT102 最高速度 ：6000 Hz

DT103 加減速時間 ：300 ms

DT104
DT105

移動量 ：–8000 pls

DT106 パルス停止

モータ

(－側) (＋側)

300 ms 300 ms

6000 Hz

1000 Hz
0 Hz

8000パルス
8000パルス

F0 MV, H 102, DT 100
R21

DF
X2 R20

R20

F0 MV, K1000, DT 101

F0 MV, K6000, DT 102

F0 MV, K 300, DT 103

F1 DMV, K–8000, DT 104

F0 MV, K 0, DT 106

R903A R22

DF
R20 R21

F168 SPD1, DT 100, H 0

DF／
R903A R22

R22

R20 T1

位置決め運転動作中

位置決め運転スタート

位置決め完了パルス(1秒)

TMX 1, K 10
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■絶対値 位置決め運転
X1をONするとY0からパルスが出力されます。その時現在値が“22,000”より大きければ方向出力Y2はONし、
“22,000”より小さければ、方向出力Y2はONしません。

DT100 制御コード

DT101 初速度 ：200 Hz

DT102 最高速度 ：4000 Hz

DT103 加減速時間 ：250 ms

DT104
DT105

目標値 ：22000

DT106 パルス停止

(－側) (＋側)

250 ms 250 ms

4000 Hz

200 Hz
0 Hz

(10,000) 22,000 (30,000)

現在値がどの位置であっても、“22,000”の位置へ移動
します。

モータ

F0 MV, H 112, DT 100
R31

DF
X1 R30

R30

F0 MV, K 200, DT 101

F0 MV, K4000, DT 102

F0 MV, K 250, DT 103

F1 DMV, K22000, DT 104

F0 MV, K 0, DT 106

R903A R32

DF
R30 R31

F168 SPD1, DT 100, H 0

DF／
R903A R32

R32

R30 T2

位置決め運転動作中

位置決め運転スタート

位置決め完了パルス(1秒)

TMX 2, K 10
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■原点復帰運転（マイナス方向）
X3をONするとY0からパルスが出力され原点復帰を開始します。その時方向出力Y2はONします。
次にX4がONすると減速を開始し、X0 ONで原点復帰が完了します。(原点復帰が完了すると経過値(DT9044・
DT9045)は“0”クリアされます。）

DT200 制御コード

DT201 初速度 ：100 Hz

DT202 最高速度 ：2000 Hz

DT203 加減速時間 ：150 ms

モータ

X0
原点
センサ

(－側) (＋側)

150 ms 150 ms

2000 Hz

100 Hz
0 Hz

近傍センサ
X4 ON

原点センサ
X0 ON

X4
近傍
センサ

X3 ON

F0 MV, H 123, DT 200
R41

DF
X3 R40

R40

F0 MV, K 100, DT 201

F0 MV, K2000, DT 202

F0 MV, K 150, DT 203

F168 SPD1, DT 200, H 0

R903A R42

DF
R40 R41

DF／
R903A R42

R42

R40 T3

原点復帰運転動作中

原点復帰運転スタート

原点復帰完了パルス

DF
X4

F0 MV, H 4, DT9052

F0 MV, H 0, DT9052

TMX 3, K 10

原点近傍減速スタート
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■原点復帰運転（プラス方向）
X3をONするとY0からパルスが出力され原点復帰を開始します。その時方向出力Y2はONしません。
次にX4がONすると減速を開始し、X0 ONで原点復帰が完了します。（原点復帰が完了すると経過値(DT9044・
DT9045)は“0”クリアされます。）

DT200 制御コード

DT201 初速度 ：120 Hz

DT202 最高速度 ：2500 Hz

DT203 加減速時間 ：100 ms

近傍センサ
X4 ON

原点センサ
X0 ONX3 ON

モータ

X0
原点
センサ

(－側) (＋側)

100 ms 100 ms

2500 Hz

120 Hz
0 Hz

X4
近傍
センサ

TMX 4, K 10

原点近傍減速スタート

F0 MV, H 122, DT 200
R51

DF
X3 R50

R50

F0 MV, K 120, DT 201

F0 MV, K2500, DT 202

F0 MV, K 100, DT 203

F168 SPD1, DT 200, H 0

R903A R52

DF
R50 R51

DF／
R903A R52

R52

R50 T4

原点復帰運転動作中

原点復帰運転スタート

原点復帰完了パルス

DF
X4

F0 MV, H 4, DT9052

F0 MV, H 0, DT9052
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■JOG運転（プラス方向）
X5をONしている間、Y0からパルスが出力されます。そのとき方向出力Y2はONしません。

DT300 制御コード

DT301 速度：300 Hz

モータ

(－側) (＋側) ON
OFF

X5

300Hz

0Hz
Y0(パルス)

■JOG運転（マイナス方向）
X6をONしている間、Y0からパルスが出力されます。そのとき方向出力Y2はONします。

DT310 制御コード

DT311 速度：300 Hz

モータ

(－側) (＋側) ON
OFF

X6

300Hz

0Hz
Y0(パルス)

■非常停止（オーバーリミット）
Y0からパルスが出力されている間にX7がOFFすると、パルスの出力が停止されます。

F0 MV, H 112, DT 300
X5

F0 MV, K 300, DT 301

F169 PLS, DT 300, H 0

F0 MV, H 122, DT 310
X6

F0 MV, K 300, DT 311

F169 PLS, DT 310, H 0

パルス出力制御クリア

DF／
X7

F0 MV, H 8, DT9052

F0 MV, H 0, DT9052
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■F168(SPD1)命令実行時にパルスが出ない時のトラブルシューティングフロー

修正して
ください

Yes

No

修正して
ください

Yes

No

修正して
ください

Yes

No

経過値を変更
してください

Yes

Yes

No

No

No

No

Yes

Yes

修正して
ください

Yes

修正して
ください

Yes

修正して
ください

No

修正して
ください

Yes

修正して
ください

Yes

Yes

Yes

Yes

修正して
ください

No

エラーが発
生している

経過値を変更
してください

特殊内部リレー
R903A、またはR903B
が既にONされて

いる

特殊データ
レジスタDT9052の

制御クリアフラグがON
されている

HSC ch0、
またはch1をシステム
レジスタNo.400に設定

している

経過値が
H7FFFFFで正転方向へ
パルスを出そう

とした

経過値が
HFF8000で逆転方向へ
パルスを出そう

とした

弊社にご連絡ください

原点復帰モード
になっている

原点入力を
すでに割り込み、または

HSCで使用
している

アブソリュートモード
になっている

アブソリュート
モードの設定が目標値=
経過値となって

いる

［F168 SPD1,□, K□］

K0、K1以外に
設定されている

データ
テーブル1ワード
目の動作モードが

インクリメンタル（0）、
アブソリュート（1）、
原点復帰（2）
以外になって
いる

データテーブル
2ワード目の設定が

40≦初速≦最高速に
なっている

データテーブル
5ワード目の設定が
HFF8000≦目標値≦

H7FFFFF
になっている

No

弊社にご連絡ください

弊社にご連絡ください弊社にご連絡ください

No

No

No

No
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8.5 PWM出力機能
(1)PWM出力機能の概要
■PWM出力機能
●専用命令F170により、指定のデューティ比のパル
ス幅変調出力が得られます。

●温調/調光制御などアナログ制御に応用することが
できます。

システムレジスタ設定について

PWM出力機能を使用する場合は、システムレジ
スタNo.400の対応するチャンネルの設定は、“高
速カウンタを使用しない”に設定してください。

(2)PWM出力機能で使用する命令
■PWM出力命令(F170)

X6
F0 MV, H5, DT100

F0 MV, K500, DT101

F170 PWM, DT100, K0

X6がONしている間、Y0から840 ms周期、DUTY比
50 %のパルスが出力されます。

X7
F0 MV, H6, DT100

F0 MV, K300, DT101

F170 PWM, DT100, K1

X7がONしている間、Y1から1.6秒周期、DUTY比30
%のパルスが出力されます。
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9章  
    ＰＩＤ制御 
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9.1 ＰＩＤ制御とは 
9.1.1 ＰＩＤ制御の動作説明 

ＰＩＤ制御とは温度、圧力、流量、液位などのプロセスの制御量をフィードバック制御する方法で計装分野
で広く使われています。 

 
 比例動作 (Proportional)：入力に比例する大きさの出力を出す制御動作 

 

 

制御量を一定に保つ。 
オフセット（定常偏差）が残る。 
Ｋｐの値が大きいほど、比例動作は強く働く。 
    
Ｋｐ： 比例ゲイン 

 

 積分動作 (Integral)：入力の積分時間に比例する大きさの出力を出す制御動作 
 

 

比例動作、または比例微分動作と組み合わさ

れ、生じるオフセットを取り除く。 
Ｔｉが小さいほど積分動作は強く働く。 
   
Ｔｉ： 積分時間 

 

 微分動作 (Derivative)：入力の時間微分値に比例する大きさの出力を出す制御動作 
 

 

微分動作の進み特性により、プロセスの遅れ特

性が制御に与える悪影響を減少させる。 
Ｔｄが大きいほど微分動作は強く働く。 
純粋な微分動作の場合、ノイズ等が入力される

と一時的に無効になり、操作端に悪影響を与え

るため不完全微分を実行している。 
 
Ｔｄ： 微分時間 

 
 

 

 

 

 ＰＩＤ動作：比例、積分、微分の各動作を組み合わせた制御動作 
 

 

ＰＩＤ制御でパラメータが 適であれば制御量

を目標値に早く一致させて保つことができる。 
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9.2 ＰＩＤ制御命令 
9.2.1 Ｆ３５５（ＰＩＤ） 

 ＰＩＤ制御      

 

 指定できるメモリエリアの種類 （指定単位：ワード） （○：指定可能 ―：指定不可） 
定数  

ＷＸ ＷＹ ＷＲ ＷＬ ＳＶ ＥＶ ＤＴ Ｉ 
Ｋ Ｈ ｆ 

インデックス

修飾 

Ｓ ＰＩＤ演算用パラメータエリア 
（３１ワード）の先頭番号 

─ ─ ─ ─ ─ ─ 〇 ─ ─ ─ ─ ─ 

 

 動作説明 
・測定値［Ｓ＋２］を、設定値［Ｓ＋１］に一致させて保つためにＰＩＤ演算を行い［Ｓ＋３］に出力します。 
・ＰＩＤ演算は微分先行型と比例微分先行型を選択できます。 
・ＰＩＤ演算に用いる係数（比例ゲイン、積分時間、微分時間）や演算の種類・周期はパラメータテーブルに

設定してください。指定の内容でＰＩＤ演算を行います。 
 

 ＰＩＤ演算の種類 
１．逆動作／正動作 
プロセスに変化があった時の出力の上下方向が選択できます。 
・測定値が下がると、出力を上げる場合（加熱など）は、「逆動作」を指定します。 
・測定値が上がると、出力を上げる場合（冷却など）は「正動作」を指定します。 
２．微分先行型、比例微分先行型ＰＩＤ 
微分先行型（ＰＩ－Ｄ）   ：一般的に、設定値変更の際に出力の変動は大きいが収束が早い。 
比例微分先行型（Ｉ－ＰＤ）：一般的に、設定値変更の際に出力の変動は小さいが収束が遅い。 

 

 パラメータテーブルの設定 

 
※ＦＰ－ｅの場合は、［Ｓ＋１１］～［Ｓ＋３０］の２０ワードをワークエリアとして使用します。 
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 フラグ動作 
パラメータ設定値が範囲外のときＯＮ Ｒ９００７ 

Ｒ９００８ 
（ＥＲ） インデックス修飾時にエリアを越えたときＯＮ 

 

 各パラメータの説明 
 

１．制御モード……［Ｓ］ 
ＰＩＤ演算の種類、オートチューニングをＨ定数で指定してください。 

［Ｓ］の値 
制御モード 

オートチューニング非実行時 オートチューニング実行時

逆動作 Ｈ０ Ｈ８０００ 微分先行型 
（ＰＩ－Ｄ） 正動作 Ｈ１ Ｈ８００１ 

逆動作 Ｈ２ Ｈ８００２ 比例微分先行型 
（Ｉ－ＰＤ） 正動作 Ｈ３ Ｈ８００３ 

 
オートチューニング 
プロセスの応答を計測する事により、ＰＩＤパラメータのＫｐ、Ｔｉ、Ｔｄの 適な値を計測します。 
オートチューニングを実行すると、推測された結果はオートチューニング終了後にパラメータのエリアに反
映されます。（プロセスによってはオートチューニングが実行できない場合があります。その場合、元のパラ
メータ演算値に戻ります。） 
 
逆動作、正動作 
プロセスに変化があったとき、出力の上下の方向を決定します。 
逆動作：プロセスの測定値が下がれば出力を上げる。（例：加熱制御） 
正動作：プロセスの測定値が上がれば出力を上げる。（例：冷却制御） 
 
微分先行型、比例微分先行型ＰＩＤ 
設定値の変更した時の出力に変化があります。 
微分先行型（ＰＩ－Ｄ）   ：一般的に、設定値変更の際に出力の変動は大きいが収束が早い。 
比例微分先行型（Ｉ－ＰＤ）：一般的に、設定値変更の際に出力の変動は小さいが収束が遅い。 
 
２．設定値（ＳＰ）……［Ｓ＋１］ 
プロセスの制御量の目標値（温度設定値）を、下記の範囲で設定してください。 
Ｋ０～Ｋ１００００ 
 
３．測定値（ＰＶ）……［Ｓ＋２］ 
プロセスの制御量の現在値（温度データ ＷＸ１、ＷＸ２）を下記の範囲で設定してください。 
Ｋ０～Ｋ１００００ 
 
４．出力値（ＭＶ）……［Ｓ＋３］ 
ＰＩＤ演算した値が格納されます。ＰＷＭ出力機能などを使用して、プロセスに出力してください。 
Ｋ０～Ｋ１００００ 
 
５．出力下限値……［Ｓ＋４］ 
Ｋ０～Ｋ９９９９（＜上限値） 
 
６．出力上限値……［Ｓ＋５］ 
Ｋ1～Ｋ１００００（＞下限値） 
出力値ＭＶの範囲を指定してください。指定した範囲の値が出力されます。 
０≦出力下限値＜出力上限値≦１００００となるようにしてください。 
 
７．比例ゲイン（Ｋｐ）……［Ｓ＋６］ 
ＰＩＤ演算に用いる係数を指定してください。 
設定値×０．１が、実際の比例ゲインになります。 
設定値の範囲は、Ｋ１～Ｋ９９９９ （０．１～９９９．９で０．１単位で指定）です。 
制御モード指定で、オートチューニングを指定すると、自動的に調節されて設定値が書き換えられます。 
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８．積分時間（Ｔｉ）……［Ｓ＋７］ 
ＰＩＤ演算に用いる係数を指定してください。設定値×０．１が実際の積分時間になります。 
設定値の範囲は、Ｋ１～Ｋ３００００ （０．１～３０００秒で、０．１秒単位で指定）です。 
０を指定すると、積分を行いません。 
制御モード指定で、オートチューニングを指定すると、自動的に調節されて設定値が書き換えられます。 
 
９．微分時間（Ｔｄ）……［Ｓ＋８］ 
ＰＩＤ演算に用いる係数を指定してください。 
設定値×０．１が実際の微分時間になります。 
設定値の範囲は、Ｋ０～Ｋ１００００ （０～１０００秒で、０．１秒単位で指定）です。 
制御モード指定で、オートチューニングを指定すると、自動的に調節されて設定値が書き換えられます。 
 
１０．制御周期（Ｔｓ）……［Ｓ＋９］ 
ＰＩＤ演算を実行する周期を指定してください。 
設定値×０．０１が実際の制御周期になります． 
設定値の範囲は、Ｋ１～Ｋ６０００ （０．０１～６０．００秒で、０．０１秒単位で指定）です。 
 
１１．オートチューニング進行状況……［Ｓ＋１０］ 
制御モードにてオートチューニングを指定した場合、オートチューニングの進行度を示します。初期値［０］
から進行状況に応じてＫ１～Ｋ５の値が格納され、オートチューニング終了時は初期値に戻ります。 
 
１２．ＰＩＤ演算用ワークエリア……［Ｓ＋１１］～［Ｓ＋３０］ 
システムが使用する、演算に必要なワークエリアです。 
 

 

 ご注意： 

 オートチューニング実行時のご注意 
パラメータテーブル（制御モード［Ｓ］）にて「オートチューニング実行」に設定した場合、下記の点にご注意
ください。 
・初めてオートチューニングされる場合、［Ｓ］～［Ｓ＋３０］に設定している数値の設定範囲をご確認くださ

い。 
・オートチューニング終了後、制御モード［Ｓ］のエリアは、Ｈ８０００～Ｈ８００３からＨ０～Ｈ３へ自動的に書き

替えられます。プログラム等で再度書き替わらないようにしてください。 
・オートチューニング終了後、比例ゲイン［Ｋｐ］、積分時間［Ｔｉ］、微分時間［Ｔｄ］には 適な値が格納され

ますが、実行前には設定範囲内で適当な値（例えば下限値）を指定する必要があります。 
・オートチューニング終了後、比例ゲイン［Ｋｐ］、積分時間［Ｔｉ］、微分時間［Ｔｄ］に 適な値を格納します。

格納された値が書き替わらないよう、ご注意ください。 
・オートチューニングは設定値（ＳＰ）に対して、測定値（ＰＶ）を上下させるように出力値（ＭＶ）を上限値の

値にした時の測定値（ＰＶ）の変化と出力値（ＭＶ）を下限値にした時の測定値（ＰＶ）の変化を測定するこ
とにより、 適なＫｐ、Ｔｉ、Ｔｄの値を算出します。 

・オートチューニングの出力値（ＭＶ）の変化は 短で、上限値出力―下限値出力―上限値出力の３回の
変化で完了します。複数回以上の変化でもオートチューニング進行状況が０のままの場合は、制御同期
Ｔｓを短くして再度オートチューニングを行ってください。 

 
 プログラム上のご注意 

・パラメータテーブルとして、演算用のワークエリアを含めて、３１ワードのエリアを必要とします。他の命令
で、このエリアの値を書き換えることがないようにご注意ください。 

・パラメータテーブルがエリアを越えても、エラー検知を行いません。［Ｓ］を指定する場合に、 終番号から
低３１ワード以前の番号を指定してください。 

・インデックス修飾でエリアを越えることがないようにご注意ください。エリアを越えても、エラー検知を行い
ません。 

・測定値［Ｓ＋２］の現在値は温度データ（ＷＸ１、ＷＸ２）を入力してください。 
・ＰＩＤ演算した［Ｓ＋３］はＰＷＭ出力機能などを使用してプロセスに出力してください。 
・ＦＰ－ｅの場合、割り込みプログラム内に記述することはできません。 
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9.3 ＰＩＤ制御サンプルプログラム 

 機能の概要 
ＦＰ－ｅ の熱電対入力にＫ熱電対を接続し、ＰＩＤ温度制御が簡単にできます。 
（ＡＵＴＯ ＴＵＮＩＮＧでパラメータ設定も自動選択） 

 

 
 

 熱電対入力仕様  
項目 仕様 

入力点数 ２点 （ＣＨ．０：ＷＸ１，ＣＨ．１：ＷＸ２） 
適用温度センサ 熱電対 Ｋタイプ 

入力温度範囲 －３０．０ ～ ３００．０℃  （－２２～５７２ºＦ） 

総合精度 ±０．５％ＦＳ±１．５℃（ＦＳ＝－３０ ～ ３００℃） 
 

分解能 ０．１℃ 
変換時間 ２５０ｍｓ／２ＣＨ  

絶縁方式 内部回路 ⇔ 熱電対入力回路は非絶縁  

チャンネル間はフォトモス絶縁 
断線検出機能 有り 

 

 参 照：仕様の詳細について ＜２．３．１ 入力仕様＞ 
 
 

 熱電対について 
材質の異なる２種類の金属線の両端を接続し、その両端の温度差による熱起電力を利用して温度を測る
タイプのセンサです。 
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 ①表示画面設定サンプルプログラム 
 サンプルプログラム 

表示画面指定  Ｋ０（Ｎモード画面１） 

表示制御データ Ｄ０～Ｄ２ 

上段表示データ ＤＴ２０２ 

下段表示データ ＤＴ２０１ 

 
 画面表示説明 

表示画面指定 ：Ｋ０：Ｎモード画面１ 
表示制御データ ：ＤＴ０：Ｈ２３：℃、ＰＶ、ＳＶ表示 

ＤＴ１：Ｈ６００１：符号付き１０進５桁、小数点２桁目表示、橙色 
ＤＴ２：Ｈ２００１：符号付き１０進５桁、小数点２桁目表示、緑色 

上段表示データ ：ＤＴ２０２：温度測定値 
下段表示データ ：ＤＴ２０１：温度設定値 

 

 

 ②ＰＩＤパラメータ設定サンプルプログラム 
 サンプルプログラム 

 
 

 

・ＤＴ２００：制御コード （Ｈ０：逆動作 ＰＩ－Ｄモード） 

・ＤＴ２０１：設定温度＝５５℃（５５０＊０．１℃） 
 （現在値と単位を合わせる）  

・ＤＴ２０２：現在温度 （ＷＸ１から０．１℃単位で読込み） 

・ＤＴ２０３：ＰＩＤ演算出力値 （自動演算出力される） 

・ＤＴ２０４：ＰＩＤ出力 下限値 （通常０％とする） 

・ＤＴ２０５：ＰＩＤ出力 上限値 （通常１００．００％とする） 

・ＤＴ２０６：比例ゲイン 

・ＤＴ２０７：積分時間 

・ＤＴ２０８：微分時間 

オートチューニングで自動的に選択さ

れるのでそれをプログラムに書き込む 

・ＤＴ２０９：演算間隔 
（温度制御では約１秒。ヒータのＰＷＭ周期と合わせる） 

 ・ＤＴ２１０：オートチューニング進行状況 

 

注）ＤＴ２１１～ＤＴ２３０はＰＩＤ演算用ワークエリアとして使用しますの

で、他では使用しないでください。 

 
 制御コードの選択方法 

制御コード Ｈ０ Ｈ１ Ｈ２ Ｈ３ 
制御動作 逆動作 正動作 逆動作 正動作 
応答特性 ＰＩ－Ｄ Ｉ－ＰＤ 
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 ③ＰＩＤ演算サンプルプログラム 
 サンプルプログラム 

プログラム動作 

Ｘ０ ：オートチューニングスタート 

（オートチューニングは一度だけです。） 

Ｒ１００ ：オートチューニング中 

Ｆ１３０ ：１６ビットデータのビットセット 

ＤＴ２００の 上位（Ｋ１５）ビットを“１”にするとオート 

チューニングスタート 

ＤＴ２００の 上位ビット（Ｒ１１Ｆ）が“０”でオート 

チューニング終了 

Ｒ１０Ｆ ：オートチューニング終了 

Ｆ１０ ：ブロック転送命令 

オートチューニングで自動調節されたパラメータ 

（Ｋｐ、Ｔｉ、Ｔｄ）を保存します。 

Ｘ１ ：ＰＩＤ制御スタート 

Ｒ１０１ ：ＰＩＤ制御中 

Ｘ２ ：ＰＩＤ制御停止 

Ｆ３５５ ：ＰＩＤ演算命令 

ＰＩＤ制御中は常時ＯＮしてください。 
 

   

 ご注意： 
１．初めてオートチューニングをされる場合は、ＰＩＤ制御のパラメータ（Ｋｐ、Ｔｉ、Ｔｄ）に設定範囲内の 

データを設定してからスタートしてください。 
（ＦＰＷＩＮ ＧＲのデータモニタを使用すると簡単に設定できます。） 

 
【設定例】 
・ ＤＴ１６５２： Ｋ１ 比例ゲイン（Ｋｐ） 
・ ＤＴ１６５３： Ｋ１ 積分時間（Ｔｉ） 
・ ＤＴ１６５４： Ｋ０ 微分時間（Ｔｄ） 
 
２．オートチューニングで得られたＰＩＤ制御のパラメータを保持するために、オートチューニング終了時に

保持型データエリア（例： ＤＴ１６５２～ＤＴ１６５３）にデータ書き込みしてください。 
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 ④ヒータのＰＷＭ制御サンプルプログラム 
 サンプルプログラム 

 

プログラム動作 
ＤＴ２０３ ：ＰＩＤ演算出力 
ＳＶ１ ：ヒータ加熱時間設定 

 ＰＩＤ演算結果でヒータを制御 
ＰＩＤ演算出力ＤＴ２０３が１００％（Ｋ１００００）の時に、ヒータを 
１００％オンさせるため、ＰＩＤ演算出力ＤＴ２０３（Ｋ１００００）を 
１０で割り、ヒータ加熱タイマのＳＶ１に１００％（１０００ｍｓ）を書

き込む。 

ＴＭＬ０ ：ＰＷＭ出力周期設定 

ＴＭＬ１ ：ヒータ加熱時間設定 

Ｙ０ ：ヒータ制御 

 
 各入力タイミング設定の方法 

温度変換周期（ＦＰ－ｅでは２５０ｍｓ）と、ＰＩＤ制御周期（ＤＴ２０９）とＰＷＭ出力周期（ＴＭ０）は同じ、もしくは 
ＰＩＤ制御周期より他の周期が短くなるように設定してください。 

 
 

○ Ｔａｄ＝Ｔｐｉｄ＝Ｔｏｕｔ 
 
○ Ｔａｄ＜Ｔｐｉｄ＞Ｔｏｕｔ 
 
× Ｔａｄ＞Ｔｐｉｄ＜Ｔｏｕｔ 
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9.4 温度制御実行例 
 オートチューニング実行例 

制御周期：Ｔｓ＝Ｋ１００ （１ｓ）  
選択されたパラメータ：比例ゲインＫｐ＝Ｋ１７１（１７．１）、積分時間Ｔｉ＝Ｋ６００ （６０ｓ）、 
              微分時間Ｔｄ＝Ｋ１５０ （１５ｓ） 

 
 

・ＦＰ－ｅの温度入力変換時間は２５０ｍｓですが、システムレジスタ４０９で平均回数（移動平均１～５０回）が
設定できます。初期値は０（この時２０回平均）になっています。 
制御系の熱容量が小さくて高速加熱／冷却するような場合は、平均回数を小さい値に設定してくださ
い。 

・オートチューニングを実行することにより、どのような制御系にも適したパラメータが自動的に設定されま
すが、目的に応じてその値を変化させる（１／２～２倍）ことにより、 適な制御を行うことが可能です。 
一般的に、Ｋｐは応答特性に影響し、Ｋｐの値を大きくすると応答誤差が少なくなりますが、大きくしすぎる
とハンチングを起こす原因になります。 
また、Ｔｉは応答特性に大きく影響し、Ｔｉの値を小さくすることで応答は早くなりますが、小さくしすぎるとオ
ーバーシュートしますのでご注意ください。 

 
 ＰＩＤパラメータ特性例 

Ｔｓ＝２５０、Ｋｐ＝３００、Ｔｄ＝１でＴｉを３０、６０、９０、１２０と変化させた場合 

 
 

 ＰＩＤ制御例 
ＰＩＤ制御モード：Ｔｓ＝２５０、Ｋｐ＝３００、Ｔｉ＝６０、Ｔｄ＝１ 
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10章  
 仕様一覧 
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10.1 仕様 

10.1.1 一般仕様 
項目 仕様 

定格電圧 ２４Ｖ ＤＣ 
電圧許容範囲 ２１．６ ～ ２６．４Ｖ ＤＣ 
許容瞬時 
停電時間 １０ｍｓ 

使用周囲温度 ０ ～ ＋５５℃ 
保存周囲温度 －２０ ～ ＋７０℃ 
使用周囲湿度 ３０ ～ ８５％ＲＨ （ａｔ２５℃ 結露なきこと） 
保存周囲湿度 ３０ ～ ８５％ＲＨ （ａｔ２５℃ 結露なきこと） 

耐電圧 

絶縁されている回路間 ５００Ｖ ＡＣ １分間 
ただし③出力端子（Ｙ５、ＣＯＭ）と 
他絶縁回路間は １５００Ｖ ＡＣ １分間 
（カットオフ電流 １０ｍＡ  
但し保護用バリスタは除く） 

絶縁抵抗 絶縁されている回路間 １００ＭΩ以上 
（試験電圧 ５００Ｖ ＤＣ） 

絶縁回路 
①電源端子、機能アース 
 入力端子（Ａ０、Ａ１） 
 ＣＯＭ．（ＲＳ２３２Ｃ）端子 
②入力端子（ＣＯＭ、Ｘ０～Ｘｎ）
③出力端子（＋、－、Ｙ０～Ｙ４）
④出力端子（Ｙ５、ＣＯＭ） 
⑤ＣＯＭ．（ＲＳ４８５）端子 

耐振動 １０～５５Ｈｚ １掃引/１分間 
複振幅０．７５ｍｍ Ｘ、Ｙ、Ｚ各方向 １０分間  

耐衝撃 ９８ｍ/ｓ2 Ｘ、Ｙ、Ｚ各方向 ４回  
耐ノイズ性 １，０００Ｖ[ｐ－ｐ] パルス幅５０ｎｓ、 １μｓ（ノイズシミュレータ法による） 
使用雰囲気 腐食性ガスがないこと。塵埃がひどくないこと。 
消費電流 ２００ｍＡ以下 （２４Ｖ ＤＣ）、突入電流 ２０Ａ 
保護構造 ＩＰ６６ （ただし、ユニット前面部のみ：ゴムパッキン使用時） 
質量 約１３０ｇ （取付枠、包装を除く） 
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10.1.2 機能仕様 

            機種 
項目 

ＡＦＰＥ２２４３００

(標準タイプ) 
ＲＳ２３２Ｃ 

ＡＦＰＥ２２４３０２

(標準タイプ) 
ＲＳ４８５ 

ＡＦＰＥ２２４３０５ 
(カレンダタイマ付)

ＲＳ２３２Ｃ 

ＡＦＰＥ２１４３２５ 
(熱電対入力付) 

ＲＳ２３２Ｃ 

ＡＦＰＥ２１４３２２

（熱電対入力付）

ＲＳ４８５ 
プログラム方式／制御方式 リレーシンボル/サイクリック演算方式 

ユニット本体
１４点 
[入力８点、出力６点 （Ｔｒ．ＮＰＮ ５点/Ｒｙ １点）] 

１２点 
[入力６点、出力６点] 

制御 Ｉ／０点数 
前面 

スイッチ入力

８点  
（MODE 切替用１点、画面切替用１点 データ設定又は外部入力用６点） 

プログラムメモリ 内蔵メモリ ＥＥＰ－ＲＯＭ内蔵 
プログラム容量 ２，７２０ステップ 

基本命令 ８３種類 
命令語数 

応用命令 １６８種類 注１） 
演算速度 ０．９μｓ/ステップ（基本命令） 
Ｉ／Ｏリフレッシュ＋ベース時間 ２ｍｓ 標準２～３ｍｓ （ 大１５ｍｓ）注２） 

内部リレー（Ｒ） １，００８点（Ｒ０～Ｒ６２Ｆ） 
特殊内部リレー（Ｒ） ６４点（Ｒ９０００～Ｒ９０３Ｆ） リ

レ
ー タイマ・カウンタ（Ｔ）（Ｃ） 

１４４点（初期設定ではタイマ１００点Ｔ０～Ｔ９９/ カウンタ４４点Ｃ１００～Ｃ１４３）注３） 

タイマレンジ（１ｍｓ、１０ｍｓ、１００ｍｓ、１ｓ）：命令により選択 
データレジスタ（ＤＴ） １，６６０ワード（ＤＴ０～ＤＴ１６５９） 

特殊データレジスタ（ＤＴ） １１２ワード（ＤＴ９０００～ＤＴ９１１１） 

演
算
用
メ
モ
リ
点
数 

メ
モ
リ
エ
リ
ア

インデックスレジスタ 

（ＩＸ，ＩＹ） 
２点 

微分点数 無制限 
マスタコントロールリレー 

（ＭＣＲ）点数 
３２点 

ラベル数（ＪＰ＋ＬＯＯＰ数） ６４ラベル 
ステップラダー数 １２８工程 
サブルーチン数 １６サブルーチン 
割り込みプログラム数 ７プログラム（外部６点、内部１点） 
自己診断機能 ウォッチドグタイマ、プログラムの文法のチェックなど 

カレンダタイマ 注４） なし 年（西暦下２桁）・月・日・時・分・秒・

曜日(但し、電池装着時のみ使用可) なし 

電池寿命 電池なし 
２２０日以上（実使用値８７０日 

（２５℃））  

交換目安：1 年（完全無通電の場合） 

電池なし 

ﾊﾟﾙｽキャッチ入力 

割り込み入力 

合計６点    Ｘ０～Ｘ１：５０μｓ  
         Ｘ２～Ｘ５：１００μｓ 

ＣＯＭ．ポート 注５） ＲＳ２３２Ｃ ＲＳ４８５ ＲＳ２３２Ｃ ＲＳ２３２Ｃ ＲＳ４８５ 
定期割込み ０．５ｍｓ ～ ３０ｓ 
コンスタントスキャン 可 
パスワード 可 

注１）Ｖｅｒ．１．２から応用命令が追加されました。 
注２）２５０ｍｓに１回の割合で、長くなります。 
注３）タイマ/カウンタの比率はシステムレジスタにより変更できます。 
注４）カレンダタイマ精度 ０℃：月差２００秒以下、２５℃：月差７０秒以下、５５℃：月差２４０秒以下 
注５）ＣＯＭポートで他の機器と通信する場合、外乱ノイズに対する信頼性は十分に確保していますが、 
   設置環境によっては多大なノイズを受けることも予想されるため、再送処理をすることを推奨します。 
   ＲＳ２３２ＣのドライバＩＣは、ＥＩＡ/ＴＩＡ－２３２ＥとＣＣＩＴＴ Ｖ.２８規格に適合したものを使用しています。 
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                機種 

項目 

ＡＦＰＥ２２４３００

(標準タイプ) 
ＲＳ２３２Ｃ 

ＡＦＰＥ２２４３０２

(標準タイプ) 
ＲＳ４８５ 

ＡＦＰＥ２２４３０５ 
(カレンダタイマ付)
ＲＳ２３２Ｃ 

ＡＦＰＥ２１４３２５ 
(熱電対入力付) 
ＲＳ２３２Ｃ 

ＡＦＰＥ２１４３２２ 
（熱電対入力付） 
ＲＳ４８５ 

カウントモード：加算/減算＜１相＞注６） －入力点数： 大４ｃｈ 
－ 高計数速度：４ｃｈ合計で 大１０ｋＨｚ  大５ｋＨｚ 
－使用入力接点： Ｘ０ カウント入力（ｃｈ．０） 
            Ｘ１ カウント入力（ｃｈ．１） 
            Ｘ２ リセット入力 注７） 
            Ｘ３ カウント入力（ｃｈ．２） 
            Ｘ４ カウント入力（ｃｈ．３） 
            Ｘ５ リセット入力 注７） 
－ 小入力パルス幅：Ｘ０、Ｘ１：５０μｓ  
                  ＜１０ｋＨｚ＞ 

Ｘ０、Ｘ１：１００μｓ 
     ＜５ｋＨｚ＞ 

Ｘ３、Ｘ４：１００μｓ＜５ｋＨｚ＞                    

カウントモード：２相/個別/方向判別＜２相＞ －入力点数： 大２ｃｈ 
－ 高計数速度：２ｃｈ合計で 大２ｋＨｚ 大１ｋＨｚ 
－使用入力接点： Ｘ０ カウント入力（ｃｈ．０） 
            Ｘ１ カウント入力（ｃｈ．０） 
            Ｘ２ リセット入力 
            Ｘ３ カウント入力（ｃｈ．２） 
            Ｘ４ カウント入力（ｃｈ．２） 
            Ｘ５ リセット入力 
－ 小入力パルス幅：Ｘ０、Ｘ１：５０μｓ  
                  ＜１０ｋＨｚ＞ 

Ｘ０、Ｘ１：１００μｓ 
     ＜５ｋＨｚ＞ 

高速カウンタ機能  

*高速カウンタは、 

 １相２ｃｈ＋２相１ｃｈの 

 組み合わせも 

 できます。 
※詳細、制限事項に 

 ついては８章を 

 ご覧ください。 

 

 

Ｘ３、Ｘ４：１００μｓ＜５ｋＨｚ＞ 
出力 

点数 
独立２点 （Ｙ０、Ｙ１）（補間機能なし） パルス 

出力機能 
※詳細、制限事項

については、８章を

ご覧ください。 

出力 

周波数

４０Ｈｚ ～ １０ｋＨｚ （Ｙ０/Ｙ１：１点出力時）注８） 
４０Ｈｚ ～  ５ｋＨｚ （Ｙ０/Ｙ１：２点出力時） 

４０Ｈｚ～５ｋＨｚ（１点） 
４０Ｈｚ～２．５ｋＨｚ（２点） 

出力 

点数 
２点 （Ｙ０、Ｙ１） 

特

殊

機

能 

ＰＷＭ出力機能 
※詳細、制限事項

については、８章を

ご覧ください。 

出力 

周波数

周波数 ：０．１５Ｈｚ ～ １ｋＨｚ 
デューティ：０．１％ ～ ９９．９％ 

タイマ すべて非保持 
非保持型 設定値よりＣ１３９まで 

Ｃ１４０ ～ Ｃ１４３、 ＥＶ１４０ ～ ＥＶ１４３ （経過値） カウンタ 

 
保持型 

ＳＶは非保持 注１０） ＳＶも保持します。 ＳＶは非保持注１０）

非保持型 
９７６点  （Ｒ０  ～ Ｒ６０Ｆ） 
６１ワード  （ＷＲ０  ～ ＷＲ６０） 内部 

リレー 
保持型 

３２点  （Ｒ６１０  ～ Ｒ６２Ｆ） 
２ワード  （ＷＲ６１  ～ ＷＲ６２） 

メ
モ
リ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 非保持型 １６５２ワード （ＤＴ０  ～ ＤＴ１６５１） 
注９） 

データ 

レジスタ 保持型 ８ワード  （ＤＴ１６５２ ～ ＤＴ１６５９） 
注６） １０ｋＨｚは定格入力電圧２４Ｖ、２５℃の仕様です。電圧、温度により周波数が低くなります。 
注７） リセット入力Ｘ０、Ｘ１ともにリセット付きにした場合、Ｘ２はＸ１のリセット入力になります。 
    同様に、Ｘ３、Ｘ４の場合はＸ５がＸ４のリセット入力として働きます。 
注８） 位置決め制御命令Ｆ１６８実行時は、 大９．５ｋＨｚになります。 
注９） プログラムとシステムレジスタはＥＥＰ－ＲＯＭで保持。内部リレー、データレジスタ、タイマ／カウンタの 
    保持エリアは、ＥＥＰ－ＲＯＭで保持。ＥＥＰ－ＲＯＭ書込み命令による書込み可能回数は１万回以内です。 
    カレンダタイマ付き機種で、電池を接続した時は、システムレジスタで設定変更できます。 
    電池を接続しないでシステムレジスタの設定を変更しても、データは保持されません。 
注１０） ＳＶを保持したい場合は２つの方法があります。   
    １．特殊データレジスタ（ＤＴ）への転送命令の設定にて保持をおこない、ＲＵＮモード開始後ＤＴからＳＶへ 
      転送するように、設定してください。 
    ２．電池付きの機種をご使用ください。 
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10.2 Ｉ／Ｏの割付 
 ＦＰ－ｅコントロールユニット 

接点 内容 備考 
Ｘ０ 外部入力  

Ｘ１ 外部入力  

Ｘ２ 外部入力  

Ｘ３ 外部入力 熱電対入力タイプは X0～X5 を使用 

Ｘ４ 外部入力 X6, X7 は未使用 

Ｘ５ 外部入力  

Ｘ６ 外部入力  

Ｘ７ 外部入力  

Ｘ８ 

 

ＸＦ 

未使用  

Ｘ１０ 

 

Ｘ１Ｆ 

CH.０温度データ（WX1） 熱電対入力タイプのみ 

Ｘ２０ 

 

Ｘ２Ｆ 

CH.１温度データ（WX２） 熱電対入力タイプのみ 

Ｘ３０ 前面スイッチ入力 “０”スイッチ  

Ｘ３１ 前面スイッチ入力 “１”スイッチ  

Ｘ３２ 前面スイッチ入力 “２”スイッチ  

Ｘ３３ 前面スイッチ入力 “３”スイッチ 表示モードがＳ，Ｉモード時のみ 

Ｘ３４ 前面スイッチ入力 “４”スイッチ （但し、スイッチロック時は無効） 

Ｘ３５ 前面スイッチ入力 “５”スイッチ  

Ｘ３６ 前面スイッチ入力 “１/２/ＳＥＴ”スイッチ 

Ｘ３７ 前面スイッチ入力 “ＭＯＤＥ”スイッチ 

注）「Ｘ３０」～「Ｘ３Ｆ」は、ＲＵＮ後の 

第１スキャンではＯＮしません。 

Ｘ３８ 前面スイッチ入力 “０”スイッチ  

Ｘ３９ 前面スイッチ入力 “１”スイッチ  

Ｘ３Ａ 前面スイッチ入力 “２”スイッチ  

Ｘ３Ｂ 前面スイッチ入力 “３”スイッチ 全表示モードで有効 

Ｘ３Ｃ 前面スイッチ入力 “４”スイッチ （スイッチロック時も有効） 

Ｘ３Ｄ 前面スイッチ入力 “５”スイッチ  

Ｘ３Ｅ 前面スイッチ入力 “１/２/ＳＥＴ”スイッチ 

Ｘ３Ｆ 前面スイッチ入力 “ＭＯＤＥ”スイッチ 

注）「Ｘ３０」～「Ｘ３Ｆ」は、ＲＵＮ後の 

第１スキャンではＯＮしません。 

Ｘ４０ データ設定値異常（１６ビット範囲外）  

Ｘ４１ Ｎ１画面データ確定  

Ｘ４２ Ｎ２画面データ確定 変更開始時＝０ 

Ｘ４３ Ｒ１画面データ確定 変更確定時＝１ 

Ｘ４４ Ｒ２画面データ確定  

Ｘ４５ 未使用  

Ｘ４６ 未使用  

Ｘ４７ 未使用  

Ｘ４８ 未使用  

Ｘ４９ Ｎ１画面データ変更中  

Ｘ４Ａ Ｎ２画面データ変更中   変更中＝１ 

Ｘ４Ｂ Ｒ１画面データ変更中   確定またはキャンセル＝０ 注１） 

Ｘ４Ｃ Ｒ２画面データ変更中  

Ｘ４Ｄ 未使用  

Ｘ４Ｅ CH.0 温度変換完了フラグ  

Ｘ４Ｆ CH.1 温度変換完了フラグ  

注１）キャンセルは操作スイッチ“５”の長押しか、ＲＵＮ/ＰＲＯＧモード切替で実行。 
Ｙ３８をＯＮしてもキャンセルすることができます。（Ｖｅｒ．１．１以降） 
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接点 内容 備考 
Ｙ０ 外部出力  
Ｙ１ 外部出力  
Ｙ２ 外部出力  
Ｙ３ 外部出力  
Ｙ４ 外部出力  
Ｙ５ 外部出力  
Ｙ６ 未使用  
Ｙ７ 未使用  
Ｙ８ 未使用  
Ｙ９ 未使用  
ＹＡ 未使用  
ＹＢ 未使用  
ＹＣ 未使用  
ＹＤ 未使用  
ＹＥ 未使用  
ＹＦ 未使用  
Ｙ３０ 全スイッチのロック「MODE」 「１/2/SET」 「０」～「５」  
Ｙ３１ Ｎ１画面操作スイッチロック 「０」～「５」 スイッチロック＝１ 
Ｙ３２ Ｎ２画面操作スイッチロック 「０」～「５」 スイッチ操作可＝０ 
Ｙ３３ Ｒ１画面操作スイッチロック 「０」～「５」  
Ｙ３４ Ｒ２画面操作スイッチロック 「０」～「５」  
Ｙ３５ 未使用  
Ｙ３６ 未使用  
Ｙ３７ 温度データ単位切替 （Ｖｅｒ．１．１以降） ºF 表示＝１、   ºC 表示＝０ 
Ｙ３８ データ変更キャンセル（Ｖｅｒ．１．１以降） キャンセル＝１、 キャンセルしない＝０ 
Ｙ３９ 未使用  
Ｙ３Ａ 未使用  
Ｙ３Ｂ 未使用  
Ｙ３Ｃ 未使用  
Ｙ３Ｄ 未使用  
Ｙ３Ｅ 未使用  
Ｙ３Ｆ 未使用  
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10.3 リレー・メモリエリア・定数一覧 
 

メモリエリア名称 使用できるメモリエリアの点数・範囲 機能 

外部入力 Ｘ ２０８点 （Ｘ０～Ｘ１２Ｆ）＊３ 外部からの入力でＯＮ／ＯＦＦします。 

外部出力 Ｙ ２０８点 （Ｙ０～Ｙ１２Ｆ）＊３ 外部にＯＮ／ＯＦＦ状態を出力します。 

内部リレー＊２ Ｒ １００８点 （Ｒ０～Ｒ６２Ｆ） プログラム上でのみＯＮ／ＯＦＦするリレーです。 

タイマ＊２ Ｔ 
タイマが設定時間に達するとＯＮします。 

タイマの番号に対応しています。 

ｶｳﾝﾀ*２ Ｃ 

１４４点 （Ｔ０～Ｔ９９／Ｃ１００～Ｃ１４３）
＊１ カウンタがカウントアップするとＯＮします。 

カウンタの番号に対応しています。 

リ 

レ 

ー 

特殊内部リレー Ｒ ６４点 （Ｒ９０００～ ） 
特定の条件でＯＮ／ＯＦＦし、フラグ等として使用するリ

レーです。 

外部入力 ＷＸ １３ワード （ＷＸ０～ＷＸ１２）*３ 
外部入力１６点分をまとめて、１６ビット１ワードのデータ

として指定する時の記号です． 

外部出力 ＷＹ １３ワード （ＷＹ０～ＷＹ１２）*３ 
外部出力１６点分をまとめて、１６ビット１ワードのデータ

として指定する時の記号です． 

内部リレー*２ ＷＲ ６３ワード （ＷＲ０～ＷＲ６２）*３ 
内部リレー１６点分をまとめて、１６ビット１ワードのデー

タとして指定する時の記号です． 

データレジスタ*２ ＤＴ １６６０ワード （ＤＴ０～ＤＴ１６５９） 
プログラム上で使用するデータメモリです。 

１６ビット（１ワード）単位で扱います． 

タイマ／カウンタ 

設定エリア 
ＳＶ １４４ワード （ＳＶ０～ＳＶ１４３） 

タイマの目標値、カウンタの設定値を格納するデータメ

モリです。タイマ／カウンタの番号に対応しています。 

タイマ／カウンタ 

設定エリア*２ 
EV １４４ワード （EＶ０～EＶ１４３） 

タイマ／カウンタ動作時の経過値を格納するデータメモ

リです。タイマ／カウンタの番号に対応しています。 

特殊データレジスタ DT １１２ワード （ＤＴ９０００～ＤＴ９１１１） 
特定の内容を格納するデータメモリです。 

各種の設定やエラーコードが格納されています。 

メ 

モ 

リ 

エ 

リ 

ア 

インデックス 

レジスタ 

IX 

IY 

２ワード （IX, IY） 

 
メモリエリアのアドレス、定数の修飾用レジスタです。 

マスターコントロールリレー 

（ＭＣＲ）点数 
ＭＣ ３２点 

ラベル数（ＪＰ＋ＬＯＯＰ数） ＬＢＬ ６４ラベル 

ステップラダー数 ＳＳＴＰ １２８工程 

サブルーチン数 ＳＵＢ １６サブルーチン 

制
御
命
令
点
数 

割り込みプログラム数 ＩＮＴ ７プログラム（外部６点、内部１点） 

Ｋ－３２，７６８ ～ Ｋ３２，７６７  （１６ビット演算時） 
１０進定数 K 

Ｋ－２，１４７，４８３，６４８ ～ Ｋ２，１４７，４８３，６４７ （３２ビット演算時） 

Ｈ０～ＨＦＦＦＦ  （１６ビット演算時） 

定 

数 

１６進定数 H 
Ｈ０～ＨＦＦＦＦＦＦＦＦ  （３２ビット演算時） 

＊１：タイマ／カウンタの点数は、システムレジスタＮｏ．５の設定によって変更できます。表の番号は、システムレジスタＮｏ．５が 
デフォルト設定のときのものです。 

＊２：電源を切ったり、ＲＵＮモード→ＰＲＯＧ．モードへ切り替えたりしても、その直前の状態を記憶する保持型と、リセットされる 
非保持型があります。保持型と非保持型のエリアは、＜付表１＞の番号が割り付けられています。カレンダタイマ機能付き 
タイプの場合は、システムレジスタにより保持型／非保持型の範囲を変更することができます。 

＊３：記載の点数はシステムとして持っている点数であり、実際に使用できる点数はＩ／Ｏ割り付け表に従います。 
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  ＜付表１＞保持エリアと非保持エリア 注 1） 

                  機種 

 

ＡＦＰＥ２２４３００ 

（標準タイプ） 

ＡＦＰＥ２２４３０５ 

（カレンダタイマ付タイプ） 

ＡＦＰＥ２１４３２５ 

（熱電対入力付タイプ） 

タイマ すべて非保持 

非保持型 設定値よりＣ１３９まで 
Ｃ１４０ ～ Ｃ１４３、 ＥＶ１４０ ～ ＥＶ１４３（経過値） カウンタ 

保持型 
ＳＶは保持されません 注２） ＳＶを保持 

非保持型 
９７６点  （Ｒ０  ～ Ｒ６０Ｆ） 
６１ワード  （ＷＲ０  ～ ＷＲ６０） 

内部リレー 

保持型 
３２点  （Ｒ６１０  ～ Ｒ６２Ｆ） 
２ワード  （ＷＲ６１  ～ ＷＲ６２） 

非保持型 １６５２ワード （ＤＴ０  ～ ＤＴ１６５１） 
データレジスタ 

保持型 ８ワード  （ＤＴ１６５２ ～ ＤＴ１６５９） 
注１） カレンダタイマ付き機種で、電池を接続した時は、システムレジスタで上記設定を変更できます。 

電池を接続しないでシステムレジスタの設定を変更しても、データは保持されません。 
注２） ＳＶを保持したい場合は２つの方法があります。 

１． 特殊データレジスタ（ＤＴ）への転送命令の設定にて保持をおこない、 
ＲＵＮモード開始後ＤＴからＳＶへ転送するように、設定してください。 

２． 電池付きの機種をご使用ください。 
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10.4 ＦＰ－ｅで簡易表示できるアスキー文字 

10.4.1 表示できるアスキー文字 
ＪＩＳ８コードにおける出力可能文字 

  0xh 1xh 2xh 3xh 4xh 5xh 6xh 7xh 8xh 9xh Axh Bxh Cxh Dxh Exh Fxh

x0h NUL DEL SPACE ０ ＠ Ｐ ｀ ｐ    ー タ ミ   

x1h SOH DC1 ！ １ Ａ Ｑ ａ ｑ   。 ア チ ム   

x2h STX DC2 ” ２ Ｂ Ｒ ｂ ｒ   「 イ ツ メ   

x3h ETX DC3 ＃ ３ Ｃ Ｓ ｃ ｓ   」 ウ テ モ   

x4h EOT DC4 ＄ ４ Ｄ Ｔ ｄ ｔ   、 エ ト ヤ   

x5h ENQ NAK ％ ５ Ｅ Ｕ ｅ ｕ   ・ オ ナ ユ   

x6h ACK SYN ＆ ６ Ｆ Ｖ ｆ ｖ   ヲ カ ニ ヨ   

x7h BEL ETB ’ ７ Ｇ Ｗ ｇ ｗ   ァ キ ヌ ラ   

x8h BS CAN （ ８ Ｈ Ｘ ｈ ｘ   ィ ク ネ リ   

x9h HT EM ） ９ Ｉ Ｙ ｉ ｙ   ゥ ケ ノ ル   

xAh LF SUB ＊ ： Ｊ Ｚ ｊ ｚ   ェ コ ハ レ   

xBh VT ESC ＋ ； Ｋ ［ ｋ ｛   ォ サ ヒ ロ   

xCh FF FS ， ＜ Ｌ ￥ ｌ ｜   ャ シ フ ワ   

xDh CR GS － ＝ Ｍ ］ ｍ ｝   ュ ス ヘ ン   

xEh SO RS ． ＞ Ｎ ＾ ｎ ～   ョ セ ホ ゛   

xFh SI US ／ ？ Ｏ ＿ ｏ DEL   ッ ソ マ ゜   

                 

                 

  注１）出力不可な文字を出力指定した場合は空白出力となる。       

  注２）アルファベットは大文字（41h～5Ah）／小文字（61h～7Ah）の区別はなく、   

  同一の出力となる。（“Ａ”と“ａ”は同じ出力となる）      

 
 

 



10-10 

10.4.2 アスキーコードと表示 
 

アスキーコード アスキー文字 出力イメージ

20h (SPACE)

21h

25h

24h

23h

22h

26h

2Fh

2Eh

2Dh

2Ch

2Bh

2Ah

29h

28h

27h

!

%

$

#

"

&

/

.

－

,

＋

＊

)

(

'

30h 0

31h

35h

34h

33h

32h

36h

3Fh

3Eh

3Dh

3Ch

3Bh

3Ah

39h

38h

37h

1

5

4

3

2

6

?

>

=

<

;

:

9

8

7

40h @

41h

45h

44h

43h

42h

46h

4Fh

4Eh

4Dh

4Ch

4Bh

4Ah

49h

48h

47h

A

E

D

C

B

F

O

N

M

L

K

J

I

H

G

アスキーコード アスキー文字 出力イメージ アスキーコード アスキー文字 出力イメージ
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アスキーコード アスキー文字 出力イメージ

50h P

51h

55h

54h

53h

52h

56h

5Fh

5Eh

5Dh

5Ch

5Bh

5Ah

59h

58h

57h

Q

U

T

S

R

V

_

^

]

\

[

Z

Y

X

W

60h `

61h

65h

64h

63h

62h

66h

6Fh

6Eh

6Dh

6Ch

6Bh

6Ah

69h

68h

67h

a

e

d

c

b

f

o

n

m

l

k

j

i

h

g

70h p

71h

75h

74h

73h

72h

76h

7Fh

7Eh

7Dh

7Ch

7Bh

7Ah

79h

78h

77h

q

u

t

s

r

v

(DEL)

～

}

|

{

z

y

x

w

特記事項
　　・制御コードである００ｈ～１Ｆｈ，７Ｆｈを指定した場合は、空白表示（全消灯）となる。

・ＪＩＳ８コードである８０ｈ～ＦＦｈを指定した場合は、空白表示（全消灯）となる。

アスキーコード アスキー文字 出力イメージ アスキーコード アスキー文字 出力イメージ
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11章  
 外形寸法図その他 
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11.1 外形寸法図 
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11.2 サンプルプログラム・結線図等について 
サンプルプログラムや結線図等は当社ＨＰ（ＰＬＣ総合専門サイト）での掲載もございます。 
こちらも合わせてご利用ください。 
 
ＰＬＣ総合専門サイト（技術・サポート） 
http://www.mew.co.jp/ac/fasys/tech_support/ 
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12.1 システムレジスタ・特殊内部リレー・特殊デ

ータレジスタ 
 システムレジスタについて 

 システムレジスタエリアとは 
・システムレジスタは、動作範囲や使用する機能を決める値（パラメータ）を設定するレジスタです。用途やプログラム 
 の仕様に応じて、値を設定してください。 
・これらに対する機能を使わない場合は、特にシステムレジスタを設定する必要はありません。 
 

 システムレジスタの種類 
使用するレジスタはＰＬＣにより異なります。一覧表にてご確認ください。 
 
１． ユーザメモリの割付 （Ｎｏ．０、１、２） 
プログラムエリアやファイルレジスタエリアの容量を設定し、ユーザメモリエリアを使用環境に応じて構成します。メモリ
エリアの容量は各機種（ＣＰＵユニット）により異なります。 
 
２． タイマ／カウンタの区分け （Ｎｏ．５） 
システムレジスタＮｏ．５でカウンタの先頭番号を指定することによって、タイマとカウンタの数を設定します。 
 
３． 保持型／非保持型の設定 （Ｎｏ．６～１８） 
保持型に設定すると、ＰＲＯＧ．モードにしたり、電源をＯＦＦしたときに、リレーやデータメモリは値を保持します。非保
持型では、０クリアされます。 
電池装着有無のＰＬＣの場合は、オプション電池使用時に保持エリアを指定します。 
 
４． 異常時の運転モードの設定 （Ｎｏ．４、２０～２８） 
電池異常時、二重出力時、Ｉ／Ｏ照合エラー時、演算エラー時の運転モードを設定します。 
 
５． 時間設定 （Ｎｏ．３０～３４） 
タイムアウトエラー検出のための処理待ち時間やコンスタントスキャンの時間の設定をします。 
 
６． リモートＩ／Ｏ動作モードの選択 （Ｎｏ．３５、３６） 
リモートＩ／Ｏの起動時の子局接続待ちの有無、リモートＩ／Ｏリフレッシュのタイミングを設定します。 
 
７． ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０、ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ／Ｐ ＰＣ（ＰＬＣ）リンクの設定 （ＮＯ．４０～４７、５０～５５、５７） 
リンクリレーおよびリンクレジスタをＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０、ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ／ＰのＰＣ（ＰＬＣ）リンク通信で使用するための
設定を行います。 
 
注）初期値ではＰＣ（ＰＬＣ）リンク通信しない設定になっています。 
 
８． ＭＥＷＮＥＴ－Ｈ ＰＣ（ＰＬＣ）リンクの設定 （ＮＯ．４９） 
ＭＥＷＮＥＴ－ＨのＰＣ（ＰＬＣ）リンク通信で、１スキャンに処理するデータ量を設定します。 
 
９． 入力設定 （ＮＯ．４００～４０６） 
高速カウンタ機能、パルスキャッチ機能、割り込み機能を使うときに、動作モードや専用入力として使う入力番号を設
定します。 
 
１０．入力時定数設定 （ＦＰ１／ＦＰ－Ｍ ＮＯ．４０４～４０７） 
取り込める入力信号の幅を変更することによって、チャタリングやノイズによる誤動作を防ぐことができます。 
 
１１．温度入力平均処理回数設定 （ＮＯ．４０９） 
熱電対入力値のふらつきを抑えるために平均回数の設定ができます。通常ご使用いただく場合は、２０回以上の設定
にしてください。初期設定は０（この時２０回平均）になっています。 
 
１２．ツールポート、ＣＯＭポートの通信設定 （ＮＯ．４１０～４２１） 
各ツールポート、ＣＯＭ１、ＣＯＭ２ポートでコンピュータリンク、汎用通信、ＰＣ（ＰＬＣ）リンク、モデム通信を行う時に設
定します。 
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 システムレジスタ設定値の確認と変更 
すでに設定されている値（読み出したときに表示される値）で使用するときは、改めて書き込む必要はありません。 
 
ＦＰＷＩＮ ＧＲを使う場合 
１． コントロールユニットを「ＰＲＯＧ．」モードにしてください。 
２． メニュー操作で［オプション（Ｏ）］→［ＰＬＣシステムレジスタ設定．．．］を選択してください。 
３． ＰＬＣシステムレジスタ設定ダイアログボックスで設定する機能を選択すると、選択したシステムレジスタの値や設定

状況が表示されます。設定値や設定状況を変更する場合は、新しい値を書き込んだり設定状況を選択してくださ
い。 

４． これらの設定を登録する場合は、［ＯＫ］ボタンを押してください。 
 
 

 システムレジスタ設定時の注意点 
・システムレジスタの設定内容は、設定した時点から有効になります。 
 ただし、No.４００以降は、ＲＰＯＧ．モード→ＲＵＮモードにした場合に有効となります。 
 また、モデム接続の設定については、電源を再投入した時あるいは、ＰＲＯＧ．モード→ＲＵＮモードにした時点で 
 コントローラからモデムに対してコマンドを送り、モデムを受信可能な状態にします。 
・初期化操作をおこなうと、すべての値（パラメータ）が初期値になります。 
 



12-5 

12.1.1 システムレジスタ一覧（ＦＰ－ｅ） 
 番号 名称 初期値 設定値範囲・説明 

５ カウントの開始Ｎｏ． １００ ０～１４４ 

６ タイマ／カウンタ保持型エリア
の開始Ｎｏ． １４０ ０～１４４ 

７ 内部リレー保持型エリアの開
始Ｎｏ． ６１ ０～６３ 

８ データレジスタ保持型エリアの
開始Ｎｏ． １６５２ ０～１６６０ 

保
持
／
非
保
持 

１４ ステップラダーの保持／非保
持の選択 非保持 保持／非保持 

カレンダタイマ機能の無い機種
は、初期値のままご使用くださ
い。設定を変更すると、保持／非
保持の動作が不定となります。 
カレンダタイマ機能付きの機種
は、設定が有効になります。 
（リチウム電池使用時） 

２０ 二重出力（禁止／許可）の選択 禁止 禁止／許可 

２６ 演算エラー発生時の運転モー
ド（停止／運転）の選択 停止 停止／運転 

異
常
時
運
転 ４ 電池異常時の動作選択（注） しない 

しない：
 
 
する： 
 
 

電池異常時に自己診断エラーを報知せ
ず、ＥＲＲＯＲ／ＡＬＡＲＭ ＬＥＤは点滅し
ません。 
電池異常時に自己診断エラーを報知し、
ＥＲＲＯＲ／ＡＬＡＲＭ ＬＥＤを点滅しま
す。 

３１ 複数フレーム処理待ち時間 ６５００．０
ｍｓ １０～８１９００ ｍｓ 

 

３４ コンスタントスキャン時間 通常の
スキャン

０：通常のスキャン 
０～１６０ ｍｓ：指定時間ごとにスキャン 

注）カレンダタイマ機能付きの機種には、リチウム電池を同梱しています。リチウム電池使用時には設定してください。 
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ＦＰ－ｅ 
 番号 名称 初期値 設定値範囲・説明 

ＣＨ０： 
Ｘ０を高速カ
ウ ン タ と し て
設定しない 

ＣＨ０

入力Ｘ０を高速カウンタとして設定しない 
２相入力（Ｘ０、Ｘ１） 
２相入力（Ｘ０、Ｘ１）、リセット入力（Ｘ２） 
加算入力（Ｘ０） 
加算入力（Ｘ０）、リセット入力（Ｘ２） 
減算入力（Ｘ０） 
減算入力（Ｘ０）、リセット入力（Ｘ２） 
個別入力（Ｘ０、Ｘ１） 
個別入力（Ｘ０、Ｘ１）、リセット入力（Ｘ２） 
方向判別（Ｘ０、Ｘ１） 
方向判別（Ｘ０、Ｘ１）、リセット入力（Ｘ２） 

４００ 高速カウンタ動作モード
設定（Ｘ０～Ｘ２） 

ＣＨ１： 
Ｘ１を高速カ
ウ ン タ と し て
設定しない 

ＣＨ１

Ｘ１を高速カウンタとして設定しない 
加算入力（Ｘ１） 
加算入力（Ｘ１）、リセット入力（Ｘ２） 
減算入力（Ｘ１） 
減算入力（Ｘ１）、リセット入力（Ｘ２） 

ＣＨ２： 
Ｘ３を高速カ
ウ ン タ と し て
設定しない 

ＣＨ２

Ｘ３を高速カウンタとして設定しない 
２相入力（Ｘ３、Ｘ４） 
２相入力（Ｘ３、Ｘ４）、リセット入力（Ｘ５） 
加算入力（Ｘ３） 
加算入力（Ｘ３）、リセット入力（Ｘ５） 
減算入力（Ｘ３） 
減算入力（Ｘ３）、リセット入力（Ｘ５） 
個別入力（Ｘ３、Ｘ４） 
個別入力（Ｘ３、Ｘ４）、リセット入力（Ｘ５） 
方向判別（Ｘ３、Ｘ４） 
方向判別（Ｘ３、Ｘ４）、リセット入力（Ｘ５） 

高
速
カ
ウ
ン
タ 

４０１ 高速カウンタ動作モード
設定（Ｘ３～Ｘ５） 

ＣＨ３： 
Ｘ４を高速カ
ウ ン タ と し て
設定しない 

ＣＨ３

Ｘ４を高速カウンタとして設定しない 
加算入力（Ｘ４） 
加算入力（Ｘ４）、リセット入力（Ｘ５） 
減算入力（Ｘ４） 
減算入力（Ｘ４）、リセット入力（Ｘ５） 

４０２ パルスキャッチ入力の
設定 設定しない  

パルスキャッチ入力として使用する入力接点を指定し
てください。 

 

４０３ 割り込み入力の設定 設定しない 

 
パルスキャッチ入力として使用する入力接点を指定し
てください。 
 

 
割り込み有効エッジを指定してください。 
（チェック時：ＯＮ→ＯＦＦを有効） 

注１）動作モードを２相、個別、方向判別のいずれかに設定した場合、システムレジスタＮｏ．４００ではＣＨ１の設定が、 
 Ｎｏ．４０１ではＣＨ３の設定が無効になります。 
注２）リセット入力の設定が重なった場合は、システムレジスタＮｏ．４００ではＣＨ１の設定が優先となります。 
注３）Ｎｏ．４０２と４０３の設定は、画面上で接点毎に設定します。 
注４）同じ入力接点に対してＮｏ．４００～Ｎｏ．４０３を同時に設定した場合、高速カウンタ→パルスキャッチ→ 
 割り込み入力の順に優先されます。 
   ＜例＞ 
   高速カウンタを加算入力モードで使用している時、Ｘ０を割り込み入力やパルスキャッチ入力に指定しても、そ 
   の指定は無効となり、Ｘ０は高速カウンタのカウンタ入力としてはたらきます。 
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ＦＰ―ｅ 
 番号 名称 初期値 設定値（パラメータ） 

温
度
入
力 

４０９ 温度入力平均処理回数 ０ 
０～５０ 
初期値の場合、平均処理回数は２０回となります。 
熱電対入力タイプのみ有効 

４１０ ユニットＮｏ．の設定 １ １～９９ 

しない モデム接続する／しない 

４１１ 通信フォーマットの設定 
データ長
８ビット 

データ長：７ビット／８ビット 
モデム接続するときはデータ長の設定により、フォー
マットは下記のようになります。 
データ長８ビット時：パリティなし １ストップビット 
データ長７ビット時：奇数パリティ １ストップビット 

ツ
ー
ル
ポ
ー
ト
設
定 

４１４ 通信速度の設定 ９６００ 
ｂｐｓ 

９６００ ｂｐｓ 
１９２００ ｂｐｓ 

４１２ 通信モードの設定 コンピュ
ータリンク

コンピュータリンク 
汎用通信 
ＭＯＤＢＵＳ Ｓ ＲＴＵ（Ｖｅｒ．１．２以降） 

４１３ 伝送フォーマットの設定 

データ長
８ビット 
パ リ テ ィ
チェック 
奇数 
ストップビ
ット 
１ビット 

各項目を設定してください。 
データ長：７ビット／８ビット 
パリティチェック：なし／奇数／偶数 
ストップビット：１または２ 
 
＊システムレジスタＮｏ．４１２の通信モードを「汎用通
信」に設定した場合のみ下記の設定が有効です。 
終端コード：ＣＲ／ＣＲ＋ＬＦ／無し 
始端コード：ＳＴＸ無し／ＳＴＸ有り 

４１４ 通信速度の設定 ９６００ 
ｂｐｓ 

３００ ｂｐｓ 
６００ ｂｐｓ 
１２００ ｂｐｓ 
２４００ ｂｐｓ 
４８００ ｂｐｓ 
９６００ ｂｐｓ 
１９２００ ｂｐｓ 

４１５ ユニットＮｏ．の設定 １ １～９９ ＊Ｖｅｒ．１．２以降は、Ｒモードで前面操作ス

イッチでも設定変更できます。 

４１６ モデム接続の選択 しない する／しない 

４１７ 汎用通信時の受信バッファ 
先頭番号 ０ ０～１６５９ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
ポ
ー
ト
設
定 

４１８ 汎用通信時の受信バッファ
容量 １６６０ ０～１６６０ 
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12.1.2 特殊内部リレー一覧（ＦＰ－ｅ） 
ＷＲ９００（ワード単位指定） 

リレー番号 名称 内容 

Ｒ９０００ 自己診断エラーフラグ エラーフラグ自己診断エラー発生時、ＯＮします。 
→自己診断の結果はＤＴ９０００に格納されます。 

Ｒ９００１ 未使用  

Ｒ９００２ 未使用  

Ｒ９００３ 未使用  

Ｒ９００４ 未使用  

Ｒ９００５ バックアップ電池異常フラグ 
（現在型） 電池異常が検出されたとき、ＯＮします。 

Ｒ９００６ バックアップ電池異常フラグ 
（保持型） 

電池異常が検出されたとき、ＯＮします。 
一度電池異常を検出すると復帰後も保持します。 
→電源を切断するか、イニシャライズ操作を行うと 
ＯＦＦします。 

Ｒ９００７ 演算エラーフラグ（保持型） 
（ＥＲフラグ） 

運転を開始した後、演算エラーが発生するとＯＮし、運転している
間保持されます。 
→エラーが発生したアドレスがＤＴ９０１７に格納されます。（ 初に
発生した演算エラーを示します。） 

Ｒ９００８ 演算エラーフラグ（ 新型） 
（ＥＲフラグ） 

演算エラーが発生する度にＯＮします。 
→ＤＴ９０１８には、演算エラーが発生したアドレスが格納されます。
新たにエラーが発生するたびに内容は更新されます。 

Ｒ９００９ キャリーフラグ（ＣＹフラグ） 演算の結果オーバーフローやアンダーフローが発生したときやシ
フト系命令を実行した結果、セットされます。 

Ｒ９００Ａ ＞フラグ 比較命令を実行し、比較結果が大であれば、ＯＮします。 

Ｒ９００Ｂ ＝フラグ 比較命令を実行し、比較結果が等しいとき、ＯＮします。 
演算命令を実行し、比較結果が０のとき、ＯＮします。 

Ｒ９００Ｃ ＜フラグ 比較命令を実行し、比較結果が小であれば、ＯＮします。 

Ｒ９００Ｄ 補助タイマ命令フラグ 
補助タイマ命令（Ｆ１３７／Ｆ１８３）を実行し、設定した時間が経過し
たときＯＮします。実行条件がＯＦＦになるとこのフラグは、ＯＦＦしま
す。 

Ｒ９００Ｅ ツールポート通信異常 ツールポート使用時に通信異常が検出されたときＯＮします。 

Ｒ９００Ｆ コンスタントスキャン異常フラグ
コンスタントスキャン実行時、スキャンタイムが設定タイム（システム
レジスタＮｏ．３４）を超えると、ＯＮします。 
システムレジスタＮｏ．３４で、０を設定した場合にもＯＮになります。
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ＷＲ９０１（ワード単位指定） ＦＰ－ｅ 
リレー番号 名称 内容 
Ｒ９０１０ 常時ＯＮリレー 常時ＯＮしています。 

Ｒ９０１１ 常時ＯＦＦリレー 常時ＯＦＦしています。 

Ｒ９０１２ スキャンパルスリレー １スキャン毎にＯＮ／ＯＦＦを繰り返します。 

Ｒ９０１３ イニシャルパルスリレー（ＯＮ） 運転（ＲＵＮ）開始後の 初の１スキャンのみＯＮし、２スキャン目以
降はＯＦＦになります。 

Ｒ９０１４ イニシャルパルスリレー（ＯＦＦ）
運転（ＲＵＮ）開始後の 初の１スキャンのみＯＦＦし、２スキャン目
以降はＯＮになります。 

Ｒ９０１５ ステップラダー 
イニシャルパルスリレー（ＯＮ） 

ステップラダー制御時、１つの工程の起動後の第１スキャンのみＯ
Ｎします。 

Ｒ９０１６ 未使用  

Ｒ９０１７ 未使用  

Ｒ９０１８ ０．０１秒クロックパルスリレー ０．０１秒周期のクロックパルスです。

 

  

Ｒ９０１９ ０．０２秒クロックパルスリレー ０．０２秒周期のクロックパルスです。

 

  

Ｒ９０１Ａ ０．１秒クロックパルスリレー ０．１秒周期のクロックパルスです。 

 

  

Ｒ９０１Ｂ ０．２秒クロックパルスリレー ０．２秒周期のクロックパルスです。 

 

  

Ｒ９０１Ｃ １秒クロックパルスリレー １秒周期のクロックパルスです。 

 

  

Ｒ９０１Ｄ ２秒クロックパルスリレー ２秒周期のクロックパルスです。 

 

  

Ｒ９０１Ｅ １分クロックパルスリレー １分周期のクロックパルスです。 

 

  
Ｒ９０１Ｆ 未使用  
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ＷＲ９０２（ワード単位指定） ＦＰ－ｅ 
リレー番号 名称 内容 

Ｒ９０２０ ＲＵＮモードフラグ ＰＲＯＧ．モードにすると、ＯＦＦします。 
ＲＵＮモードにすると、ＯＮします。 

Ｒ９０２１ 未使用  

Ｒ９０２２ 未使用  

Ｒ９０２３ 未使用  

Ｒ９０２４ 未使用  

Ｒ９０２５ 未使用  

Ｒ９０２６ メッセージフラグ メッセージ表示命令（Ｆ１４９）を実行すると、ＯＮします。 

Ｒ９０２７ 未使用  

Ｒ９０２８ 未使用  

Ｒ９０２９ 強制中フラグ 入出力リレー、タイマ／カウンタ接点等を強制ＯＮ／ＯＦＦしている
ときに、ＯＮします。 

Ｒ９０２Ａ 割り込み中フラグ 外部割り込みが許可されているときに、ＯＮします。 

Ｒ９０２Ｂ 割り込み異常フラグ 割り込み異常が発生しているときに、ＯＮします。 

Ｒ９０２Ｃ 未使用  

Ｒ９０２Ｄ 未使用  

Ｒ９０２Ｅ 未使用  

Ｒ９０２Ｆ 未使用  
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ＷＲ９０３（ワード単位指定） ＦＰ－ｅ 
リレー番号 名称 内容 
Ｒ９０３０ 未使用  
Ｒ９０３１ 未使用  

Ｒ９０３２ ＣＯＭポート通信モードフラグ 汎用通信機能使用時にＯＮになります。 
コンピュータリンクやＭＯＤＢＵＳ機能使用時にＯＦＦになります。 

Ｒ９０３３ プリント命令実行中フラグ ＯＦＦ：実行していません 
ＯＮ：実行中 

Ｒ９０３４ ＲＵＮ中書き換え完了フラグ ＲＵＮ中書き換えが完了した 初の１スキャンのみＯＮする特殊内
部リレーです。 

Ｒ９０３５ 未使用  

Ｒ９０３６ 未使用  

Ｒ９０３７ ＣＯＭポート伝送エラーフラグ データ通信時に伝送エラーが発生するとＯＮになります。 

Ｒ９０３８ ＣＯＭポート汎用通信時の 
受信完了フラグ 汎用通信時に終端コードを受信するとＯＮになります。 

Ｒ９０３９ ＣＯＭポート汎用通信時の 
送信完了フラグ 

汎用通信時に送信を完了するとＯＮになります。 
汎用通信時に送信要求するとＯＦＦになります。 

Ｒ９０３Ａ 高速カウンタ 
制御中フラグ ｃｈ０用 高速カウンタ命令Ｆ１６６、Ｆ１６７、パルス出力命令Ｆ１６８～Ｆ１７０

の実行中にＯＮになります。 

Ｒ９０３Ｂ 高速カウンタ 
制御中フラグ ｃｈ１用 高速カウンタ命令Ｆ１６６、Ｆ１６７、パルス出力命令Ｆ１６８～Ｆ１７０

の実行中にＯＮになります。 

Ｒ９０３Ｃ 高速カウンタ 
制御中フラグ ｃｈ２用 高速カウンタ命令Ｆ１６６、Ｆ１６７、パルス出力命令Ｆ１６８～Ｆ１７０

の実行中にＯＮになります。 

Ｒ９０３Ｄ 高速カウンタ 
制御中フラグ ｃｈ３用 高速カウンタ命令Ｆ１６６、Ｆ１６７、パルス出力命令Ｆ１６８～Ｆ１７０

の実行中にＯＮになります。 
Ｒ９０３Ｅ 未使用  

Ｒ９０３Ｆ 未使用  
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12.1.3 特殊データレジスタ一覧（ＦＰ－ｅ） 
レジスタ番号 名称 内容 読出 書込

ＤＴ９０００ 自己診断エラーコード 自己診断エラー発生時にエラーコードを格納します。 ○ × 
ＦＰ－ｅに表示中の画面Ｎｏ．を表示します。 

ＤＴ９００１ ＦＰ－ｅ表示中画面Ｎｏ． 
Ｋ０：Ｎモード第１画面 
Ｋ１：Ｎモード第２画面 
Ｋ２：Ｓモード第１画面 
Ｋ３：Ｓモード第２画面 

Ｋ４：Ｒモード第１画面 
Ｋ５：Ｒモード第２画面 
Ｋ６：Ｉモード第１画面 
Ｋ７：Ｉモード第２画面 

○ × 

ＤＴ９００２ 
ＤＴ９００３ アナログ入力データ ｃｈ．０アナログ入力データ（２ワード実数データ） ○ × 

ＤＴ９００４ 
ＤＴ９００５ アナログ入力データ ｃｈ．１アナログ入力データ（２ワード実数データ） ○ × 

ＤＴ９０１４ データシフト命令の演算 
補助レジスタ 

データシフト命令Ｆ１０５（ＢＳＲ）またはＦ１０６（ＢＳＬ）を
実行した結果、押し出された１デジットデータが、ビッ
ト０～ビット３に格納されます。 
Ｆ０（ＭＶ）命令を実行して、値の読み出しや書き込み
ができます。 

  

ＤＴ９０１５ ○ ○ 

ＤＴ９０１６ 

除算命令の演算補助 
レジスタ 

１６ビット除算命令Ｆ３２（％）、Ｆ５２（Ｂ％）実行時、 
ＤＴ９０１５に余り１６ビットが格納されます。 
３２ビット除算命令Ｆ３３（Ｄ％）、Ｆ５３（ＤＢ％）実行時、
ＤＴ９０１５～ＤＴ９０１６に余り３２ビットが格納されま
す。Ｆ０（ＭＶ）命令を実行して、値の読み出しや書き
込みができます。 

○ ○ 

ＤＴ９０１７ 演算エラー発生アドレス 
（保持型） 

運転開始後、 初に演算エラーが発生したアドレス
が格納されます。１０進数表示でモニタしてください。 ○ × 

ＤＴ９０１８ 演算エラー発生アドレス 
（ 新型） 

演算エラーが発生したアドレスが格納されます。エラ
ーが発生する度に更新されます。スキャン先頭では、
０になります。１０進数表示でモニタしてください。 

○ × 

ＤＴ９０１９ ２．５ｍｓ リングカウンタ 

格納値が、２．５ｍｓ毎に＋１されます。 
（Ｈ０～ＨＦＦＦＦ） 
２点の値の差（絶対値）×２．５ｍｓ＝２点間の経過時
間 

○ × 

ＤＴ９０２０ 未使用  

ＤＴ９０２１ 未使用  
× × 

ＤＴ９０２２ スキャンタイム（現在値）(注) 
スキャンタイムの現在値が格納されます。 
[格納値（１０進数）]×０．１ｍｓ 
（例）Ｋ５０の時は、５ｍｓ以内を示します。 

○ × 

ＤＴ９０２３ スキャンタイム（ 小値）(注) 
スキャンタイムの 小値が格納されます。 
[格納値（１０進数）]×０．１ｍｓ 
（例）Ｋ５０の時は、５ｍｓ以内を示します。 

○ × 

ＤＴ９０２４ スキャンタイム（ 大値）(注) 
スキャンタイムの 大値が格納されます。 
[格納値（１０進数）]×０．１ｍｓ 
（例）Ｋ１２５の時は、１２．５ｍｓ以内を示します。 

○ × 

ＤＴ９０２５ 割り込みの許可（マスク） 
状態（ＩＮＴ０～５） 

ＩＣＴＬ命令によって設定した内容が格納されます。 
ＢＩＮ表示でモニタしてください。  

   

○ × 

ＤＴ９０２６ 未使用  × × 

ＤＴ９０２７ 定時割り込みの間隔 
（ＩＮＴ２４） 

ＩＣＴＬ命令によって設定した内容が格納されます。 
Ｋ０：定時割り込みを使用しません。 
Ｋ１～Ｋ３０００：０．５ｍｓ～１．５ｓまたは１０ｍｓ～３０ｓ 

○ × 

注） スキャンタイム表示は、ＲＵＮモード時のみ、演算サイクル時間を表します。ＰＲＯＧ．モード時は演算のスキャン時 
 間を表しません。 大値、 小値は、ＲＵＮモードとＰＲＯＧ．モードの切り替え時に一旦クリアされます。 



12-13 

 
ＦＰ－ｅ 
レジスタ番号 名称 内容 読出 書込

ＤＴ９０２８ 未使用  

ＤＴ９０２９ 未使用  
× × 

ＤＴ９０３０ メッセージ０ 

ＤＴ９０３１ メッセージ１ 

ＤＴ９０３２ メッセージ２ 

ＤＴ９０３３ メッセージ３ 

ＤＴ９０３４ メッセージ４ 

ＤＴ９０３５ メッセージ５ 

メッセージ表示命令（Ｆ１４９）にて設定した内容（キャ
ラクタ）を格納します。 ○ × 

ＤＴ９０３６ 未使用  × × 

ＤＴ９０３７ サーチ命令用演算補助 
レジスタ 

Ｆ９６（ＳＲＣ）命令実行時にサーチデータと一致した
個数が格納されます。 ○ ○ 

ＤＴ９０３８ サーチ命令用演算補助 
レジスタ 

Ｆ９６（ＳＲＣ）命令実行時に 初に一致した相対位置
が格納されます。 ○ ○ 

ＤＴ９０３９ 未使用  × × 

ＤＴ９０４０ 温度入力ｃｈ０ 

ＤＴ９０４１ 温度入力ｃｈ１ 
平均処理する前の温度入力の値が格納されます。 ○ × 

ＤＴ９０３９ 未使用  × × 

ＤＴ９０４３ システム使用（電池） システムにて使用しています。 ○ × 

ＤＴ９０４４ 

ＤＴ９０４５ 
高速カウンタ 
経過値 ｃｈ０用 

高速カウンタの経過値（２４ビットデータ）が格納されま
す。Ｆ１（ＤＭＶ）命令を実行して、値の読み出しや書
き込みができます。 

○ ○ 

ＤＴ９０４６ 

ＤＴ９０４７ 

高速カウンタ 
目標値 ｃｈ０用 

高速カウンタ命令で設定する高速カウンタの目標値
（２４ビットデータ）が格納されます。 
高速カウンタ関連命令実行時に各命令で設定した目
標値がプリセットされます。Ｆ１（ＤＭＶ）命令を実行し
て、値の読み出しができます。 

○ × 

ＤＴ９０４８ 

ＤＴ９０４９ 
高速カウンタ 
経過値 ｃｈ１用 

高速カウンタの経過値（２４ビットデータ）が格納されま
す。Ｆ１（ＤＭＶ）命令を実行して、値の読み出しや書
き込みができます。 

○ ○ 

ＤＴ９０５０ 

ＤＴ９０５１ 

高速カウンタ 
目標値 ｃｈ１用 

高速カウンタ命令で設定する高速カウンタの目標値
（２４ビットデータ）が格納されます。 
高速カウンタ関連命令実行時に各命令で設定した目
標値がプリセットされます。Ｆ１（ＤＭＶ）命令を実行し
て値の読み出しができます。 

○ × 
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ＦＰ－ｅ 
レジスタ番号 名称 内容 読出 書込

ＤＴ９０５２ 高速カウンタ・パルス出力 
制御フラグ 

ＭＶ命令（Ｆ０）で値を書き込むことにより、高速カウン
タのリセット、カウント禁止、高速カウンタ命令の継続
およびクリアが行えます。 
制御コードの指定  

   

○ ○ 

ＤＴ９０５３ カレンダタイマモニタ 
（時・分） 

カレンダタイマの時・分データが格納されます。 
読み出しのみ可能で、書き込みはできません。  

   

○ × 

ＤＴ９０５４ カレンダタイマ（分・秒） 

ＤＴ９０５５ カレンダタイマ（日・時） 

ＤＴ９０５６ カレンダタイマ（年・月） 

ＤＴ９０５７ カレンダタイマ（曜日） 

カレンダタイマの年・月・日・時・分・秒・曜日データが
格納されます。内蔵カレンダタイマは、２０９９年まで
対応、うるう年にも対応しています。 
プログラミングツールまたは転送命令（Ｆ０）を使用し
たプログラムで値を書き込むことにより、カレンダタイ
マの設定（時刻合わせ）ができます。 
 

   

○ ○ 
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ＦＰ－ｅ 
レジスタ番号 名称 内容 読出 書込

ＤＴ９０５８ カレンダタイマ時間設定 

内蔵カレンダタイマの時刻合わせに使用します。 
 
●プログラムで時刻合わせをする 
ＤＴ９０５８の 上位ビットを１にすると、Ｆ０命令で 
ＤＴ９０５４～ＤＴ９０５７に書き込んだ時刻になります。
時刻合わせを実行した後、ＤＴ９０５８は０にクリアされ
ます。（Ｆ０命令以外では実行できません。） 
 
＜例＞Ｘ０：ＯＮで５日１２時０分０秒に合わせる  

  
 
注）プログラミングツールを使ってＤＴ９０５４～ 
ＤＴ９０５７の値を書き換えた場合は、書き込んだ時点
で時刻合わせが実行されますので、ＤＴ９０５８への書
き込みは不要です。 

○ ○ 

ＤＴ９０５９ シリアル通信異常コード 

 

  
 
＜ツールポート＞ 
  ｂｉｔ０＝１：オーバーランエラー 
  ｂｉｔ１＝１：フレーミングエラー 
  ｂｉｔ２＝１：パリティエラー 
＜ＲＳ２３２Ｃポート＞ 
  ｂｉｔ８＝１：オーバーランエラー 
  ｂｉｔ９＝１：フレーミングエラー 
  ｂｉｔ１０＝１：パリティエラー 

○ × 

ＤＴ９０６０ ステップラダー工程 
（０～１５） 

ＤＴ９０６１ ステップラダー工程 
（１６～３１） 

ＤＴ９０６２ ステップラダー工程 
（３２～４７） 

ＤＴ９０６３ ステップラダー工程 
（４８～６３） 

ＤＴ９０６４ ステップラダー工程 
（６４～７９） 

ＤＴ９０６５ ステップラダー工程 
（８０～９５） 

ＤＴ９０６６ ステップラダー工程 
（９６～１１１） 

ＤＴ９０６７ ステップラダー工程 
（１１２～１２７） 

ステップラダー工程の起動状態を示します。工程が
起動すると、その工程Ｎｏ．に対応するビットがＯＮし
ます。 
ＢＩＮ表示でモニタしてください。 
 

  
 
プログラミングツールを使用してデータを書き込むこと
ができます。 

○ ○ 
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ＦＰ－ｅ 
レジスタ番号 名称 内容 読出 書込

ＤＴ９１０４ 

ＤＴ９１０５ 
高速カウンタ 
経過値 ｃｈ２用 

高速カウンタの経過値（２４ビットデータ）が格納されま
す。Ｆ１（ＤＭＶ）命令を実行して、値の読み出しや書
き込みができます。 

○ ○ 

ＤＴ９１０６ 

ＤＴ９１０７ 

高速カウンタ 
目標値 ｃｈ２用 

高速カウンタ命令で設定する高速カウンタの目標値
（２４ビットデータ）が格納されます。 
高速カウンタ関連命令実行時に各命令で設定した目
標値がプリセットされます。Ｆ１（ＤＭＶ）命令を実行し
て、値の読み出しができます。 

○ × 

ＤＴ９１０８ 

ＤＴ９１０９ 
高速カウンタ 
経過値 ｃｈ３用 

高速カウンタの経過値（２４ビットデータ）が格納されま
す。Ｆ１（ＤＭＶ）命令を実行して、値の読み出しや書
き込みができます。 

○ ○ 

ＤＴ９１１０ 

ＤＴ９１１１ 

高速カウンタ 
目標値 ｃｈ３用 

高速カウンタ命令で設定する高速カウンタの目標値
（２４ビットデータ）が格納されます。 
高速カウンタ関連命令実行時に各命令で設定した目
標値がプリセットされます。Ｆ１（ＤＭＶ）命令を実行し
て、値の読み出しができます。 

○ × 
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12.2 基本命令語一覧 
○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 

対応機種 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

FP
0 

FP
-e

 

FP
Σ/

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

FP
3 

シーケンス基本命令 

スタート ＳＴ 
 

常開接点で論理演算を開始。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スタートノット ＳＴ／ 
 

常閉接点で論理演算を開始。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アウト ＯＴ 
 

演算結果を出力。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノット ／  直前までの演算結果を反転。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アンド ＡＮ  常開接点を直列接続。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アンドノット ＡＮ／  常閉接点を直列接続。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オア ＯＲ 
 

常開接点を並列接続。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オアノット ＯＲ／ 
 

常閉接点を並列接続。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

立ち上がり検出 
スタート 

ＳＴ↑ 
 

信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点で論理演算を開始。 
× × 

△
注２） 

× ○ ○ ×

立ち下がり検出 
スタート 

ＳＴ↓ 
 

信号の立ち下がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点で論理演算を開始。 
× × 

△
注２） 

× ○ ○ ×

立ち上がり検出 
アンド 

ＡＮ↑  
信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点を直列接続。 
× × 

△
注２） 

× ○ ○ ×

立ち下がり検出

アンド 
ＡＮ↓  

信号の立ち下がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点を直列接続。 
× × 

△
注２） 

× ○ ○ ×

立ち上がり検出

オア 
ＯＲ↑ 

 
信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点を並列接続。 
× × 

△
注２） 

× ○ ○ ×

立ち下がり検出

オア 
ＯＲ↓ 

 
信号の立ち下がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点を並列接続。 
× × 

△
注２） 

× ○ ○ ×

立ち上がり検出

アウト 
ＯＴ↑ 

 
信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみ出

力（パルスリレー用）。 
× × × × ○ ○ ×

立ち下がり検出

アウト 
ＯＴ↓ 

 
信号の立ち下がりを検出した１スキャンのみ出

力（パルスリレー用）。 
× × × × ○ ○ ×

オルタネートア

ウト 
ＡＬＴ 

 
信号の立ち上がりを検出する度にＯＮ／ＯＦＦ

が反転する出力。 
× × ○ × ○ ○ ×

アンドスタック ＡＮＳ 
 

複数のブロックを直列接続。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オアスタック ＯＲＳ 
 

複数のブロックを並列接続。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注１） 指定できるデバイスの種類は、機種により異なります。 

注２） ＦＰ－Ｘ Ｖｅｒ２．０以降のみ使用できます。 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

FP
0 

FP
-e

 

FP
Σ/

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

FP
3 

プッシュ 
スタック ＰＳＨＳ 直前までの演算結果を記憶 注２） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

リードスタック ＲＤＳ ＰＳＨＳで記憶した演算結果を読み出す。 注２） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ボップスタック ＰＯＰＳ  ＰＳＨＳで記憶した演算結果を読み出し、読み

出してから、記憶をクリアします。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

立ち上がり微分 ＤＦ  
信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみ接

点をＯＮ。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

立ち下がり微分 ＤＦ／  
信号の立ち下がりを検出した１スキャンのみ接

点をＯＮ。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

立ち上がり微分

（イニシャル 
実行型） 

ＤＦＩ  
信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみ接

点をＯＮ。第１スキャンでの立ち上がり検出が可

能。 
× × ○ × ○ ○ ×

セット ＳＥＴ 
 

出力をＯＮにして、その状態を保持。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

リセット ＲＳＴ 
 

出力をＯＦＦにして、その状態を保持。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

キープ ＫＰ 
 

セットで出力し、リセットするまで保持。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノップ ＮＯＰ  無処理。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基本機能命令 

ＴＭＬ 設定値ｎ×０．００１秒後、タイマ接点ａをＯＮ。 ○ ○ ○
注５） × ○

注５） ○ ×

ＴＭＲ 設定値ｎ×０．０１秒後、タイマ接点ａをＯＮ。 ○ ○ ○
注５） ○ ○

注５） ○ ○

ＴＭＸ 設定値ｎ×０．１秒後、タイマ接点ａをＯＮ。 ○ ○ ○
注５） ○ ○

注５） ○ ○

オンディレー 
タイマー 

ＴＭＹ 

 

設定値ｎ×１秒後、タイマ接点ａをＯＮ。 ○ ○ ○
注５） ○ ○

注５） ○ ○

補助タイマ 
（１６ビット） Ｆ１３７  

設定値×０．０１秒後、指定の出力およびＲ９０

０ＤをＯＮ。 ○ ○ ○ △ 
注３） ○ ○ ○

補助タイマ 
（３２ビット） Ｆ１８３  

設定値×０．０１秒後、指定の出力およびＲ９０

０ＤをＯＮ。 ○ ○ ○ △ 
注４） ○ ○ ×

時定数処理 Ｆ１８２  指定入力のフィルタ処理をします。 × × △ 
注６） × × × ×

注１） 指定できるデバイスの種類は、機種により異なります。 
注２） ＰＳＨＳおよびＲＤＳ命令は、使用できる回数が機種により異なります。 
注３） ＦＰ１（Ｃ１４～Ｃ４０）、ＦＰ－Ｍ（Ｃ１６）は使用できません。 
注４） ＦＰ１（Ｃ１４～Ｃ７２）、ＦＰ－Ｍ（Ｃ１６）は使用できません。 
注５） ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ１０ＳＨとＦＰ－Ｘ Ｖｅｒ２．０以降は、タイマ命令の設定値に任意デバイスを設定できます。 
注６） ＦＰ－Ｘ Ｖｅｒ２．０以降のみ使用できます。 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

FP
0 

FP
-e

 

FP
Σ/

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

FP
3 

カウンタ ＣＴ 

 

プリセットした設定値ｎから減算カウント。 ○ ○ ○
注１） ○ ○

○
注１） ○

アップダウン 
カウンタ Ｆ１１８ 

 

アップダウン入力に応じて、プリセットした設定

値Ｓから加算または減算カウント。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シフトレジスタ ＳＲ 

 

ＷＲｎを左に１ビットシフト。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

左右シフト 
レジスタ Ｆ１１９ 

 

指定エリアＤ１～Ｄ２を左または右に１ビットシフ

ト。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

制御命令 

マスタコントロー

ルリレー ＭＣ マスタコントロールするプログラムの開始。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マスタコントロー

ルリレーエンド ＭＣＥ  マスタコントロールするプログラムの終了。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ジャンプラベル 
ＪＰ 

ＬＢＬ  

ジャンプして、ラベル以降からプログラムを続

行。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

間接ジャンプ 
ラベル 

Ｆ１９ 

ＬＢＬ  

ジャンプして、Ｓで指定したラベル以降からプ

ログラムを続行。 × × × × ○ ○ ○

ループラベル 
ＬＯＯＰ 

ＬＢＬ  

ジャンプして、ラベル以降からプログラムを続

行（ジャンプ回数をＳにて設定）。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブレークポイント ＢＲＫ  テストラン時の条件付ブレーク（一時停止）。 × × × × ○ ○ ○

注１） ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ１０ＳＨとＦＰ－Ｘ Ｖｅｒ２．０以降は、カウンタ命令の設定値に任意デバイスを設定できます。 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

FP
0 

FP
-e

 

FP
Σ/

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

FP
3 

エンド ＥＤ  
プログラムの演算を終了します。 

主プログラムの終わりを示します。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条件付きエンド ＣＮＤＥ  
実行条件がＯＮの時にプログラムの演算を終了

します。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エジェクト ＥＪＥＣＴ  プリントアウト時の改ページを行います。 × × ○ × ○ ○ ×

ステップラダー命令 

スタートステップ ＳＳＴＰ  工程として制御するプログラムｎの先頭。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＮＳＴＬ  
指定の工程ｎを起動し、起動中の工程をクリア。

（毎スキャン実行型） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ネクストステップ 

ＮＳＴＰ  
指定の工程ｎを起動し、起動中の工程をクリア。

（微分実行型） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クリアステップ ＣＳＴＰ  起動中の工程ｎをクリア。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブロッククリア ＳＣＬＲ  起動中の工程ｎ１～ｎ２をクリア。 × ○ ○ × ○ ○ ×

ステップエンド ＳＴＰＥ  ステップラダー領域の終端。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

サブルーチン命令 

サブルーチン 
コール ＣＡＬＬ  

実行をサブルーチンプログラムに移行。主プロ

グラムに戻っても、サブルーチン内の出力を保

持。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

出力ＯＦＦ型サブ

ルーチンコール ＦＣＡＬ  
実行をサブルーチンプログラムに移行。主プロ

グラムに戻ると、サブルーチン内の出力はＯＦ

Ｆ。 
× × × × × ○ ×

サブルーチン 
エントリー ＳＵＢ サブルーチンプログラムｎの先頭。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

サブルーチン 
リターン ＲＥＴ  サブルーチンプログラムの終端。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

割り込み命令 

インタラプト ＩＮＴ 割り込みプログラムｎの先頭。 ○ ○ ○ △ 
注１） ○ ○ ○

割り込み 
リターン ＩＲＥＴ  割り込みプログラムの終端。 ○ ○ ○ △ 

注１） ○ ○ ○

割り込み制御 ＩＣＴＬ  
割り込みの許可／禁止またはクリアを、Ｓ１、Ｓ

２で選択して、実行。 ○ ○ ○ △ 
注２） ○ ○ ○

注１） ＦＰ１（Ｃ１４、Ｃ１６）は使用できません。 
注２） ＦＰ１（Ｃ１４、Ｃ１６）、ＦＰ－Ｍ（Ｃ１６）は使用できません。 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 
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FP
Σ/

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M

 

FP
2 

FP
2S

H
/F
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0S

H
 

FP
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特殊設定命令 

通信条件設定 文字定数で指定した内容により、ＣＯＭポートま

たはツールポートの通信条件を変更。 × × ○ 
注１） × × × ×

パスワード設定 文字定数で指定した内容により、コントローラに

設定するパスワードを変更。 × × ○ × × × ×

割り込み設定 文字定数で指定した内容により、割り込み入力

を設定。 × × ○ × × × ×

ＰＬＣ間リンク 
時間設定 

文字定数で指定した内容により、ＰＬＣ間リンク

時のシステム設定時間を設定。 × × ○
 × × × ×

ＭＥＷＴＯＣＯＬ

－ＣＯＭ応答制

御 

文字定数で指定した内容により、ＣＯＭポートま

たはツールポートのＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭに

よる通信条件を変更。 
× × ○

 
× × × ×

高速カウンタ 
動作モード変更 

ＳＹＳ１  

文字定数で指定した内容により、高速カウンタ

の動作モードを切替できます。 × × ○
 × × × ×

システムレジス

タ（Ｎｏ．４０～ 
Ｎｏ．４７）変更 

ＳＹＳ２  
ＰＬＣ間リンク機能のシステムレジスタの設定値

を変更。 × × ○
 × × × ×

注１） ＦＰ－Ｘ Ｖｅｒ２．０以降は、通信条件に３００、６００、１２００ ｂｐｓを指定できます。 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

FP
0 

FP
-e

 

FP
Σ/

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

FP
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データ比較命令 

ＳＴ＝ 
 

Ｓ１＝Ｓ２のとき導通する接点で論理演算を開

始。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＳＴ＜＞ 
 

Ｓ１≠Ｓ２のとき導通する接点で論理演算を開

始。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＳＴ＞ 
 

Ｓ１＞Ｓ２のとき導通する接点で論理演算を開

始。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＳＴ＞＝ 
 

Ｓ１≧Ｓ２のとき導通する接点で論理演算を開

始。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＳＴ＜ 
 

Ｓ１＜Ｓ２のとき導通する接点で論理演算を開

始。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

１６ビットデータ

比較（スタート） 

ＳＴ＜＝ 
 

Ｓ１≦Ｓ２のとき導通する接点で論理演算を開

始。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＡＮ＝  Ｓ１＝Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＡＮ＜＞  Ｓ１≠Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＡＮ＞  Ｓ１＞Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＡＮ＞＝  Ｓ１≧Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＡＮ＜  Ｓ１＜Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

１６ビットデータ

比較（アンド） 

ＡＮ＜＝  Ｓ１≦Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＯＲ＝  Ｓ１＝Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＯＲ＜＞  Ｓ１≠Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＯＲ＞  Ｓ１＞Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＯＲ＞＝  Ｓ１≧Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＯＲ＜  Ｓ１＜Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

１６ビットデータ

比較（オア） 

ＯＲ＜＝  Ｓ１≦Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

注）データ比較命令は、ＦＰ１（Ｃ１４、Ｃ１６）、ＦＰ－Ｍ（Ｃ１６）は使用できません。 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 
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-e

 

FP
Σ/

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M

 

FP
2 

FP
2S

H
/F
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H
 

FP
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ＳＴＤ＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点で論理演算を開始。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＳＴＤ＜＞ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）≠（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点で論理演算を開始。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＳＴＤ＞ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点で論理演算を開始。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＳＴＤ＞＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点で論理演算を開始。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＳＴＤ＜ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点で論理演算を開始。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

３２ビットデータ

比較（スタート） 

ＳＴＤ＜＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点で論理演算を開始。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＡＮＤ＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を直列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＡＮＤ＜＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≠（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を直列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＡＮＤ＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を直列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＡＮＤ＞＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を直列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＡＮＤ＜  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を直列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

３２ビットデータ

比較（アンド） 

ＡＮＤ＜＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を直列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＯＲＤ＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を並列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＯＲＤ＜＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≠（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を並列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＯＲＤ＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を並列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＯＲＤ＞＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を並列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

ＯＲＤ＜  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を並列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

３２ビットデータ

比較（オア） 

ＯＲＤ＜＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を並列接続。 ○ ○ ○ △ 
注） ○ ○ ○

注）データ比較命令は、ＦＰ１（Ｃ１４、Ｃ１６）、ＦＰ－Ｍ（Ｃ１６）は使用できません。 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 
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FP
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FP
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2 

FP
2S

H
/F
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ＳＴＦ＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導

通する接点で論理演算を開始。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

ＳＴＦ＜＞ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）≠（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通

する接点で論理演算を開始。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

ＳＴＦ＞ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導

通する接点で論理演算を開始。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

ＳＴＦ＞＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導

通する接点で論理演算を開始。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

ＳＴＦ＜ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導

通する接点で論理演算を開始。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

浮動小数点形 
実数データ比較

（スタート） 

ＳＴＦ＜＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導

通する接点で論理演算を開始。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

ＡＮＦ＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導

通する接点を直列接続。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

ＡＮＦ＜＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≠（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通

する接点を直列接続。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

ＡＮＦ＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導

通する接点を直列接続。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

ＡＮＦ＞＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導

通する接点を直列接続。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

ＡＮＦ＜  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導

通する接点を直列接続。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

浮動小数点形 
実数データ比較

（アンド） 

ＡＮＦ＜＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導

通する接点を直列接続。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

ＯＲＦ＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導

通する接点を並列接続。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

ＯＲＦ＜＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≠（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通

する接点を並列接続。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

ＯＲＦ＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導

通する接点を並列接続。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

ＯＲＦ＞＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導

通する接点を並列接続。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

ＯＲＦ＜  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導

通する接点を並列接続。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

浮動小数点形 
実数データ比較

（オア） 

ＯＲＦ＜＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導

通する接点を並列接続。 × × △
注） 

△
注） × △

注）

△
注） ×

注）ＦＰ－ＸはＶ１．１０以降、ＦＰΣは３２ｋタイプ、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨはＶ２．０以降で使用できます。 
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12.3 応用命令語一覧 
ニモニック欄に（Ｐ）の記載がある命令は、微分実行型を指定できます。（ＦＰ０、ＦＰΣ、ＦＰ－Ｘ、ＦＰ１、ＦＰ－Ｍを除
く。）○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 

対応機種 

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

FP
0 

FP
-e

 

FP
Σ/

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

FP
3 

データ転送命令 

０ 
１６ビット 
データ転送 

ＭＶ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｓ）→（Ｄ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１ 
３２ビット 
データ転送 

ＤＭＶ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｓ＋１、Ｓ）→（Ｄ＋１、Ｄ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２ 
１６ビット 
データ否定転送 

ＭＶ／ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｓ）→（Ｄ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３ 
３２ビット 
データ否定転送 

ＤＭＶ／ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｓ＋１，Ｓ）→（Ｄ＋１，Ｄ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４ 
指定スロットの

先頭ワードＮｏ．

読み出し 
ＧＥＴＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

指定されたスロットの先頭ワードＮｏ．を読

み出します。 
× × × × 

△
注）

△
注）

×

５ 
ビットデータ 
転送 

ＢＴＭ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 
Ｓ中の任意の１ビットを、Ｄ中の任意の１ビッ

トに転送。各ビットはｎで指定。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６ 
デジットデータ

転送 
ＤＧＴ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 

Ｓ中の任意の１デジットを、Ｄ中の任意の１

ビットに転送。各デジットはｎで指定。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７ 
１６ビット２デー

タ一括転送 
ＭＶ２ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）→（Ｄ），（Ｓ２）→（Ｄ＋１） × × ○ × ○ ○ ×

８ 
３２ビット２デー

タ一括転送 
ＤＭＶ２ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）→（Ｄ＋１，Ｄ）， 
（Ｓ２＋１，Ｓ２）→（Ｄ＋３，Ｄ＋２） 

× × ○ × ○ ○ ×

１０ ブロック転送 ＢＫＭＶ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１～Ｓ２間のデータを、Ｄを先頭とするエリ

アに転送。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１１ ブロック複写 ＣＯＰＹ （Ｐ） Ｓ，Ｄ１，Ｄ２ 
Ｓのデータを、Ｄ１～Ｄ２間の全てのエリア

に転送。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１２ 
ＥＥＰ－ＲＯＭ 
読み出し 

ＩＣＲＤ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定したＥＥＰ－ＲＯＭのデータ

をＤを先頭とするエリアに転送。 
○ ○ × × × × ×

１３ 
ＥＥＰ－ＲＯＭ 
書き込み 

ＰＩＣＷＴ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定するデータを、ＥＥＰ－ 
ＲＯＭのＤを先頭とするエリアに転送。 

○ ○ × × × × ×

１２ 
Ｆ－ＲＯＭ 
読み出し 

ＩＣＲＤ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定したＦ－ＲＯＭのデータをＤ

を先頭とするエリアに転送。 
× × ○ × × × ×

１３ 
Ｆ－ＲＯＭ 
書き込み 

ＰＩＣＷＴ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定するデータを、Ｆ－ＲＯＭの

Ｄを先頭とするエリアに転送。 
× × ○ × × × ×

１２ 
ＩＣメモリカード

拡張メモリ 
読み出し 

ＩＣＲＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定するＩＣメモリカードのデータ

を、Ｄを先頭とするエリアに転送。 
× × × × × ○ ×

１３ 
ＩＣメモリカード

拡張メモリ 
書き込み 

ＩＣＷＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定するデータを、ＩＣメモリカー

ドのＤを先頭とするエリアに転送。 
× × × × × ○ ×

１４ 
ＩＣメモリカード

プログラム 
読み出し 

ＰＧＲＤ （Ｐ） Ｓ 
Ｓで指定するプログラムを、ＩＣメモリカード

から読み出して実行する。 
× × × × × ○ ×

注）ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨのＶｅｒ．１．５以降で使用できます。 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

FP
0 

FP
-e

 

FP
Σ/

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

FP
3 

１５ １６ビット 
データ交換 

ＸＣＨ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ （Ｄ１）→（Ｄ２），（Ｄ２）→（Ｄ１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１６ 
３２ビット 
データ交換 

ＤＸＣＨ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ 
（Ｄ１＋１，Ｄ１）→（Ｄ２＋１，Ｄ２） 
（Ｄ２＋１，Ｄ２）→（Ｄ１＋１，Ｄ１） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１７ 
１６ビット 
データ上・下位

バイト交換 
ＳＷＡＰ （Ｐ） Ｄ Ｄの上位バイトと下位バイトを交換。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１８ ブロック交換 ＢＸＣＨ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３

Ｄ１を先頭とするエリアから、Ｄ２で指定した

エリアよりＤ３で指定したエリアからデータ

交換。 
× × ○ × ○ ○ ×

制御命令 

１９ 間接ジャンプ ＳＪＰ （Ｐ） Ｓ 
ジャンプして、Ｓで指定したラベル（ＬＢＬ）

以降からプログラムを続行。 
× × × × ○ ○ ○

ＢＩＮ算術演算命令 

２０ １６ビット加算 ＋ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｄ）＋（Ｓ）→（Ｄ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２１ ３２ビット加算 Ｄ＋ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｄ＋１，Ｄ）＋（Ｓ＋１，Ｓ） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２２ １６ビット加算 ＋ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）＋（Ｓ２）→（Ｄ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２３ ３２ビット加算 Ｄ＋ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＋（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２５ １６ビット減算 － （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｄ）－（Ｓ）→（Ｄ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２６ ３２ビット減算 Ｄ－ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｄ＋１，Ｄ）－（Ｓ＋１，Ｓ） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２７ １６ビット減算 － （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）－（Ｓ２）→（Ｄ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２８ ３２ビット減算 Ｄ－ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）－（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３０ １６ビット乗算 ＊ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）×（Ｓ２）→（Ｄ＋１，Ｄ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３１ ３２ビット乗算 Ｄ＊ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）×（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋３，Ｄ＋２，Ｄ＋１，Ｄ） 

○ ○ ○ 
△ 
注１） 

○ ○ ○

３２ １６ビット除算 ％ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１）÷（Ｓ２）→商（Ｄ） 
 余り（ＤＴ９０１５） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３３ ３２ビット除算 Ｄ％ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）÷（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→商（Ｄ＋１、Ｄ） 
 余り（ＤＴ９０１６，ＤＴ９０１５） 

○ ○ ○ 
△ 
注１） 

○ ○ ○

３４ 
１６ビット乗算 
（結果１ワード） 

＊Ｗ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）×（Ｓ２）→（Ｄ） × × ○ × ○ ○ ×

３５ 
１６ビット 
インクリメント 

＋１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ）＋１→（Ｄ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３６ 
３２ビット 
インクリメント 

Ｄ＋１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ＋１，Ｄ）＋１→（Ｄ＋１，Ｄ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３７ 
１６ビット 
デクリメント 

－１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ）－１→（Ｄ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３８ 
３２ビット 
デクリメント 

Ｄ－１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ＋１，Ｄ）－１→（Ｄ＋１，Ｄ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３９ 
３２ビット乗算 
（結果２ワード） 

Ｄ＊Ｄ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）×（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

× × ○ × ○ ○ ×

注１） ＦＰ１（Ｃ１４、Ｃ１６）、ＦＰ－Ｍ（Ｃ１６）は使用できません。
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 ○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

FP
0 

FP
-e

 

FP
Σ/

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

FP
3 

ＢＣＤ算術演算命令 

４０ ４桁ＢＣＤ加算 Ｂ＋ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｄ）＋（Ｓ）→（Ｄ） ○ ○ ○ △ 
注１） ○ ○ ○

４１ ８桁ＢＣＤ加算 ＤＢ＋ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｄ＋１，Ｄ）＋（Ｓ＋１，Ｓ） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） ○ ○ ○ △ 

注１） ○ ○ ○

４２ ４桁ＢＣＤ加算 Ｂ＋ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）＋（Ｓ２）→（Ｄ） ○ ○ ○ △ 
注１） ○ ○ ○

４３ ８桁ＢＣＤ加算 ＤＢ＋ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＋（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） ○ ○ ○ △ 

注１） ○ ○ ○

４５ ４桁ＢＣＤ減算 Ｂ－ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｄ）－（Ｓ）→（Ｄ） ○ ○ ○ △ 
注１） ○ ○ ○

４６ ８桁ＢＣＤ減算 ＤＢ－ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｄ＋１，Ｄ）－（Ｓ＋１，Ｓ） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） ○ ○ ○ △ 

注１） ○ ○ ○

４７ ４桁ＢＣＤ減算 Ｂ－ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）－（Ｓ２）→（Ｄ） ○ ○ ○ △ 
注１） ○ ○ ○

４８ ８桁ＢＣＤ減算 ＤＢ－ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）－（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） ○ ○ ○ △ 

注１） ○ ○ ○

５０ ４桁ＢＣＤ乗算 Ｂ＊ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）×（Ｓ２）→（Ｄ＋１，Ｄ） ○ ○ ○ △ 
注１） ○ ○ ○

５１ ８桁ＢＣＤ乗算 ＤＢ＊ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）×（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋３，Ｄ＋２，Ｄ＋１，Ｄ） ○ ○ ○ △ 

注１） ○ ○ ○

５２ ４桁ＢＣＤ除算 Ｂ％ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１）÷（Ｓ２）→商（Ｄ） 
 余り（ＤＴ９０１５） ○ ○ ○ △ 

注１） ○ ○ ○

５３ ８桁ＢＣＤ除算 ＤＢ％ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）÷（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→商（Ｄ＋１、Ｄ） 
 余り（ＤＴ９０１５，ＤＴ９０１６） 

○ ○ ○ △ 
注１） ○ ○ ○

５５ ４桁ＢＣＤ 
インクリメント Ｂ＋１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ）＋１→（Ｄ） ○ ○ ○ △ 

注１） ○ ○ ○

５６ ８桁ＢＣＤ 
インクリメント ＤＢ＋１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ＋１，Ｄ）＋１→（Ｄ＋１，Ｄ） ○ ○ ○ △ 

注１） ○ ○ ○

５７ ４桁ＢＣＤ 
デクリメント Ｂ－１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ）－１→（Ｄ） ○ ○ ○ △ 

注１） ○ ○ ○

５８ ８桁ＢＣＤ 
デクリメント ＤＢ－１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ＋１，Ｄ）－１→（Ｄ＋１，Ｄ） ○ ○ ○ △ 

注１） ○ ○ ○

データ比較命令 

６０ １６ビットデータ

の比較 ＣＭＰ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２ 
（Ｓ１）＞（Ｓ２） 
（Ｓ１）＝（Ｓ２） 
（Ｓ１）＜（Ｓ２） 

→Ｒ９００Ａ：ＯＮ 
→Ｒ９００Ｂ：ＯＮ 
→Ｒ９００Ｃ：ＯＮ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６１ ３２ビットデータ

の比較 ＤＣＭＰ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
                →Ｒ９００Ａ：ＯＮ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
                →Ｒ９００Ｂ：ＯＮ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
                →Ｒ９００Ｃ：ＯＮ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６２ １６ビットデータ

の帯域比較 ＷＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３

（Ｓ１）＞（Ｓ３） 
（Ｓ２）≦（Ｓ１）≦（Ｓ３）

（Ｓ１）＜（Ｓ２） 

→Ｒ９００Ａ：ＯＮ 
→Ｒ９００Ｂ：ＯＮ 
→Ｒ９００Ｃ：ＯＮ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注１） ＦＰ－Ｍ（Ｃ１６）は使用できません。 
注２） ＦＰ１（Ｃ１４、Ｃ１６）、ＦＰ－Ｍ（Ｃ１６）は使用できません。 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

FP
0 

FP
-e

 

FP
Σ/

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

FP
3 

６３ ３２ビットデータ

の帯域比較 ＤＷＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ３＋１，Ｓ３） 
                →Ｒ９００Ａ：ＯＮ 
（Ｓ２＋１，Ｓ２）≦（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦ 
  （Ｓ３＋１，Ｓ３）      →Ｒ９００Ｂ：ＯＮ

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
                →Ｒ９００Ｃ：ＯＮ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６４ 
ブロック 
一致検出 

ＢＣＭＰ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３
Ｓ２，Ｓ３を先頭とする２つのブロックが一致

しているかどうかを比較。 ○ ○ ○ △ 
注１） ○ ○ ○

論理演算命令 

６５ １６ビットデータ

の論理積 ＷＡＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）∧（Ｓ２）→（Ｄ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６６ １６ビットデータ

の論理和 ＷＯＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）∨（Ｓ２）→（Ｄ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６７ 
１６ビットデータ

の排他的論理

和 
ＸＯＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ ｛（Ｓ１）∧（Ｓ２）∨｛（Ｓ１）∧（Ｓ２）｝→（Ｄ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６８ 
１６ビットデータ

の排他的論理

和否定 
ＸＮＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ ｛（Ｓ１）∧（Ｓ２）∨｛（Ｓ１）∧（Ｓ２）｝→（Ｄ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６９ ワード結合 ＷＵＮＩ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

（［Ｓ１］∧［Ｓ３］）∨（［Ｓ２］∧［Ｓ３］）→［Ｄ］ 
［Ｓ３］がＨ０のとき［Ｓ２］→［Ｄ］ 
［Ｓ３］がＨＦＦＦＦのとき［Ｓ１］→［Ｄ］ 

× × ○ × ○ ○ ×

データ変換命令 

７０ ブロックチェック

コード計算 ＢＣＣ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

Ｓ２とＳ３で指定するデータのチェック用コー

ドを作成して、Ｄに格納。計算方法はＳ１で

指定。 
○ ○ ○ △ 

注１） ○ ○ ○

７１ ＨＥＸ→１６進 
アスキー変換 ＨＥＸＡ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定する１６進のデータをアスキ

ーコードに変換して、Ｄに格納。 
例）ＨＡＢＣＤ→Ｈ ４２ ４１ ４４ ４３ 
             Ｂ Ａ  Ｄ Ｃ 

○ ○ ○ △ 
注１） ○ ○ ○

７２ １６進アスキー

→ＨＥＸ変換 ＡＨＥＸ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定するアスキーコードを１６進

のデータに変換して、Ｄに格納。 
例）Ｈ ４４ ４３ ４２ ４１→ＨＣＤＡＢ 
     Ｄ  Ｃ Ｂ  Ａ 

○ ○ ○ △ 
注１） ○ ○ ○

７３ ４桁ＢＣＤ→１０

進アスキー変換 ＢＣＤＡ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定する４桁のＢＣＤデータをア

スキーコードに変換して、Ｄに格納。 
例）Ｈ１２３４→Ｈ ３２ ３１ ３４ ３３ 
            ２  １  ４  ３ 

○ ○ ○ △ 
注１） ○ ○ ○

７４ 
１０進アスキー

→４桁ＢＣＤ 
変換 

ＡＢＣＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定するアスキーコードを４桁の

ＢＣＤデータに変換して、Ｄに格納。 
例）Ｈ ３４ ３３ ３２ ３１→Ｈ３４１２ 
     ４  ３  ２  １ 

○ ○ ○ △ 
注１） ○ ○ ○

７５ 
１６ビットＢＩＮ→

１０進アスキー

変換 
ＢＩＮＡ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１で指定する１０進数を表す１６ビットＢＩＮ

データをアスキーコードに変換して、Ｄ（Ｓ２

バイトのエリア）に格納。 
例）Ｋ－１００→Ｈ３０ ３０ ３１ ２Ｄ ２０ ２０

           ０  ０  １  － 

○ ○ ○ △ 
注１） ○ ○ ○

注１） ＦＰ１（Ｃ１４、Ｃ１６）、ＦＰ－Ｍ（Ｃ１６）は使用できません。 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

FP
0 

FP
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Σ/
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1/
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2 

FP
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H
/F

P1
0S

H
 

FP
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７６ 
１０進アスキー

→１６ビットＢＩＮ

変換 
ＡＢＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定するアスキーコードを，１０進

数を表す１６ビットＢＩＮデータに変換して、Ｄ

に格納。 
例）Ｈ３０ ３０ ３１ ２Ｄ ２０ ２０→Ｋ－１００

    ０  ０  １  － 

○ ○ ○ △ 
注１） ○ ○ ○

７７ 
３２ビットＢＩＮ→

１０進アスキー

変換 
ＤＢＩＡ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）の１０進数を表す３２ビット 
ＢＩＮデータをアスキーコードに変換してＤ

（Ｓ２バイトのエリア）に格納。 
○ ○ ○ △ 

注１） ○ ○ ○

７８ 
１０進アスキー

→３２ビットＢＩＮ

変換 
ＤＡＢＩ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定するアスキーコードを、１０進

数を表す３２ビットＢＩＮデータに変換して 
（Ｄ＋１，Ｄ）に格納。 

○ ○ ○ △ 
注１） ○ ○ ○

８０ １６ビットＢＩＮ→

４桁ＢＣＤ変換 ＢＣＤ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

Ｓで指定する１０進数を表す１６ビットＢＩＮデ

ータを４桁のＢＣＤデータに変換してＤに格

納。 
例）Ｋ１００→Ｈ１００ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８１ ４桁ＢＣＤ→１６

ビットＢＩＮ変換 ＢＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

Ｓで指定する４桁のＢＣＤデータを１０進数を

表す１６ビットＢＩＮデータに変換してＤに格

納。 
例）Ｈ１００→Ｋ１００ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８２ ３２ビットＢＩＮ→

８桁ＢＣＤ変換 ＤＢＣＤ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｓ＋１，Ｓ）で指定する３２ビットＢＩＮデータ

を８桁のＢＣＤデータに変換して、（Ｄ＋１，

Ｄ）に格納。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８３ ８桁ＢＣＤ→３２

ビットＢＩＮ変換 ＤＢＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｓ＋１，Ｓ）で指定する８桁のＢＣＤデータを

１０進数を表す３２ビットＢＩＮデータに変換し

て、（Ｄ＋１，Ｄ）に格納。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８４ １６ビットデータ

反転＝１の補数 ＩＮＶ （Ｐ） Ｄ Ｄのデータを各ビットについて反転。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８５ １６ビットデータ

の２の補数 ＮＥＧ （Ｐ） Ｄ 
Ｄのデータを各ビットについて反転し、１を

加える（符合を反転します）。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８６ ３２ビットデータ

の２の補数 ＤＮＥＧ （Ｐ） Ｄ 
（Ｄ＋１，Ｄ）のデータを各ビットについて反

転し、１を加える（符合を反転します）。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８７ １６ビットデータ

の絶対値 ＡＢＳ （Ｐ） Ｄ Ｄのデータの絶対値をとります。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８８ ３２ビットデータ

の絶対値 ＤＡＢＳ （Ｐ） Ｄ （Ｄ＋１，Ｄ）のデータの絶対値をとります。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８９ 符合の拡張 ＥＸＴ （Ｐ） Ｄ 
Ｄの１６ビットデータを、（Ｄ＋１，Ｄ）の３２ビ

ットデータに拡張。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９０ デコーダ ＤＥＣＯ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 
Ｓのデータの一部をデコードし、Ｄに格納。

対象部分はｎで指定。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９１ ７セグメント 
デコーダ ＳＥＧＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

Ｓのデータを７セグメント表示用に変換し

て、（Ｄ＋１，Ｄ）に格納。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９２ エンコーダ ＥＮＣＯ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 
Ｓのデータの一部をエンコードし、Ｄに格

納。対象部分はｎで指定。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９３ １６ビットデータ

の結合 ＵＮＩＴ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 
Ｓを先頭とするｎワードデータの各 下位デ

ジットを、Ｄに順に格納して結合。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注１） ＦＰ１（Ｃ１４、Ｃ１６）、ＦＰ－Ｍ（Ｃ１６）は使用できません。 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

FP
0 

FP
-e

 

FP
Σ/

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

FP
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９４ １６ビット 
データの分離 ＤＩＳＴ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 

Ｓのデータの各デジットを、Ｄを先頭とする

エリアの各 下位デジットに分離して格

納。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９５ ＡＳＣＩＩコード変

換 ＡＳＣ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
Ｓの文字定数１２文字分をアスキーコード

に変換して、Ｄ～Ｄ＋５に格納。 ○ ○ ○ △ 
注１） ○ ○ ○

９６ １６ビットデータ

のサーチ ＳＲＣ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３

Ｓ１のデータを、Ｓ２～Ｓ３の範囲のエリアに

ついて検索し、結果をＤＴ９０３７とＤＴ９０３

８に格納。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９７ ３２ビットデータ

のサーチ ＤＳＲＣ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３

（Ｓ１＋１，Ｓ１）のデータを、Ｓ２を先頭とす

るＳ３個分の３２ビットデータの中から検索

し、結果をＤＴ９００３７とＤＴ９００３８に格

納。 

× × ○ × ○ ○ ×

データシフト命令 

９８ 圧縮シフト 
読み出し ＣＭＰＲ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３

Ｄ２をＤ３に転送。Ｄ１～Ｄ２間でデータが０

の部分を圧縮し、Ｄ２方向に順にシフト。 × × ○ × ○ ○ ○

９９ 
圧縮シフト 
書き込み ＣＭＰＷ （Ｐ） Ｓ，Ｄ１，Ｓ２ ＳをＤ１に転送。Ｄ１～Ｄ２間でデータが０

の部分を圧縮し、Ｄ２方向に順にシフト。 × × ○ × ○ ○ ○

１００ １６ビットデータ

ｎビット右シフト ＳＨＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ Ｄのデータをｎビット分、右へシフト。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０１ １６ビットデータ

ｎビット左シフト ＳＨＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ Ｄのデータをｎビット分、左へシフト。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０２ ３２ビットデータ

ｎビット右シフト ＤＳＨＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ 
［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分だけ右へシ

フト。 
× × ○ × ○ ○ ×

１０３ ３２ビットデータ

ｎビット左シフト ＤＳＨＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ 
［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分だけ左へシ

フト。 
× × ○ × ○ ○ ×

１０５ １デジット 
右シフト ＢＳＲ （Ｐ） Ｄ Ｄのデータを１デジット分、右へシフト。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０６ １デジット 
左シフト ＢＳＬ （Ｐ） Ｄ Ｄのデータを１デジット分、左へシフト。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０８ ｎビット分の 
一括右シフト ＢＩＴＲ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２，ｎ Ｄ１～Ｄ２のエリアをｎビット分、右へシフト。 × × ○ × ○ ○ ×

１０９ ｎビット分の 
一括左シフト ＢＩＴＬ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２，ｎ Ｄ１～Ｄ２のエリアをｎビット分、左へシフト。 × × ○ × ○ ○ ×

１１０ 
ワード単位の

一括右シフト ＷＳＨＲ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ Ｄ１～Ｄ２のエリアを１ワード分、右へシフ

ト。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１１１ ワード単位の

一括左シフト ＷＳＨＬ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ 
Ｄ１～Ｄ２のエリアを１ワード分、左へシフ

ト。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１１２ デジット単位の

一括右シフト ＷＢＳＲ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ 
Ｄ１～Ｄ２のエリアを１デジット分、右へシフ

ト。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１１３ デジット単位の

一括左シフト ＷＢＳＬ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ 
Ｄ１～Ｄ２のエリアを１デジット分、左へシフ

ト。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＦＩＦＯ命令 

１１５ バッファの定義 ＦＩＦＴ （Ｐ） ｎ，Ｄ 
Ｄを先頭とするｎワードをバッファエリアに

定義する。 × × ○ × ○ ○ ○

注１） ＦＰ１（Ｃ１４、Ｃ１６）、ＦＰ－Ｍ（Ｃ１６）は使用できません。 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

応
用
命
令
番
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名称 ニモニック シンボル 機能概要 

FP
0 

FP
-e

 

FP
Σ/

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

FP
3 

１１６ 
バッファからの

古データ 
読み出し 

ＦＩＦＲ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
Ｓを先頭とするバッファに も古く書き込ま

れたデータを読み出して、Ｄに格納。 × × ○ × ○ ○ ○

１１７ バッファ書き 
込み ＦＩＦＷ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

Ｓのデータを、Ｄを先頭とするバッファに書

き込む。 × × ○ × ○ ○ ○

基本機能命令 

１１８ アップダウン 
カウンタ ＵＤＣ Ｓ，Ｄ 

Ｓにプリセットした設定値から加算または減

算カウントし、経過値をＤに格納。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１１９ 左右シフト 
レジスタ ＬＲＳＲ Ｄ１，Ｄ２ 

Ｄ１～Ｄ２間のエリアをレジスタとして、左ま

たは右に１ビットシフト。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データ回転命令 

１２０ １６ビットデータ

の右回転 ＲＯＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ Ｄのデータをｎビット分、右へ回転。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１２１ １６ビットデータ

の左回転 ＲＯＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ Ｄのデータをｎビット分、左へ回転。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１２２ 
１６ビットデータ

の右回転（キャ

リー込み） 
ＲＣＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ ＤにＣＹフラグＲ９００９を加えた１７ビットの

エリアをｎビット分、右へ回転。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１２３ 
１６ビットデータ

の左回転（キャ

リー込み） 
ＲＣＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ ＤにＣＹフラグＲ９００９を加えた１７ビットの

エリアをｎビット分、左へ回転。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１２５ 
３２ビットデータ

の右回転 ＤＲＯＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ ［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分、右に回転。
× × ○ × ○ ○ ×

１２６ 
３２ビットデータ

の左回転 ＤＲＯＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ ［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分、左に回転。
× × ○ × ○ ○ ×

１２７ 
３２ビットデータ

の右回転（キャ

リー込み） 
ＤＲＣＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ 

［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分、右にＣＹフ

ラグＲ９００９込みで回転。 
× × ○ × ○ ○ ×

１２８ 
３２ビットデータ

の左回転（キャ

リー込み） 
ＤＲＣＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ 

［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分、左にＣＹフ

ラグＲ９００９込みで回転。 
× × ○ × ○ ○ ×

ビット操作命令 

１３０ １６ビットデータ

のビットセット ＢＴＳ （Ｐ） Ｄ，ｎ ＤのデータのビットＮｏ．ｎの値を１にする。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３１ １６ビットデータ

のビットリセット ＢＴＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ ＤのデータのビットＮｏ．ｎの値を０にする。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３２ １６ビットデータ

の反転 ＢＴＩ （Ｐ） Ｄ，ｎ ＤのデータのビットＮｏ．ｎの値を反転。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３３ １６ビットデータ

のビットテスト ＢＴＴ （Ｐ） Ｄ，ｎ 
ＤのデータのビットＮｏ．ｎの値をテストし、

結果をＲ９００Ｂに出力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３５ 
１６ビットデータ

１の総数カウン

ト 
ＢＣＵ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

Ｓのデータについて、ＯＮのビット数をＤに

格納。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３６ 
３２ビットデータ

１の総数カウン

ト 
ＤＢＣＵ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

（Ｓ＋１，Ｓ）のデータについて、ＯＮのビット

の数をＤに格納。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

FP
0 

FP
-e

 

FP
Σ 

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

FP
3 

基本機能命令 

１３７ 補助タイマ 
（１６ビット） ＳＴＭＲ Ｓ，Ｄ 

設定値×０．０１秒後、指定の出力および

Ｒ９００ＤをＯＮ。 ○ ○ ○ ○ △ 
注４） ○ ○ ○

特殊命令 

１３８ 
時、分、秒→

秒データへ

の変換 
ＨＭＳＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

（Ｓ＋１，Ｓ）の時間、分、秒を表すデータ

を秒単位に換算して（Ｄ＋１，Ｄ）に格納。
△
注１） ○ ○ ○ △ 

注２） ○ ○ ○

１３９ 
秒→時、分、

秒データへ

の変換 
ＳＨＭＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

（Ｓ＋１，Ｓ）の秒をあらわすデータを、時

間、分、秒に換算して（Ｄ＋１，Ｄ）に格

納。 

△
注１） ○ ○ ○ × ○ ○ ○

１４０ キャリーの 
セット ＳＴＣ （Ｐ）  ＣＹフラグＲ９００９をＯＮにする。 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

１４１ キャリーの 
リセット ＣＬＣ （Ｐ）  ＣＹフラグＲ９００９をＯＦＦにする。 ○ ○ ○ ○ △ 

注２） ○ ○ ○

１４２ 
ウォッチドグ 
タイマ 
リフレッシュ 

ＷＤＴ （Ｐ） Ｓ 
演算渋滞ウォッチドグタイマのタイムアウト

時間をプリセット（Ｓ×２．５ｍｓ／Ｓ×０．１

ｍｓ）。 
× × × × △ 

注２） × ○ ×

１４３ 
部分Ｉ／Ｏ 
リフレッシュ ＩＯＲＦ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ Ｄ１で指定する番号からＤ２で指定する番

号までのＩ／Ｏについてリフレッシュ。 ○ ○ ○ ○ △ 
注２） ○ ○ ○

１４４ シリアルデ

ータ送受信 ＴＲＮＳ Ｓ，ｎ 

受信完了フラグＲ９０３８をＯＦＦして、受信

を可能にする。 
Ｓを先頭とするｎバイト分のデータレジスタ

をＣＯＭポートから送信。 

○ ○ × × × ○ ○ ×

１４５ データ送信 ＳＥＮＤ （Ｐ） Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｄ，Ｎ 
ＭＥＷＮＥＴリンク局にデータを送信。 × × × × × ○ ○ ○

１４６ データ受信 ＲＥＣＶ （Ｐ） Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｎ，Ｄ 
ＭＥＷＮＥＴリンク局からデータを受信。 × × × × × ○ ○ ○

１４５ データ送信 ＳＥＮＤ Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｄ，Ｎ 
ＭＯＤＢＵＳマスタとして、スレーブ局にデ

ータを送信。 × × △ 
注 5) 

○ × × × ×

１４６ データ受信 ＲＥＣＶ Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｎ，Ｄ 
ＭＯＤＢＵＳマスタとして、スレーブ局から

データを受信。 × × △ 
注 5) 

○ × × × ×

１４５ データ送信 ＳＥＮＤ Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｄ，Ｎ 
ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタとして、スレーブ局

にデータを送信。 × × △ 
注 5) 

△ 
注 5) 

× × × ×

１４６ データ受信 ＲＥＣＶ Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｎ，Ｄ 
ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタとして、スレーブ局

からデータを受信。 × × △ 
注 5) 

△ 
注 5) 

× × × ×

１４７ プリント 
アウト ＰＲ Ｓ，Ｄ 

Ｓを先頭とするエリアのアスキーコードデ

ータをプリンタ用に変換して、Ｄで指定す

るＷＹエリアに出力。 
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

１４８ 自己診断 
エラーセット ＥＲＲ （Ｐ） 

ｎ（ｎ：Ｋ１０

０～ 
Ｋ２９９） 

自己診断エラーＮｏ．ｎをＤＴ９０００に格納

し、Ｒ９０００をＯＮ、ＥＲＲＯＲ ＬＥＤを点

灯。 
○ ○ ○ ○ △ 

注２） ○ ○ ○

１４９ メッセージ 
表示 ＭＳＧ （Ｐ） Ｓ 

Ｓの文字定数を、接続しているプログラミ

ングツールに表示。 ○ ○ ○ ○ △ 
注２） ○ ○ ○

注１) ＦＰ０はＴ３２タイプで使用できます。 
注２） ＦＰ１（Ｃ１４、Ｃ１６）、ＦＰ－Ｍ（Ｃ１６）は使用できません。 
注３） ＦＰ１（Ｃ１４、Ｃ１６）は使用できません。 
注４） ＦＰ１（Ｃ１４～Ｃ４０）、ＦＰ－Ｍ（Ｃ１６）は使用できません。 
注５） ＦＰ－ＸはＶ１．２０以降、ＦＰΣは３２ｋタイプで使用できます。 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

FP
0 

FP
-e

 

FP
Σ 

 

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

FP
3 

１５０ データ 
読み出し ＲＥＡＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

ｎ，Ｄ 
高機能ユニットからデータを読み出す。 × × △ 

注４） × × ○ ○ ○

１５１ データ 
書き込み ＷＲＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

ｎ，Ｄ 
高機能ユニットへデータを書き込む。 × × △ 

注４） × × ○ ○ ○

１５２ リモート子局デ

ータ読み出し ＲＭＲＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

ｎ，Ｄ 
リモート子局上の高機能ユニットからデ

ータを読み出す。 × × × × × ○ ○ ○

１５３ リモート子局デ

ータ書き込み ＲＭＷＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

ｎ，Ｄ 
リモート子局上の高機能ユニットへデー

タを書き込む。 × × × × × ○ ○ ○

１５５ サンプリング ＳＭＰＬ （Ｐ）  トレース時にサンプリングする。 × × × △ 
注５） × ○ ○ ○

１５６ サンプリング 
トリガ ＳＴＲＧ （Ｐ）  トレース時に停止指示トリガをかける。 × × × △ 

注５） × ○ ○ ○

１５７ 時刻加算 ＣＡＤＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

（Ｓ１＋２，Ｓ１＋１，Ｓ１）の時刻から（Ｓ２

＋１，Ｓ２）の時間が経過したあとの時刻

を、（Ｄ＋２，Ｄ＋１，Ｄ）に格納。 

△
注１） ○ ○ ○ △ 

注２） ○ ○ ○

１５８ 時刻減算 ＣＳＵＢ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

（Ｓ１＋２，Ｓ１＋１，Ｓ１）の時刻に対して

（Ｓ２＋１，Ｓ２）の時間分前の時刻を、

（Ｄ＋２，Ｄ＋１，Ｄ）に格納。 

△
注１） ○ ○ ○ △ 

注２） ○ ○ ○

１５９ シリアルポート

送信 ＭＴＲＮ （Ｐ） 
注３） Ｓ，ｎ，Ｄ 

指定するＣＰＵのＣＯＭポートまたは、 
ＭＣＵのＣＯＭポートを介して、外部機

器にデータを送信します。 
× × ○ ○ × △

注３）

△
注３） ×

１６１ ＭＣＵシリアル

データ受信 ＭＲＣＶ （Ｐ） Ｓ ， Ｄ １ ，

Ｄ２ 

指定するＭＣＵユニットのＣＯＭポートを

介して、外部機器からのデータを受信し

ます。 
× × × × × △

注３）

△
注３） ×

ＢＩＮ算術演算命令 

１６０ ダブルワードデ

ータの平方根 ＤＳＱＲ （Ｐ） Ｓ，Ｄ √（Ｓ）→（Ｄ） × × ○ ○ × ○ ○ ○

高速カウンタ・パルス出力制御命令（ＦＰ１、ＦＰ－Ｍ用） 

０ 高速カウンタ

制御 ＭＶ Ｓ， 
ＤＴ９０５２ 

（Ｓ）で指定された制御コードに応じた高

速カウンタの制御を行います。制御コー

ドは、ＤＴ９０５２の第０デジットに格納さ

れます。 

× × × × ○ × × ×

Ｓ， 
ＤＴ９０４４ 

（Ｓ＋１，Ｓ）→高速カウンタ経過値エリア

（ＤＴ９０４５，ＤＴ９０４４） 
１ 

高速カウンタ

経過値設定・

読み出し 
ＤＭＶ 

ＤＴ９０４４，

Ｄ 
高速カウンタ経過値エリア（ＤＴ９０４５， 
ＤＴ９０４４）→（Ｄ＋１，Ｄ） 

× × × × ○ × × ×

１６２ 目標一致ＯＮ ＨＣ０Ｓ Ｓ，Ｙｎ 
内蔵高速カウンタの経過値が、（Ｓ＋１，

Ｓ）の目標値に達すると、出力Ｙｎを 
ＯＮ。 

× × × × ○ × × ×

１６３ 目標一致ＯＦＦ ＨＣ０Ｒ Ｓ，Ｙｎ 
内蔵高速カウンタの経過値が、（Ｓ＋１，

Ｓ）の目標値に達すると、出力Ｙｎを 
ＯＦＦ。 

× × × × ○ × × ×

１６４ 
速度制御（パ

ルス出力／パ

ターン出力） 
ＳＰＤ０ Ｓ 

Ｓを先頭とするデータテーブルの内容

に従って、内蔵高速カウンタの経過値

にもとづいてパルス出力またはパターン

出力を行います。 

× × × × ○ × × ×

１６５ カム出力 ＣＡＭ０ Ｓ 
Ｓを先頭とするデータテーブルの内容

に従って、内蔵高速カウンタの経過値

にもとづいてカム出力を行います。 
× × × × ○ × × ×

注１） ＦＰ０は３２タイプで使用できます。 
注２） ＦＰ１（Ｃ１４、Ｃ１６）、ＦＰ－Ｍ（Ｃ１６）は使用できません。 
注３） ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨのＶｅｒ．１．５以降で使用でき、微分実行型を指定できます。 
注４） ＦＰΣはＶｅｒ．２．０以降で使用できます。 
注５） ＦＰ－Ｘは、Ｖｅｒ．２．０以降のみ使用できます。 



12-34 

○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 
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0 

FP
-e

 

FP
Σ/

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M
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2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

FP
3 

高速カウンタ・パルス出力制御命令（ＦＰ０／ＦＰ－ｅ用） 

０ 高速カウンタ／ 
パルス出力制御 ＭＶ Ｓ，ＤＴ９０５２ 

（Ｓ）で指定された制御コードに応じた高速

カウンタ／パルス出力の制御を行います。

制御コードは、ＤＴ９０５２に格納されます。

○ ○ × × × × ×

Ｓ，ＤＴ９０４４～ （Ｓ＋１，Ｓ）→高速カウンタ／パルス出力

経過値エリア ○ ○ × × × × ×

１ 

高速カウンタ／ 
パルス出力 
経過値の書き込

み・読み出し 

ＤＭＶ 
ＤＴ９０４４，Ｄ 高速カウンタ／パルス出力経過値エリア→

（Ｄ＋１，Ｄ） ○ ○ × × × × ×

１６６ 
目標一致ＯＮ命令

（チャンネル指定

付） 
ＨＣ１Ｓ ｎ，Ｓ，Ｙｎ 内蔵高速カウンタの経過値が、（Ｓ＋１，Ｓ）

の目標値に達すると、出力ＹｎをＯＮ。 ○ ○ × × × × ×

１６７ 
目標一致ＯＦＦ命

令（チャンネル指

定付） 
ＨＣ１Ｒ ｎ，Ｓ，Ｙｎ 内蔵高速カウンタの経過値が、（Ｓ＋１，Ｓ）

の目標値に達すると、出力ＹｎをＯＦＦ。 ○ ○ × × × × ×

１６８ 

位置決め制御（チ

ャンネル指定付）

（台形制御／原点

復帰） 

ＳＰＤ１ ｎ，Ｓ，Ｙｎ 
Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に従

って、指定した出力（Ｙ０，Ｙ１）から、位置

決め用パルスを出力します。 
○ ○ × × × × ×

１６９ 
パルス出力命令

（チャンネル指定

付）（ＪＯＧ運転） 
ＰＬＳ Ｓ，ｎ 

Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に従

って、指定した出力（Ｙ０，Ｙ１）から、パル

ス列を出力します。 
○ ○ × × × × ×

１７０ 
ＰＷＭ出力命令

（チャンネル指定

付） 
ＰＷＭ Ｓ，ｎ 

Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に従

って、指定した出力（Ｙ０，Ｙ１）から、ＰＷＭ

出力します。 
○ ○ × × × × ×

高速カウンタ・パルス出力制御命令（ＦＰΣ、ＦＰ－Ｘ用） 

０ 高速カウンタ／ 
パルス出力制御 ＭＶ Ｓ，ＤＴ９００５２ （Ｓ）で指定された制御コードに応じた高速

カウンタ／パルス出力を制御。 × × ○ × × × ×

ＦＰΣ： 
Ｓ，ＤＴ９００４４～
ＦＰ－Ｘ： 
Ｓ，ＤＴ９０３００～

（Ｓ＋１，Ｓ）→高速カウンタ／パルス出力
経過値エリア × × ○ × × × ×

１ 

高速カウンタ／ 
パルス出力 
経過値の書き込

み・読み出し 

ＤＭＶ 
ＦＰΣ： 
ＤＴ９００４４，Ｄ 
ＦＰ－Ｘ： 
ＤＴ９０３００～，Ｄ

高速カウンタ／パルス出力経過値エリア→
（Ｄ＋１，Ｄ） × × ○ × × × ×

１６６ 
目標一致ＯＮ 
（チャンネル指定

付） 
ＨＣ１Ｓ ｎ，Ｓ，Ｄ 内蔵高速カウンタの経過値が、（Ｓ＋１，Ｓ）

の目標値に達すると、出力ＹｎをＯＮ。 × × ○ × × × ×

１６７ 目標一致ＯＦＦ（チ

ャンネル指定付） ＨＣ１Ｒ ｎ，Ｓ，Ｄ 内蔵高速カウンタの経過値が、（Ｓ＋１，Ｓ）

の目標値に達すると、出力ＹｎをＯＦＦ。 × × ○ × × × ×

１７１ 

パルス出力 
（チャンネル指定

付）（台形制御／

原点復帰） 

ＳＰＤＨ Ｓ，ｎ 
Ｓを先頭とするデータテーブルのパラメー

タに従って、指定したチャンネルからパル

スを出力。 
× × ○ × × × ×

１７２ 
パルス出力 
（チャンネル指定

付）（ＪＯＧ運転） 
ＰＬＳＨ Ｓ，ｎ 

Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に従

って、指定した出力から、パルス列を出

力。 
× × ○ × × × ×

１７３ 
ＰＷＭ出力 
（チャンネル指定

付） 
ＰＷＭＨ Ｓ，ｎ Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に従

って、指定した出力から、ＰＷＭ出力。 × × ○ × × × ×

１７４ 

パルス出力 
（チャンネル指定

付）（任意データテ

ーブル制御運転） 

ＳＰ０Ｈ Ｓ，ｎ 指定したチャンネルからＳで指定したデー

タテーブルに従ってパルスを出力。 × × ○ × × × ×

注１） 経過値エリアは、使用チャンネルにより異なります。 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

FP
0 

FP
-e

 

FP
Σ 

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

FP
3 

１７５ パルス出力 
（直線補間） ＳＰＳＨ Ｓ，ｎ 

指定したデータテーブルに従って目

標位置までの軌跡が直線的になるよ

うにチャンネルからパルスを出力。 
× × 

△ 
注４） 

○ × × × ×

１７６ パルス出力 
（円弧補間） ＳＰＣＨ Ｓ，ｎ 

指定したデータテーブルに従って目

標位置までの軌跡が円弧状になるよ

うにチャンネルからパルスを出力。 
× × 

△ 
注４） 

× × × × ×

画面表示命令（ＦＰ－ｅ専用） 

１８０ ＦＰ－ｅ画面表示

登録命令 ＳＣＲ Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｓ４ 

ＦＰ－ｅに表示させる画面を（Ｓ１）～ 
（Ｓ４）で指定する方法で登録します。

× ○ × × × × × ×

１８１ ＦＰ－ｅ画面表示

切替命令 ＤＳＰ Ｓ ＦＰ－ｅの画面を（Ｓ）で指定したモード

の画面に切り替えます。 × ○ × × × × × ×

基本機能命令 

１８２ 時定数処理 ＦＩＬＴＲ Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 指定入力のフィルタ処理をします。 × × × △ 

注５） × × × ×

１８３ 補助タイマ 
（３２ビット） ＤＳＴＭ Ｓ，Ｄ 設定値×０．０１秒後、指定の出力お

よびＲ９００ＤをＯＮ。 ○ ○ ○ ○ △ 
注１） ○ ○ ×

データ転送命令 

１９０ １６ビット３データ

一括転送 ＭＶ３ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

（Ｓ１）→（Ｄ），（Ｓ２）→（Ｄ＋１）， 
（Ｓ３）→（Ｄ＋２） × × ○ ○ × ○ ○ ×

１９１ ３２ビット３データ

一括転送 ＤＭＶ３ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）→（Ｄ＋１，Ｄ）， 
（Ｓ２＋１，Ｓ２）→（Ｄ＋３，Ｄ＋２）， 
（Ｓ３＋１，Ｓ３）→（Ｄ＋５，Ｄ＋４） 

× × ○ ○ × ○ ○ ×

論理演算命令 

２１５ ３２ビットデータ

の論理積 ＤＡＮＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ
（Ｓ１＋１，Ｓ１）∧（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） × × ○ ○ × ○ ○ ×

２１６ ３２ビットデータ

の論理和 ＤＯＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ
（Ｓ１＋１，Ｓ１）∨（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） × × ○ ○ × ○ ○ ×

２１７ 
３２ビットデータ

の排他的論理

和 
ＤＸＯＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

｛（Ｓ１＋１，Ｓ１）∧（Ｓ２＋１，Ｓ２）｝∨ 
｛（Ｓ１＋１，Ｓ１）∧（Ｓ２＋１，Ｓ２）｝ 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

× × ○ ○ × ○ ○ ×

２１８ 
３２ビットデータ

の排他的論理

和否定 
ＤＸＮＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

｛（Ｓ１＋１，Ｓ１）∧（Ｓ２＋１，Ｓ２）｝∨ 
｛（Ｓ１＋１，Ｓ１）∧（Ｓ２＋１，Ｓ２）｝ 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

× × ○ ○ × ○ ○ ×

２１９ ダブルワード 
結合 ＤＵＮＩ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

｛（Ｓ１，Ｓ１＋１）∧（Ｓ３，Ｓ３＋１）｝∨ 
｛（Ｓ２，Ｓ２＋１）∧（Ｓ３，Ｓ３＋１）｝ 
→（Ｄ，Ｄ＋１） 

× × ○ ○ × ○ ○ ×

データ変換命令 

２３０ 時刻データ→秒

変換 ＴＭＳＥＣ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 指定された時刻データを秒データに

変換します。 × × △ 
注３） ○ × △

注２）

△
注２） ×

２３１ 秒データ→時刻

変換 ＳＥＣＴＭ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 指定された秒データを時刻データに

変換します。 × × △ 
注３） ○ × △

注２）

△
注２） ×

２３５ 
１６ビットバイナ

リ→グレイコード

変換 
ＧＲＹ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

１０進数を表す１６ビットＢＩＮデータ

（Ｓ）をグレイコードデータに変換し、

（Ｄ）に格納。 
× × ○ ○ × ○ ○ ×

２３６ 
３２ビットバイナ

リ→グレイコード

変換 
ＤＧＲＹ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

１０進数を表す３２ビットＢＩＮデータ 
（Ｓ＋１，Ｓ）をグレイコードデータに変

換し、（Ｄ＋１，Ｄ）に格納 
× × ○ ○ × ○ ○ ×

２３７ 
１６ビットグレイ

コード→バイナリ

変換 
ＧＢＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ グレイコードデータ（Ｓ）をバイナリデー

タに変換し、（Ｄ）に格納。 × × ○ ○ × ○ ○ ×

注１） ＦＰ１（Ｃ１４～Ｃ７２）、ＦＰ－Ｍ（Ｃ１６）は使用できません。 
注２） ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨのＶｅｒ．１．５以降で使用できます。 
注３） ＦＰΣは３２ｋタイプで使用できます。 
注４） ＦＰΣはＣ３２Ｔ２、Ｃ２８Ｐ２、Ｃ３２Ｔ２Ｈ、Ｃ２８Ｐ２Ｈで使用できます。 
注５） ＦＰ－ＸはＶｅｒ２．０以降のみ使用できます。 
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２３８ 
３２ビットグレイ

コード→バイナリ

変換 
ＤＧＢＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ グレイコードデータ（Ｓ＋１，Ｓ）をバイナリ

データに変換し、（Ｄ＋１，Ｄ）に格納。 × × ○ ○ × ○ ○ ×

２４０ ビット行→ 
ビット列変換 ＣＯＬＭ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 

（Ｓ）のビット０～１５の値を（Ｄ）～ 
（Ｄ＋１５）のビットｎに格納。 × × ○ ○ × ○ ○ ×

２４１ ビット列→ 
ビット行変換 ＬＩＮＥ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 

（Ｓ）～（Ｓ＋１５）のビットｎの値を（Ｄ）のビ

ット０～ビット１５に格納。 × × ○ ○ × ○ ○ ×

２５０ バイナリ→ 
アスキー変換 ＢＴＯＡ Ｓ１，Ｓ２，

ｎ，Ｄ 
複数のバイナリデータを複数のアスキー

データに変換します。 × × △
注２） ○ × × × ×

２５１ アスキー→ 
バイナリ変換 ＡＴＯＢ Ｓ１，Ｓ２，

ｎ，Ｄ 
複数のアスキーデータを複数のバイナリ

データに変換します。 × × △
注２） ○ × × × ×

２５２ アスキーデータ

チェック ＡＣＨＫ Ｓ１，Ｓ２，

ｎ 
Ｆ２５１（ＡＴＯＢ）命令で取り扱うアスキー

データ列のチェックを行います。 × × × △
注３） × × × ×

文字列命令 

２５７ 文字列の比較 ＳＣＭＰ Ｓ１，Ｓ２ 
指定した２つの文字列を比較し、判定結

果を特殊内部リレーに出力します。 × × ○ ○ × ○ ○ ×

２５８ 文字列の連結 ＳＡＤＤ Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 
文字列と文字列を連結します。 × × ○ ○ × ○ ○ ×

２５９ 
文字列の文字

数 ＬＥＮ Ｓ，Ｄ 文字列に格納されている文字数を求めま

す。 × × ○ ○ × ○ ○ ×

２６０ 文字列の検索 ＳＳＲＣ Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 
指定した文字を文字列より検索します。 × × ○ ○ × ○ ○ ×

２６１ 文字列（右側）

からの取り出し ＲＩＧＨＴ Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 
文字列の右側から指定した文字数分の

文字列を取り出します。 × × ○ ○ × ○ ○ ×

２６２ 文字列（左側）

からの取り出し ＬＥＦＴ Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 
文字列の左側から指定した文字数分の

文字列を取り出します。 × × ○ ○ × ○ ○ ×

２６３ 文字列から文字

列を取り出す ＭＩＤＲ Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３，Ｄ 
文字列の指定の位置から指定した文字

数分の文字列を取り出します。 × × ○ ○ × ○ ○ ×

２６４ 文字列へ文字

列を書き込む ＭＩＤＷ Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ，ｎ 
文字列から指定した文字数分の文字を

文字列の指定の位置に書き込みます。 × × ○ ○ × ○ ○ ×

２６５ 
文字列の置き 
換え 

ＳＲＥＰ Ｓ，Ｄ，ｐ，

ｎ 
文字列の文字を文字列の指定の位置か

ら指定した文字数分に置き換えます。 × × ○ ○ × ○ ○ ×

整数型データ処理命令 

２７０ 大値 
（１６ビット） ＭＡＸ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのワードデータテー

ブル中で、 大値を検索し、［Ｄ］に格

納。その相対アドレス値を［Ｄ＋１］に格

納。 

×
△ 
注１） 

○ ○ × ○ ○ ×

２７１ 大値 
（３２ビット） ＤＭＡＸ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのダブルワードデー

タテーブル中で、 大値を検索し、［Ｄ］

に格納。相対アドレス値を［Ｄ＋２］に格

納。 

×
△ 
注１） 

○ ○ × ○ ○ ×

２７２ 小値 
（１６ビット） ＭＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのワードデータテー

ブル中で、 小値を検索し、［Ｄ］に格

納。相対アドレス値を［Ｄ＋１］に格納。 
×

△ 
注１） 

○ ○ × ○ ○ ×

２７３ 小値 
（３２ビット） ＤＭＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのダブルワードデー

タテーブル中で、 小値を検索し、［Ｄ］

に格納。相対アドレス値を［Ｄ＋２］に格

納。 

×
△ 
注１） 

○ ○ × ○ ○ ×

２７５ 合計・平均値 
（１６ビット） ＭＥＡＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのワードデータ（符合

付き）の合計値および平均値を［Ｄ］に格

納。 
×

△ 
注１） 

○ ○ × ○ ○ ×

注１） ＦＰ－ｅはＶｅｒ１．２以降で使用できます。 
注２） ＦＰΣは３２ｋタイプで使用できます。 
注３） ＦＰ－ＸはＶｅｒ２．０以降のみ使用できます。 
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２７６ 合計・平均値 
（３２ビット） ＤＭＥＡＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのダブルワードデー

タ（符合付き）の合計値および平均値を

［Ｄ］に格納。 
× △ 

注１） 
○ × ○ ○ ×

２７７ ソート 
（１６ビット） ＳＯＲＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３ 
［Ｓ１］から［Ｓ２］までのワードデータ（符合

付き）を昇順、または降順で並び替え。 × △ 
注１） 

○ × ○ ○ ×

２７８ ソート 
（３２ビット） ＤＳＯＲＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのダブルワードデー

タ（符合付き）を昇順、または降順で並び

替え。 
× △ 

注１） 
○ × ○ ○ ×

２８２ 
１６ビットデータ

のスケーリング 
（線形化） 

ＳＣＡＬ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

与えたデータテーブルに対しスケーリン

グを行い、入力値Ｘに対する出力値Ｙを

求めます。 
× △ 

注１） 
○ × ○ ○ ×

２８３ 
３２ビットデータ

のスケーリング 
（線形化） 

ＤＳＣＡＬ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

与えたデータテーブルに対しスケーリン

グを行い、入力値Ｘに対する出力値Ｙを

求めます。 
× × ○ × ○ ○ ×

２８４ １６ビットデータ

の傾斜出力 ＲＡＭＰ Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

指定された初期値から目標値まで、指定

時間で線形出力します。 × × △ 
注２） 

× × × ×

整数型非線形関数命令 

２８５ 上下限リミット 
制御（ワード） ＬＩＭＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１］＞［Ｓ３］のとき、［Ｓ１］→［Ｄ］ 
［Ｓ２］＜［Ｓ３］のとき、［Ｓ２］→［Ｄ］ 
［Ｓ１］≦［Ｓ３］≦［Ｓ２］のとき、 
［Ｓ３］→［Ｄ」 

× △ 
注１） 

○ × ○ ○ ×

２８６ 
上下限リミット 
制御 
（ダブルワード） 

ＤＬＩＭＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１，Ｓ１＋１］＞［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、 
［Ｓ１，Ｓ１＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］＜［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ１，Ｓ１＋１］≦［Ｓ３，Ｓ３＋１］≦ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１」 

× △ 
注１） 

○ × ○ ○ ×

２８７ 不感帯制御 
（ワード） ＢＡＮＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１］＞［Ｓ３］のとき、 
［Ｓ３］－［Ｓ１］→［Ｄ］ 
［Ｓ２］＜［Ｓ３］のとき、 
［Ｓ３］－［Ｓ２］→［Ｄ］ 
［Ｓ１］≦［Ｓ３］≦［Ｓ２］のとき、０→［Ｄ」 

× △ 
注１） 

○ × ○ ○ ×

２８８ 
不感帯制御 
（ダブルワード） ＤＢＡＮＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１，Ｓ１＋１］＞［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］－［Ｓ１，Ｓ１＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］＜［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］－［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ１，Ｓ１＋１］≦［Ｓ３，Ｓ３＋１］≦ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］のとき、０→［Ｄ，Ｄ＋１」 

× △ 
注１） 

○ × ○ ○ ×

２８９ ゾーン制御 
（ワード） ＺＯＮＥ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ３］＜０のとき、［Ｓ３］＋［Ｓ１］→［Ｄ］ 
［Ｓ３］＝０のとき、０→［Ｄ］ 
［Ｓ３］＞０のとき、［Ｓ３］＋［Ｓ２］→［Ｄ」 

× △ 
注１） 

○ × ○ ○ ×

２９０ ゾーン制御 
（ダブルワード） ＤＺＯＮＥ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ３，Ｓ３＋１］＜０のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＋［Ｓ１，Ｓ１＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＝０のとき、 
０→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＞０のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＋［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１」 

× △ 
注１） 

○ × ○ ○ ×

注１） ＦＰ－ｅはＶｅｒ１．２以降で使用できます。 
注２） ＦＰ－ＸはＶｅｒ２．０以降のみ使用できます。 
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ＢＣＤ形実数演算命令 

３００ ＢＣＤ形実数 
正弦演算 ＢＳＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＳＩＮ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ × × × × ○ ○ ×

３０１ ＢＣＤ形実数 
余弦演算 ＢＣＯＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＣＯＳ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ × × × × ○ ○ ×

３０２ ＢＣＤ形実数 
正接演算 ＢＴＡＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＴＡＮ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ × × × × ○ ○ ×

３０３ ＢＣＤ形実数 
逆正弦演算 ＢＡＳＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＳＩＮ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ × × × × ○ ○ ×

３０４ ＢＣＤ形実数 
逆余弦演算 ＢＡＣＯＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＣＯＳ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ × × × × ○ ○ ×

３０５ ＢＣＤ形実数 
逆正接演算 ＢＡＴＡＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＴＡＮ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ × × × × ○ ○ ×

浮動小数点形実数演算命令 

３０９ 浮動小数点形 
実数データ転送 ＦＭＶ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｓ＋１，Ｓ）→（Ｄ＋１，Ｄ） ○ ○ ○ × ○ ○ ×

３１０ 浮動小数点形 
実数データ加算 Ｆ＋ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１，Ｓ１＋１］＋［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

○ ○ ○ × ○ ○ ×

３１１ 浮動小数点形 
実数データ減算 Ｆ－ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１，Ｓ１＋１］－［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

○ ○ ○ × ○ ○ ×

３１２ 浮動小数点形 
実数データ乗算 Ｆ＊ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１，Ｓ１＋１］×［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

○ ○ ○ × ○ ○ ×

３１３ 浮動小数点形 
実数データ除算 Ｆ％ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１，Ｓ１＋１］÷［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

○ ○ ○ × ○ ○ ×

３１４ 浮動小数点形 
実数データ正弦 ＳＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＳＩＮ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

３１５ 浮動小数点形 
実数データ余弦 ＣＯＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＣＯＳ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

３１６ 浮動小数点形 
実数データ正接 ＴＡＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＴＡＮ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

３１７ 
浮動小数点形 
実数データ 
逆正弦 

ＡＳＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＳＩＮ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

３１８ 
浮動小数点形 
実数データ 
逆余弦 

ＡＣＯＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＣＯＳ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

３１９ 
浮動小数点形 
実数データ 
逆正接 

ＡＴＡＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＴＡＮ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

３２０ 
浮動小数点形 
実数データ 
自然対数 

ＬＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＬＮ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

３２１ 浮動小数点形 
実数データ指数 ＥＸＰ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＥＸＰ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

３２２ 浮動小数点形 
実数データ対数 ＬＯＧ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＬＯＧ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

３２３ 
浮動小数点形 
実数データ 
べき乗 

ＰＷＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ
［Ｓ１，Ｓ１＋１］∧［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ、Ｄ＋１］ 

○ ○ ○ × ○ ○ ×

３２４ 
浮動小数点形 
実数データ 
平方根 

ＦＳＱＲ （Ｐ） Ｓ，Ｄ √［Ｓ，Ｓ＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］ ○ ○ ○ × ○ ○ ×
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

FP
0 

FP
-e

 

FP
Σ/

FP
-X

 

FP
1/

FP
-M

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

FP
3 

３２５ 
１６ビット整数→ 
浮動小数点形 
実数データ 

ＦＬＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ［Ｓ］（符号付１６ビット整数データ）を、実

数データに変換し［Ｄ］に格納。 ○ ○ ○ × ○ ○ ×

３２６ 
３２ビット整数→

浮動小数点形 
実数データ 

ＤＦＬＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（符号付３２ビット整数データ）

を、実数データに変換し、［Ｄ，Ｄ＋１］に

格納。 
○ ○ ○ × ○ ○ ×

３２７ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
１６ビット整数 
超えない 大 

ＩＮＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付１６

ビット整数（超えない 大）に変換し、

［Ｄ］に格納。 
○ ○ ○ × ○ ○ ×

３２８ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
３２ビット整数 
超えない 大 

ＤＩＮＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付３２

ビット整数（超えない 大）に変換し、

［Ｄ，Ｄ＋１］に格納。 
○ ○ ○ × ○ ○ ×

３２９ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
１６ビット整数 
小数点以下 
切り捨て 

ＦＩＸ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付１６

ビット整数（小数点以下切り捨て）に変換

し、［Ｄ］に格納。 
○ ○ ○ × ○ ○ ×

３３０ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
３２ビット整数 
小数点以下 
切り捨て 

ＤＦＩＸ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付３２

ビット整数（小数点以下切り捨て）に変換

し、［Ｄ，Ｄ＋１］に格納。 
○ ○ ○ × ○ ○ ×

３３１ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
１６ビット整数 
小数点以下 
四捨五入 

ＲＯＦＦ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付１６

ビット整数（小数点以下四捨五入）に変

換し、［Ｄ］に格納。 
○ ○ ○ × ○ ○ ×

３３２ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
３２ビット整数 
小数点以下 
四捨五入 

ＤＲＯＦＦ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付３２

ビット整数（小数点以下四捨五入）に変

換し、［Ｄ，Ｄ＋１］に格納。 
○ ○ ○ × ○ ○ ×

３３３ 
浮動小数点形 
実数データ小数

点以下切捨て 
ＦＩＮＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）の小数点以下

を切り捨て、結果を［Ｄ，Ｄ＋１］に格納。 ○ ○ ○ × ○ ○ ×

３３４ 

浮動小数点形 
実数データ 
小数点以下 
四捨五入 

ＦＲＩＮＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）の小数点第１位

を四捨五入し、結果を［Ｄ，Ｄ＋１］に格

納。 
○ ○ ○ × ○ ○ ×

３３５ 
浮動小数点形 
実数データ 
符号交換 

Ｆ＋／－ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を符号変換し、

結果を［Ｄ，Ｄ＋１］に格納。 ○ ○ ○ × ○ ○ ×

３３６ 
浮動小数点形 
実数データ 
絶対値 

ＦＡＢＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）の絶対値を求

め、結果を［Ｄ，Ｄ＋１］に格納。 ○ ○ ○ × ○ ○ ×

３３７ 
浮動小数点形 
実数データ 
度→ラディアン 

ＲＡＤ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ＋１，Ｓ］の角度［度］を角度［ラジアン］

（実数データ）に変換し、［Ｄ＋１，Ｄ］に格

納。 
○ ○ ○ × ○ ○ ×

３３８ 
浮動小数点形 
実数データ 
ラディアン→度 

ＤＥＧ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ＋１，Ｓ］の角度［ラジアン］（実数デー

タ）を角度［度］に変換し、［Ｄ＋１，Ｄ］に

格納。 
○ ○ ○ × ○ ○ ×
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 
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0 
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FP
Σ 
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2 

FP
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H
/F
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浮動小数点形実数データ処理命令 

３４５ 
浮動小数点形 
実数データ 
実数比較 

ＦＣＭＰ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→Ｒ９００Ａ：ＯＮ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→Ｒ９００Ｂ：ＯＮ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→Ｒ９００Ｃ：ＯＮ 

× × ○ ○ × ○ ○ ×

３４６ 
浮動小数点形 
実数データ 
実数帯域比較 

ＦＷＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ３＋１，Ｓ３） 
→Ｒ９００Ａ：ＯＮ 
（Ｓ２＋１，Ｓ２）≦（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦ 
（Ｓ３＋１，Ｓ３）→Ｒ９００Ｂ：ＯＮ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→Ｒ９００Ｃ：ＯＮ 

× × ○ ○ × ○ ○ ×

３４７ 

浮動小数点形 
実数データ 
上下限リミット 
制御 

ＦＬＩＭＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１，Ｓ１＋１］＞［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、

［Ｓ１，Ｓ１＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］＜［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、

［Ｓ２，Ｓ２＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ１，Ｓ１＋１］≦［Ｓ３，Ｓ３＋１］≦ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

× × ○ ○ × ○ ○ ×

３４８ 
浮動小数点形 
実数データ 
不感帯制御 

ＦＢＡＮＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１，Ｓ１＋１］＞［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、

［Ｓ３，Ｓ３＋１］－［Ｓ１，Ｓ１＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］＜［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、

［Ｓ３，Ｓ３＋１］－［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ１，Ｓ１＋１］≦［Ｓ３，Ｓ３＋１］≦ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］のとき、 
０．０→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

× × ○ ○ × ○ ○ ×

３４９ 
浮動小数点形 
実数データ 
ゾーン制御 

ＦＺＯＮＥ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ３，Ｓ３＋１］＜０．０のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＋［Ｓ１，Ｓ１＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＝０．０のとき、 
０．０→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＞０．０のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＋［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

× × ○ ○ × ○ ○ ×

３５０ 
浮動小数点形 
実数データ 

大値 
ＦＭＡＸ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までの実数データテー

ブル中の 大値を［Ｄ＋１，Ｄ］に格納

し、相対アドレス値を、［Ｄ＋２］に格納。

× × × × × ○ ○ ×

３５１ 
浮動小数点形 
実数データ 

小値 
ＦＭＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までの実数データテー

ブル中の 小値を［Ｄ＋１，Ｄ］に格納

し、相対アドレス値を、［Ｄ＋２］に格納。

× × × × × ○ ○ ×

３５２ 
浮動小数点形 
実数データ 
合計・平均値 

ＦＭＥＡＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までの実数データ中の

合計値を［Ｄ＋１，Ｄ］、平均値を［Ｄ＋

３，Ｄ＋２］に格納。 
× × × × × ○ ○ ×

３５３ 
浮動小数点形 
実数データ 
ソート 

ＦＳＯＲＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３ 
［Ｓ１］から［Ｓ２］までの実数データを昇

順、または降順で並び替え。 
× × × × × ○ ○ ×

３５４ 実数データの 
スケーリング ＦＳＣＡＬ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

実数データテーブルによるスケーリング

（線形化）を行い、入力値（Ｘ）に対する

出力（Ｙ）を計算します。 
× × △ 

注 2） 
○ × △

注１）

△
注１）

×

注１） ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨのＶｅｒ．１．５以降で使用できます。 
注２） ＦＰΣは３２ｋタイプで使用できます。 



12-41 

○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

応
用
命
令
番
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名称 ニモニック シンボル 機能概要 
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時系列処理命令 

３５５ ＰＩＤ演算 ＰＩＤ Ｓ 
［Ｓ］～［Ｓ＋２］、［Ｓ＋４］～［Ｓ＋１０］で指

定するモード、パラメータに従ってＰＩＤ演

算を行い、結果を［Ｓ＋３］に格納。 
○ ○ ○ × ○ ○ ×

３５６ イージーＰＩＤ ＥＺＰＩＤ 
Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｓ４ 

 

温調器のイメージで簡単に温度制御 
（ＰＩＤ）が出来ます。 

× × △
注 2） × × × ×

比較命令 

３７３ データ変化検出 
（１６ビット） ＤＴＲ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

［Ｓ］のデータ変化を検出し、ＣＹフラグに

反映する。［Ｄ］は前回値データ保持用エ

リアとして使用。 
× × ○ × ○ ○ ×

３７４ データ変化検出 
（３２ビット） ＤＤＴＲ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

［Ｓ＋１，Ｓ］のデータ変化を検出し、ＣＹ

フラグに反映する。［Ｄ＋１，Ｄ］は前回値

データ保持用エリアとして使用。 
× × ○ × ○ ○ ×

インデックスレジスタバンク処理命令 

４１０ 
インデックス 
レジスタ 
バンク設定 

ＳＥＴＢ （Ｐ） ｎ 
インデックスレジスタＩ０～ＩＤのバンクをｎ

に切り替える。 
× × × × × ○ ×

４１１ 
インデックス 
レジスタ 
バンク切り替え 

ＣＨＧＢ （Ｐ） ｎ 
インデックスレジスタＩ０～ＩＤのバンクをｎ

に切り替え、切り替える前のバンクＮｏ．を

記憶する。 
× × × × × ○ ×

４１２ 
インデックス 
レジスタ 
バンク復帰 

ＰＯＰＢ （Ｐ）  
インデックスレジスタＩ０～ＩＤのバンクを、

ＣＨＧＢ命令で切り替える前のバンクに戻

す。 
× × × × × ○ ×

ファイルレジスタバンク処理命令 

４１４ 
ファイル 
レジスタ 
バンク設定 

ＳＢＦＬ （Ｐ） ｎ ファイルレジスタバンクをｎに切り替える。 × × × × ×
△
注１） ×

４１５ 
ファイル 
レジスタ 
バンク切り替え 

ＣＢＦＬ （Ｐ） ｎ ファイルレジスタバンクをｎに切り替え、切

り替える前のバンクＮｏ．を記憶する。 × × × × ×
△
注１） ×

４１６ 
ファイル 
レジスタ 
バンク復帰 

ＰＢＦＬ （Ｐ） － ファイルレジスタバンクを、ＣＢＦＬ命令で

切り替える前のバンクの戻す。 × × × × ×
△
注１） ×

注１） ＦＰ１０ＳＨは使用できません。 
注２） ＦＰ－ＸはＶ１．２０以降、ＦＰΣは３２ｋタイプで使用できます。 
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12.4 エラーコード 
 ＥＲＲＯＲ表示について 
ＥＲＲＯＲ表示は機種によりＬＥＤや画面表示などの違いがあります。 

機種 表示 動作状態 

ＦＰ１、ＦＰ－Ｍ、ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ３、ＦＰ１０ＳＨ ＬＥＤ ＥＲＲＯＲ． 点灯 

ＦＰΣ、ＦＰ０、ＦＰ－Ｘ ＬＥＤ ＥＲＲＯＲ／ＡＬＡＲＭ 点滅／点灯 

ＦＰ－ｅ 画面 ＥＲＲ． 点灯 

 
 「ＥＲＲＯＲ」点灯時のエラー内容の確認 

・コントロールユニット（ＣＰＵユニット）の前面にあるＥＲＲＯＲが点灯または点滅した場合、 
 「自己診断エラー」または「文法チェックエラー」が発生しています。エラー内容を確認し、処置してください。 
エラーの確認方法  
＜手順＞ 
１．プログラミングツールを使用して、エラーコードを読み出してください。 
   [ステータス表示]を実行すると、エラーコードとその内容が表示されます。 
２．読み出したエラーコードにしたがって、「エラーコード一覧」でエラー内容を確認してください。 
文法チェックエラー 
書き込まれているプログラムに、文法エラーや設定に合わない内容が含まれている場合に、 
トータルチェックで検知されるエラーです。 
ＲＵＮモードに切り替えると、トータルチェックが自動的に実施され、文法エラーによる誤動作を防ぎます。 
文法チェックエラーが検知されると 
・ＥＲＲＯＲが点灯または点滅します。 
・ＲＵＮモードにしても運転が開始されません。 
・リモート操作で、ＲＵＮモードに切り替えることはできません。 
文法チェックエラーの解除 
ＰＲＯＧ．モードにすると、エラー検知状態は解除され、ＥＲＲＯＲは消灯します。 
文法チェックエラーの処置 
ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、プログラミングツールを接続したまま、オンラインでトータルチェック機能を 
実行すると、エラー内容とエラー発生アドレスを読み出すことができます。 
読み出した内容にしたがって、プログラムを見直してください。 
自己診断エラー 
異常が発生したときに、コントロールユニット（ＣＰＵユニット）の自己診断機能によって、検出されるエラーです。 
自己診断機能ではメモリ異常検出、入出力異常検出等の監視をおこなっています。 
自己診断エラーが発生すると 
・ＥＲＲＯＲが点灯または点滅します。 
・エラー内容、システムレジスタの設定によっては、コントロールユニット（ＣＰＵユニット）の運転が 
停止する場合があります。 
・エラーコード特殊データレジスタＤＴ９０００（ＤＴ９００００）に格納されます。 
・演算エラーの場合は、エラー発生アドレスがＤＴ９０１７（ＤＴ９００１７）とＤＴ９０１８（ＤＴ９００１８）に 
格納されます。 
自己診断エラーの解除 
[ステータス表示]で、[エラークリア]を実行してください。エラーコード４３以上のエラーが 
クリアできます。 
・イニシャライズスイッチを使って、エラーをクリアすることもできます。ただし、この場合演算用メモリの 
内容もクリアされます。 
・ＰＲＯＧ．モードで電源をいれ直してもエラーをクリアできます。ただし、保持型データ意外の演算メモリ 
の内容はクリアされます。 
・自己診断エラーセット命令（Ｆ１４８）によって、エラーをクリアすることもできます。 
自己診断エラーの処置 
処置方法はエラー内容によって異なります。詳細については、確認したエラーコードにしたがって、 
自己診断エラー一覧表をご参照ください。 

 

 ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭ通信エラー 
・パソコンまたは、その他コンピュータ機器から、ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭを使用してＰＬＣと通信する場合の 
 異常レスポンス時のエラーコードです。 
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12.4.1 文法チェックエラー一覧 

コード 名称 運転 エラー内容と処置方法 
Ｆ
Ｐ
０ 

Ｆ
Ｐ
ー
ｅ 

Ｆ
Ｐ
Σ 

Ｆ
Ｐ
ー
Ｘ 

Ｆ
Ｐ
―
Ｍ 

Ｆ
Ｐ
１ 

Ｆ
Ｐ
２ 

Ｆ
Ｐ
２
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
１
０
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
３ 

Ｅ１ 文法エラー 
 

停止 文法に誤りのあるシーケンスプログラムが 

書き込まれています。 

▶ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、誤りを直してくだ

さい。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ２ 
注） 

２重使用（定義） 
エラー 

停止 アウト命令やキープ命令で同じリレーを複数回使

用しています。同じタイマ／カウンタ番号を使用

している場合も発生します。 

▶ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、リレーは１プログ

ラム中１回のみ出力するようにプログラムし直して

ください。 

または、システムレジスタＮｏ．２０にて２重出力の

許可を選択してください。 

２重出力の許可を選択した場合でも、タイマ／カ

ウンタ命令の２重定義エラーは検知されます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ３ ペア不成立エラー 停止 ジャンプ（ＪＰとＬＢＬ）のようにペアで使用する命令

で、一方が欠けているか、位置関係に誤りがある

ために実行できません。 

▶ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、ペアで使用する２

つの命令を正しい位置に入力してください。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ４ パラメータミスマッチ

エラー 
停止 システムレジスタの設定に合わない命令語が書き

込まれています。具体的には、タイマ／カウンタ

の範囲設定とプログラムでの番号指定が合致し

ていません。 

▶ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、システムレジスタ

の内容を確認し、設定と命令語を合致させてくだ

さい。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ５ 
注） 

命令位置エラー 停止 実行可能なエリア（主プログラムエリア、副プログ

ラムエリア）が決まっている命令が、そのエリア以

外の位置に書き込まれています（サブルーチンＳ

ＵＢ～ＲＥＴが、ＥＤ命令よりも前にあるなど）。 

▶ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、所定のエリアに命

令を入力してください。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ６ コンパイル 
メモリＦＵＬＬ 

停止 全プログラムをコンパイルすることが出来ません

でした。 

▶ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、プログラムの総ス

テップ数を減らしてください。 

ＦＰ１０ＳＨ 

メモリ増設可能な場合は、メモリを増設するとコン

パイル可能になります。 

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○

Ｅ７ 応用命令 
組み合わせエラー 

停止 連続実行するように書き込まれた複数の応用命

令のなかに毎スキャン実行型と微分実行型が混

在しています。 

▶毎スキャン実行型と微分実行型は、別々にまと

めて、それぞれに実行条件をつけてください。 

○ ○  ○ ○ ○ ○

Ｅ８ 応用命令 
オペランド組み合わ

せエラー 

停止 複数のオペランドで組み合わせが決まっている

命令（種類を同じにする、など）で、その組み合わ

せに誤りがあります。 

▶正しい組み合わせでオペランドを登録してくだ

さい。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ９ プログラム無し 
エラー 

停止 ・プログラムの初期化が行なわれていません。 

・プログラムが破壊されています。 

▶プログラムを「プログラム消去」してください。 

 ツールソフトをご使用の場合は、プログラムを再

度転送してください。 

   ○ ○ ○

Ｅ１０ ＲＵＮ中書き換え 
文法エラー 

運転

継続 
ツールソフトの画素Ｉ／Ｏ入力方式で、ＲＵＮ中書

き換えができない命令語（ＥＤ、ＬＢＬ、ＳＵＢ、ＲＥ

Ｔ、ＩＮＴ、ＩＲＥＴ、ＳＳＴＰ、ＳＴＰＥ）を削除、追加ま

たは順序変更しようとしています。ＣＰＵユニット

には何も書き込まれていません。 

  ○ ○ ○ ○

注）文法に間違いのある書き換えをＲＵＮ中に実行しようとした場合にも、検出されるエラーです。この場合は、 
  ＣＰＵユニットには何も書き込まれていません、また、運転は継続されます。 
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12.4.2 自己診断エラー一覧 

コード 名称 運転 エラー内容と処置方法 

Ｆ
Ｐ
０ 

Ｆ
Ｐ
ー
ｅ 

Ｆ
Ｐ
Σ 

Ｆ
Ｐ
ー
Ｘ 

Ｆ
Ｐ
―
Ｍ 

Ｆ
Ｐ
１ 

Ｆ
Ｐ
２ 

Ｆ
Ｐ
２
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
１
０
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
３ 

Ｅ２０ ＣＰＵ異常 停止 ハードウェアの異常が考えられます 

▶弊社にご連絡ください。 
  ○ ○ ○ ○

Ｅ２１ ＲＡＭ異常１ 
Ｅ２２ ＲＡＭ異常２ 
Ｅ２３ ＲＡＭ異常３ 
Ｅ２４ ＲＡＭ異常４ 

  ○ ○ ○ ○

Ｅ２５ ＲＡＭ異常５ 

停止 内蔵ＲＡＭの不良が考えられます。 

▶弊社にご連絡ください。 

   ○

Ｅ２５ マスタメモリ機種 
不一致 

停止 マスタメモリの機種が不一致です。同じ機種で作

成したマスタメモリを使用してください。 
△ 
注１） 

  

ＦＰ－ｅ、ＦＰ０、ＦＰΣ、ＦＰ１ １４点・１６点 

ハードウェアの異常が考えられます。 

▶弊社にご連絡ください。 

ＦＰ－Ｘ 

マスタメモリカセットを装着している場合、マスタメ

モリが壊れている可能性があります。 

▶マスタメモリカセットを取り外してエラーが消える

かご確認ください。エラーが消えた場合は、マス

タメモリの内容が壊れているので、再度マスタメモ

リを書き直してご使用ください。消えない場合は、

弊社にご連絡ください。 

ＦＰ１ ２４点･４０点・５６点・７２点ＦＰ－Ｍ 

メモリユニットにプログラムが正常に書きこまれて

いません。 

▶メモリユニットを再度書き直してください。それで

もうまくいかない場合は、メモリユニットを交換して

ください。 

Ｅ２６ ユーザＲＯＭ異常 停止 

ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ１０ＳＨ、ＦＰ３ 

装着されたＲＯＭに異常が考えられます。 

・正常に書き込めませんでした。 

・ＲＯＭが装着されていない。 

・ＲＯＭの内容が壊れている。 

・ＲＯＭに格納されているプログラム容量が本体

ＲＡＭより大きい。 

▶ＲＯＭを再度作り直してください。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ２７ ユニット装着制限 停止 ユニットの装着数が制限を越えています。 

（リンクユニットを４台以上装着している、など） 

▶一旦電源を切り、ユニットの組み合わせが制限

範囲内になっているか確認してください。 
○ ○  ○ ○ ○ ○

Ｅ２８ システムレジスタ 
異常 

停止 システムレジスタの内容が異常な値になっていま

す。 

▶システムレジスタの内容を見直してください。 

▶システムレジスタを初期化して、再設定を 

おこなってください。 

  ○ ○

Ｅ２９ コンフィグパラメータ

異常 
停止 ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ２用コンフィグレーションエリアに

パラメータ異常を検知しました。 

正常なパラメータを設定してください。 

  ○ ○

Ｅ３０ 割り込み異常０ 停止 ハードウェアの異常が考えられます。 

▶弊社にご連絡ください。 
   ○

Ｅ３１ 割り込み異常１ 停止 割り込み要求が発生していないのに、割り込みが

発生しました。ハードウェア異常または何らかの

原因による誤動作が考えられます。 

▶一旦電源を切り、ノイズ環境をチェック・整備し

てください。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ３２ 割り込み異常２ 停止 発生した割り込みに対応する割り込みプログラム

がありません。 

▶ハードウェア異常または何らかの原因による誤

動作が考えられます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注１）ＦＰ－ＸのＶｅｒ２．０以降で発生。
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コード 名称 運転 エラー内容と処置方法 

Ｆ
Ｐ
０ 

Ｆ
Ｐ
ー
ｅ 

Ｆ
Ｐ
Σ 

Ｆ
Ｐ
ー
Ｘ 

Ｆ
Ｐ
―
Ｍ 

Ｆ
Ｐ
１ 

Ｆ
Ｐ
２ 

Ｆ
Ｐ
２
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
１
０
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
３ 

Ｅ３３ マルチＣＰＵ 
機能設定データ 
不一致 
 

ＣＰＵ

２が 
停止 

マルチＣＰＵシステムで使用している時に発生す

るエラーです。 

▶マルチＣＰＵシステム導入マニュアルのエラーに

ついてをご参照ください。 

   ○ ○

Ｅ３４ Ｉ／Ｏステータス異常 停止 異常ユニットが装着されています。 

ＦＰΣ、ＦＰ－Ｘ、ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ１０ＳＨ 

▶スロット番号をＤＴ９００３６で確認し、異常ユニッ

トを正常なユニットに交換してください。 

ＦＰ３ 

▶スロット番号をＤＴ９０３６で確認し、異常ユニット

を正常なユニットに交換してください。 

○ ○ ○  ○ ○ ○

Ｅ３５ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
子局セット上の禁止 
ユニット装着エラー 

停止 子局のマザーボード上にリモートＩ／Ｏシステムで

使用できないユニットが装着されています。 

(例：リンクユニット等) 

▶装着禁止ユニットを取り除いてください。 

  ○ ○ ○ ○

Ｅ３６ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
リモートＩ／Ｏ使用制

限 

停止 リモートＩ／Ｏシステムでのスロット数または 

Ｉ／Ｏ点数が制限を越えています。 

▶スロット数およびＩ／Ｏ点数が制限内になるよう

にしてください。 

  ○ ○ ○ ○

Ｅ３７ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
リモートＩ／Ｏマップ重

複エラーまたは範囲

超えエラー 

停止 通常Ｉ／Ｏマップ、リモートＩ／Ｏ（マスタ１～マスタ

４）マップの設定に重複や範囲超えがあります。 

▶各Ｉ／Ｏマップを重複しないように、また範囲を

超えないように設定し直してください。 

  ○ ○ ○ ○

Ｅ３８ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
Ｉ／Ｏターミナル 
登録異常 

停止 リモートＩ／Ｏターミナルボード、リモートＩ／Ｏター

ミナルユニット、Ｉ／Ｏリンクユニットに対するＩ／Ｏ

マップ登録に誤りがあります。 

▶各子局のＩ／Ｏ占有点数を確認し、正しく設定し

直してください。 

  ○ ○ ○ ○

Ｅ３９ ＩＣカード 
読み出し異常 

停止 ＩＣメモリカードからプログラム読み出し（ディップ

スイッチ設定によるＩＣカード運転、 

またはＦ１４（ＰＧＲＤ）命令によるプログラム入れ

替え）実行する際に、 

・ＩＣメモリカードが装着されていない。 

・プログラムファイルが無い、または破壊されてい

る 

・ＩＣカードアクセス禁止ＤＩＰＳＷ設定がされてい

る。 

・ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＳＰＧが異常である。 

・カードに格納されているプログラム容量が本体

より大きい。 

▶プログラムファイルが正しく記録されているＩＣメ

モリカードを装着して、再度読み出しを実行して

ください。 

   ○ ○
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コード 名称 運転 エラー内容と処置方法 
Ｆ
Ｐ
０ 

Ｆ
Ｐ
ー
ｅ 

Ｆ
Ｐ
Σ 

Ｆ
Ｐ
ー
Ｘ 

Ｆ
Ｐ
１ 

Ｆ
Ｐ
―
Ｍ 

Ｆ
Ｐ
２ 

Ｆ
Ｐ
２
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
１
０
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
３ 

異常Ｉ／Ｏユニット 

ＦＰΣ、ＦＰ－Ｘ 

▶異常が発生したＦＰΣ増設ユニット（ＦＰ－Ｘの場

合は機能カセット）を 

ＤＴ９０００２で確認し，修復してください。 

ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ 

▶異常が発生したＩ／ＯユニットをＤＴ９０００２、ＤＴ

９０００３で確認し、修復してください。 

システムレジスタＮｏ．２１で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

＊ＦＰＷＩＮ ＧＲ／Ｐｒｏではステータス表示機能

内の「Ｉ／Ｏエラー」で確認できます。 

Ｅ４０ Ｉ／Ｏエラー 選択 

ＭＥＷＮＥＴ－ＴＲ交信異常 

ＦＰ３、ＦＰ１０ＳＨ 

▶交信異常が発生したマスタユニットや異常が 

発生したＩ／ＯユニットをＤＴ９００２、ＤＴ９００３で 

確認し、修復してください。 

（ＦＰ１０ＳＨはＤＴ９０００２，ＤＴ９０００３） 

システムレジスタＮｏ．２１で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

＊ＦＰＷＩＮ ＧＲ／Ｐｒｏではステータス表示 

 機能内の「Ｉ／Ｏエラー」で確認できます。 

○ ○  ○ ○ ○ ○

Ｅ４１ 特殊ユニット暴走 選択 高機能ユニットに異常が発生しています。 

ＦＰΣ、ＦＰ－Ｘ 

▶異常が発生したＦＰΣ高機能ユニット（ＦＰ－Ｘの

場合は機能カセット）を 

ＤＴ９０００６で確認してください。 

ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ１０ＳＨ 

▶異常が発生した高機能ユニットを 

ＤＴ９０００６、ＤＴ９０００７で確認し、そのユニット

のマニュアルを参照して処置してください。 

システムレジスタＮｏ．２２で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

ＦＰ３ 

▶異常が発生した高機能ユニットを 

ＤＴ９００６、ＤＴ９００７で確認し、そのユニットの 

マニュアルを参照して処置してください。 

システムレジスタＮｏ．２２で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

＊ＦＰＷＩＮ ＧＲ／Ｐｒｏではステータス表示 

 機能内の「特殊異常（特殊ユニットエラー）」で 

 確認できます。（異常特殊ユニットダイアログ） 

○ ○  ○ ○ ○ ○

Ｅ４２ Ｉ／Ｏ照合異常 選択 入出力ユニット（増設ユニット）の接続状態が電源

投入時と異なっています。 

▶接続状況が変わった入出力ユニットをＦＰ０ 

の場合は、ＤＴ９００１０、ＦＰΣ、ＦＰ－Ｘの場合

は、ＤＴ９００１０、ＤＴ９００１１で確認してください。

また、増設コネクタの勘合を確認してください。 

ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ１０ＳＨはＤＴ９００１０、 

ＤＴ９００１１で確認してください。 

（ＦＰ３はＤＴ９０１０，ＤＴ９０１１） 

システムレジスタＮｏ．２３で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

＊ＦＰＷＩＮ ＧＲ／Ｐｒｏではステータス表示 

 機能内の「照合異常（Ｉ／Ｏ照合エラー）」で 

 確認できます。 

○ ○ ○  ○ ○ ○ ○

Ｅ４３ 演算渋滞ＷＤＴ 
（演算渋滞監視用 
ウォッチドグタイマの

タイムアップ） 

選択 シーケンスプログラムのスキャンにかかる時間 

が規定時間を越えました。 

▶規定時間内に演算できるようにプログラムか 

規定時間を再検討してください。 

システムレジスタＮｏ．２４で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

   ○ ○
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コード 名称 運転 エラー内容と処置方法 

Ｆ
Ｐ
０ 

Ｆ
Ｐ
ー
ｅ 

Ｆ
Ｐ
Σ 

Ｆ
Ｐ
ー
Ｘ 

Ｆ
Ｐ
―
Ｍ 

Ｆ
Ｐ
１ 

Ｆ
Ｐ
２ 

Ｆ
Ｐ
２
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
１
０
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
３ 

Ｅ４４ リモート子局接続 
タイムアウト 

選択 システムレジスタＮｏ．３５で設定した、タイム 

アウト時間を経過しても、リモート子局との交信 

が成立しなかった場合に発生します。 

システムレジスタＮｏ．２５で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

     ○ ○ ○ ○

Ｅ４５ 演算エラー発生 選択 ある応用命令で、演算不可能な状態に 

なりました。演算エラーの原因は、命令によって

異なります。 

システムレジスタＮｏ．２６で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ１０ＳＨの場合 

▶演算エラーが発生した命令のアドレスを 

ＤＴ９００１７、ＤＴ９００１８で確認し、その命令 

が演算不可能になった原因を取り除いてくだ 

さい。 

ＦＰ３の場合 

▶演算エラーが発生した命令のアドレスを 

ＤＴ９０１７、ＤＴ９０１８で確認し、その命令が 

演算不可能になった原因を取り除いてください。

＊ＦＰＷＩＮ ＧＲ／Ｐｒｏではステータス表示 

 機能内の「演算エラー」で確認できます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

選択 Ｓ－ＬＩＮＫエラー ＦＰ０－ＳＬ１のみ発生 

Ｓ－ＬＩＮＫエラー（ＥＲＲ１、３，４）のいずれか 

の発生を検知した場合に、エラーコードＥ４６ 

（リモートＩ／Ｏ（Ｓ－ＬＩＮＫ）交信異常）を 

格納します。 

システムレジスタＮｏ．２７で 

 １：運転継続／０：停止（デフォルトは１）を 

選択可能 

○         

Ｅ４６ リモートＩ／Ｏ交信 
異常 

選択 ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ交信異常 

電源切れや伝送ケーブルの切断などにより交信

できなくなった子局があります。 

ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ１０ＳＨ 

▶交信できない子局Ｎｏ．をＤＴ９０１３１～ＤＴ 

９０１３７で確認して、交信状態を修復してくださ

い。 

ＦＰ３ 

▶交信できない子局Ｎｏ．をＤＴ９１３１～ＤＴ９１３７

で確認して、交信状態を修復してください。 

システムレジスタＮｏ．２７で 

 １：運転継続／０：停止を選択可能 

    ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ４７ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
子局上Ｉ／Ｏ 
ユニットの 
属性異常 

選択 子局セットに装着しているユニットに下記のような

異常が発生しています。 

［照合異常］ 

ユニットの抜け落ちなど 

［高機能ユニット暴走］ 

高機能ユニットの異常 

ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ１０ＳＨ 

▶異常箇所、内容をＤＴ９０１３１～ＤＴ９０１３７で 

確認して、修復してください。 

ＦＰ３ 

▶異常箇所、内容をＤＴ９１３１～ＤＴ９１３７で 

確認して、修復してください 

システムレジスタＮｏ．２８で 

 １：運転継続／０：停止を選択可能 

     ○ ○ ○ ○

Ｅ４９ 増設電源シーケンス

異常 
運転

停止 
増設ユニットの電源がコントロールユニットより後

に投入されています。 

コントロールユニットと同時か先に電源投入してく

ださい。 

   ○      
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コード 名称 運転 エラー内容と処置方法 

Ｆ
Ｐ
０ 

Ｆ
Ｐ
ー
ｅ 

Ｆ
Ｐ
Σ 

Ｆ
Ｐ
ー
Ｘ 

Ｆ
Ｐ
―
Ｍ 

Ｆ
Ｐ
１ 

Ｆ
Ｐ
２ 

Ｆ
Ｐ
２
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
１
０
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
３ 

Ｅ５０ 電池異常 
（電池外れまたは 
電圧低下） 

運転 
継続 

バックアップ用の電池の電圧が規定よりも 

低下しているか、コントロールユニットに電池が 

接続されていません。 

▶バックアップ用電池を確認して、交換・接続など

の処置を行なってください。 

▶システムレジスタＮｏ．４にて、この自己診断エラ

ーを報知するかしないかを設定できます。 

 ○ ○ ○ 
○ 
注） ○ ○ ○ ○

Ｅ５１ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
終端局設定エラー 

運転 
継続 

リモートＩ／Ｏシステムでの終端局の設定に誤りが

あります。 

▶各局の終端局設定スイッチを確認して、 

終端にある２局のみを終端局に設定してくださ

い。 

     ○ ○ ○ ○

Ｅ５２ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
リモートＩ／Ｏ 
リフレッシュ 
同期異常 

運転

継続 
▶ＲＵＮモードのままでイニシャライズしてくださ

い。それでもエラーになる場合は弊社にご連絡 

ください。      ○ ○ ○ ○

Ｅ５３ マルチＣＰＵ 
Ｉ／Ｏ登録不一致 
（ＣＰＵ２でのみ報知） 

運転 
継続 

マルチＣＰＵシステムで使用している時に発生す

るエラーです。 

▶マルチＣＰＵシステム導入マニュアルのエラーに

ついての記述をご覧ください。 

       ○ ○

Ｅ５４ ＩＣカード電池異常 
(ＩＣカードデータ 
     保証不可) 

運転

継続 
ＩＣメモリカード用の電池の電圧が、規定より非常

に低下しています。 

ＢＡＴＴ．ＬＥＤは点灯しません 

▶電池交換の処置を行なってください。 

 （ＩＣメモリカード内に書き込まれている 

  データの保証はできません。） 

      ○ ○  

Ｅ５５ ＩＣカード電池異常 
（ＩＣカードデータ 
      保証可） 

運転

継続 
ＩＣメモリカード用の電池の電圧が、規定よりも 

低下しています。 

ＢＡＴＴ．ＬＥＤは点灯しません 

▶電池交換の処置を行なってください。 

 （ＩＣメモリカード内に書き込まれている 

  データは保証はされています。） 

      ○ ○  

Ｅ５６ 未対応ＩＣメモリ 
カードの装着 

運転

継続 
使用できないＩＣメモリカードを装着しています。 

▶ＩＣメモリカードを確認して、交換などの処置を行

なってください。 

注）使用できないＩＣメモリカードでも、属性情報

がない、または書き込まれていない場合は検知

できませんので、ご注意ください。 

      ○ ○  

Ｅ５７ コンフィグ対象ユニット

なし 
 ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ２ 

コンフィグデータで指定されたスロットに 

Ｗ２リンクユニットが装着されていない。 

指定スロットにユニットを装着するか、パラメータ

を書き換えてください。 

     ○ ○   

Ｅ１００ 
ｔｏ 
Ｅ１９９ 

停止 
○ ○ ○ ○ ○ ○    

Ｅ２００ 
ｔｏ 
Ｅ２９９ 

Ｆ１４８で 
設定している 
自己診断エラー 

運転 
継続 

応用命令Ｆ１４８で任意に設定しているエラーが

発生しています。 

▶設定した検知条件にもとづいて、処置してくださ

い。 

○ ○ ○ ○ ○ ○  

 

 

注） 対象ＰＬＣ：ＦＰ１ ２４点・４０点・５６点・７２点、ＦＰ－Ｍ 
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12.4.3 ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭ通信エラーコード一覧 

コード 名称 エラー内容 
！２１ ＮＡＣＫエラー リンク系エラー 

！２２ 
ＷＡＣＫエラー 
（相手先受信バッファオーバー 
 フロー） 

リンク系エラー 

！２３ ユニットＮｏ．重複 リンク系エラー 

！２４ 伝送フォーマットエラー リンク系エラー 

！２５ リンクユニットハードエラー リンク系エラー 

！２６ ユニットＮｏ．設定異常 リンク系エラー 

！２７ ＮＯＴサポートエラー リンク系エラー 

！２８ 無応答エラー（応答待ち） リンク系エラー 

！２９ バッファクローズエラー リンク系エラー 

！３０ タイムアウト(送信不可能状態) リンク系エラー 

！３２ 転送不可エラー 
（自局バッファオーバーフロー） リンク系エラー 

！３３ 通信停止 リンク系エラー 

！３６ 相手先存在せず リンク系エラー 

！３８ その他の通信異常 リンク系エラー 

！４０ ＢＣＣエラー 受信したデータに伝送エラーが発生しました。 

！４１ フォーマットエラー フォーマットに合わないコマンドを受信しました。 

！４２ ＮＯＴサポートエラー サポートしていないコマンドを受信しました。 

！４３ マルチフレーム手順エラー 複数フレーム処理中に、それ以外のコマンドを受信しました。 

！５０ リンク設定エラー 存在しないルートＮｏ．が指定されました。 

送信局指定で、ルートＮｏ．を確認してください。 

！５１ 送信タイムアウトエラー 送信バッファが渋滞のため、他機に送信が不能です。 

！５２ 送信不能エラー 他機への送信処理ができません。（リンクユニットの暴走、など） 

！５３ ビジーエラー 複数フレーム処理中のため、コマンド処理を受けられません。 

または、処理中のコマンドが渋滞しているため、受けられません。 

！６０ パラメータエラー 指定されたパラメータ内容が存在しない、または、使用できません。 

！６１ データエラー 接点、データエリア、データＮｏ．の指定、大きさ指定、範囲、形式指定に 

誤りがあります。 

！６２ 登録オーバーエラー 登録数がオーバーした場合、または、未登録の状態で操作しました。 

！６３ ＰＣモードエラー ＲＵＮモード中で、処理できないコマンドが実行されました。 

！６４ 外部記憶不良エラー 

ユーザＲＯＭ、汎用メモリが存在しないか、もしくはハード不良です。 

ＲＯＭまたはＩＣカードに異常が考えられます。 

・ＲＯＭ転送時、指定した内容が容量を超えている。 

・書き込みエラーが発生した。 

・ＲＯＭ／ＩＣカードが装着されていない。 

・ＲＯＭ／ＩＣカードが規定のものでない。 

・ＲＯＭ／ＩＣカードボードが装着されていない。 

！６５ プロテクトエラー プロテクト（パスワード設定やディップＳＷなど）モードまたはＲＯＭ運転モード 

の時に、プログラムまたはシステムレジスタの書き込み操作が実行されました。 

！６６ アドレスエラー アドレスデータのコード形式に誤りがある、また、超過した場合、不足した場合、 

範囲指定に誤りがありました。 

！６７ プログラムなしエラー 
／データなしエラー 

プログラムエリアにプログラムがないか、メモリ内容が異常のため、読めません。 

または、登録されていないデータを読み出そうとしました。 

！６８ ＲＵＮ中書換え不可エラー ＲＵＮ中書換えが出来ない命令語（ＥＤ，ＳＵＢ，ＲＥＴ，ＩＮＴ，ＩＲＥＴ，ＳＳＴＰ， 

ＳＴＰＥ）を編集しようとしています。ＣＰＵユニットには何も書き込まれません。 

！７０ ＳＩＭオーバーエラー プログラムの書き込み処理で、プログラムエリアを越えました。 

！７１ 排他制御エラー 処理中のコマンドと同時に処理できないコマンドが実行されました。 
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12.5 ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭ通信コマンド 
 ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭコマンド一覧 

コマンド名称 コード 内容説明 
接点エリアリード ＲＣ 

（ＲＣＳ） 
（ＲＣＰ） 
（ＲＣＣ） 

接点のＯＮ／ＯＦＦ状態を読み出す。 
・一点のみ指定する。 
・複数の接点を指定する。 
・ワード単位での範囲を指定する。 

接点エリアライト ＷＣ 
（ＷＣＳ） 
（ＷＣＰ） 
（ＷＣＣ） 

接点をＯＮまたはＯＦＦする。 
・一点のみ指定する。 
・複数の接点を指定する。 
・ワード単位での範囲を指定する。 

データエリアリード ＲＤ データエリアの内容を読み出す。 
データエリアライト ＷＤ データエリアにデータを書き込む。 
タイマ／カウンタ設定値エリアリード ＲＳ タイマ／カウンタ設定値を読み出す。 
タイマ／カウンタ設定値エリアライト ＷＳ タイマ／カウンタ設定値を書き込む。 
タイマ／カウンタ経過値エリアライト ＲＫ タイマ／カウンタ経過値を読み出す。 
タイマ／カウンタ経過値エリアライト ＷＫ タイマ／カウンタ経過値を書き込む。 
モニタ接点登録・登録リセット ＭＣ モニタする接点を登録する。 
モニタデータ登録・登録リセット ＭＤ モニタするデータを登録する。 
モニタ実行 ＭＧ ＭＣやＭＤで登録した接点やデータをモニタする。 
接点エリアのプリセット 
（フィルコマンド） 

ＳＣ 指定した範囲のエリアを１６点分のＯＮ／ＯＦＦ 
パターンでうめる。 

データエリアのプリセット 
（フィルコマンド） 

ＳＤ 
指定した範囲のデータエリアに同じ内容を書き込む。

システムレジスタリード ＲＲ システムレジスタ内容を読み出す。 
システムレジスタライト ＷＲ システムレジスタ内容を設定する。 
ＰＣステータスリード ＲＴ プログラマブルコントローラの仕様、エラー発生時の 

エラーコードなどを読み出す。 
リモートコントロール ＲＭ プログラマブルコントローラの動作モードを 

切り換える。 
アボート（中止） ＡＢ 通信を途中で打ち切る。 
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12.6 ＢＩＮ／ＨＥＸ／ＢＣＤコード対応表 
１０進数 

（Ｄｅｃｉｍａｌ） 
１６進数 

（Ｈｅｘａｄｅｃｉｍａｌ） 
ＢＩＮ２進数 
（Ｂｉｎａｒｙ） 

ＢＣＤ２進化１０進数（４桁） 
（Ｂｉｎａｒｙ Ｃｏｄｅｄ Ｄｅｃｉｍａｌ） 

 
０ 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
 

００００ 
０００１ 
０００２ 
０００３ 
０００４ 
０００５ 
０００６ 
０００７ 

 
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
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 初版 
 
 ２版  新商品追加 （ＦＰ－ｅコントロールユニット）  
      ・カレンダタイマ付タイプ AFPE224305 
      ・熱電対入力付タイプ   AFPE214325 
 
 
 ３版  ・誤記訂正 
      ・データ保持機能の制限に関する記載追加 
       ２章、１０章 
      ・９章 ＰＩＤ制御 追加  
 
 ４版  （ＰＤＦのみ）  
      ・Ｖｅｒ．１．２以降 機能追加 
      ・新商品追加（ＲＳ４８５タイプ） 
       ＡＦＰＥ２２４３０２ 
       ＡＦＰＥ２１４３２２ 
      ・誤記訂正  
 
 
 ５版  ・誤記訂正 

 
 ６版  Panasonic ロゴに変更 

 

 



 

 

 
ご注文に際してのお願い 
 
本資料に記載された製品および仕様は、製品の改良などのために予告なしに変更（仕様変更、製造中止を含む） 
することがありますので、記載の製品のご使用のご検討やご注文に際しては、本資料に記載された情報が 新の 
ものであることを、必要に応じ当社窓口までお問い合わせのうえ、ご確認くださいますようお願いします。 
 なお、本資料に記載された仕様や環境・条件の範囲を超えて使用される可能性のある場合、または記載のない 
条件や環境での使用、あるいは鉄道・航空・医療用などの安全機器や制御システムなど、特に高信頼性が要求 
される用途への使用をご検討の場合は、当社窓口へご相談いただき、仕様書の取り交わしをお願いします。 
 
受入検査 〕 

・ご購入または納入品につきましては、速やかに受入検査を行っていただくとともに、本製品の受入検査 

前または検査中の扱いにつきましては、管理保全に十分なご配慮をお願いします。 

  

保証期間 〕 

・本製品の保証期間は、ご購入後あるいは貴社のご指定場所への納入後 1 年間とさせていただきます。 

なお電池や光源ランプなどの消耗品、補材については除かせていただきます。 

  

保証範囲 〕 

・万一、保証期間中に本製品に当社側の責による故障や瑕疵が明らかになった場合、当社は代替品 

または必要な交換部品の提供、または瑕疵部分の交換、修理を、本製品のご購入あるいは納入場所で 

無償で速やかに行わせていただきます。 

ただし、故障や瑕疵が次の項目に該当する場合は、この保証の対象範囲から除かせていただくものとします。 

 

 １．貴社側が指示した仕様、規格、取扱い方法などに起因する場合。 
 ２．ご購入後あるいは納入後に行われた当社側が係わっていない構造、性能、仕様などの改変が原因の場合。 
 ３．ご購入後あるいは契約時に実用化されていた技術では予見することが不可能な現象に起因する場合。 
 ４．カタログや仕様書に記載されている条件・環境の範囲を逸脱して使用された場合。 
 ５．本製品を貴社の機器に組み込んで使用される際、貴社の機器が業界の通念上備えられている 
   機能、構造などを持っていれば回避できた損害の場合。 
 ６．天災や不可抗力に起因する場合。 

 
また、ここでいう保証は、ご購入または納入された本製品単体の保証に限るもので、本製品の故障や 
瑕疵から誘発される損害は除かせていただくものとします。 
以上の内容は、日本国内の取引および使用を前提とするものです。 
 
日本以外での取引および使用に関し、仕様、保証、サービスなどについてのご要望、ご質問は 
当社窓口まで別途ご相談ください。 
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